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弘
前
大
学
と
サ
ン
ス
タ
ー
株

式
会
社
は
、
平
成
十
九
年
八
月

に
研
究
連
携
の
推
進
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
、
活
発
に
連
携

事
業
を
推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
し
た
が
、
そ
の
一
環
と
し
て

医
学
研
究
科
の
中
に
、
寄
附
講

座
・
糖
鎖
医
化
学
講
座
が
、
平

成
二
十
四
年
四
月
に
設
置

さ
れ
、
本
年
三
月
末
日
に

終
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
研
究
成
果
報
告
会

が
、
去
る
三
月
六
日
に
医

学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

て
、
そ
の
報
告
書
を
作
成

し
、
関
係
機
関
・
部
署
へ

提
出
し
て
、
寄
附
講
座
と

し
て
の
役
割
と
手
続
き
を

終
了
し
ま
し
た
。
こ
の
寄

附
講
座
に
特
徴
的
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ひ
と
つ
は
、
寄
附

講
座
の
設
置
目
的
で
す
。

本
来
、
寄
附
講
座
の
寄
附

元
は
、
製
品
開
発
や
あ
る

問
題
解
決
と
い
う
目
標
を

設
定
し
て
設
置
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、
こ

の
寄
附
講
座
で
は
、〝
プ

ロ
テ
オ
グ
リ
カ
ン
の
糖
鎖

医
学
お
よ
び
糖
鎖
工
学
に

関
す
る
研
究
・
技
術
の
向

上
を
目
指
し
て
〟
と
さ

　

本
年
二
月
二
十
八
日
に
岩
木

地
区
の
岩
木
文
化
セ
ン
タ
ー

〝
あ
そ
べ
ー
る
〟
で
岩
木
健
康

増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
岩
木
地
区

の
方
を
含
ん
で
約
百
名
の
方
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
報
告
会
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
開
始
さ
れ
た
平
成
十
七
年

度
よ
り
毎
年
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、今
年
は
つ
い
に
十
回
目（
年

目
）
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。　

　　

本
年
度
は
Ｃ
Ｏ
Ｉ
（Center 

O
f Innovation

）
元
年
と
い
う

こ
と
も
あ
り
発
表
内
容
と
会
場

の
規
模
を
大
き
く
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
以
下
の
よ
う
で
し

た
。

①
髙
橋
一
平
（
社
会
医
学
）「
岩

木
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
現
状
と
進
捗
状
況
に
つ
い

て
」

②
富
田
泰
史
（
循
環
器
腎
臓
内

科
学
）「
心
臓
超
音
波
検
査

で
わ
か
る
こ
と
」

③
千
葉
大
輔
（
整
形
外
科
学
）

「
運
動
器
の
健
康
を
考
え
る
： 

岩
木
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
十
年
を
振
り
返
っ
て
」

④
乾
　
明
成
（
歯
科
口
腔
外
科

学
）「
健
康
長
寿
社
会
の
実

現
に
向
け
て
の
口
腔
科
学
」

⑤
今
井
　
篤
（
泌
尿
器
科
学
）

「
過
活
動
膀
胱
に
つ
い
て
」

⑥
飯
野
香
理
（
産
婦
人
科
学
）

「
婦
人
科
研
究
の
こ
れ
ま
で

の
成
果
」

⑦
佐
々
木
亮
（
耳
鼻
咽
喉
科

学
）「
耳
鳴
と
精
神
症
状
と

の
関
連
に
つ
い
て
」

　

十
年
目
と
も
な
る
と
、
先
生

方
の
説
明
も
格
段
に
進
歩
し
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
何
と

い
っ
て
も
内
容
が
わ
か
り
や
す

く
な
り
ま
し
た
。
と
く
に
感
じ

る
の
が
〝
わ
か
り
に
く
い
医
学

用
語
が
少
な
く
な
っ
た
〟
と
い

う
こ
と
で
す
。
簡
単
な
こ
と
の

よ
う
で
す
が
意
外
に
難
し
い
こ

と
だ
と
常
日
頃
か
ら
感
じ
て
い

医
学
研
究
科
糖
鎖
医
化
学
講
座
（
寄
附
講
座
）

元
特
任
教
授
　
遠
　
藤
　
正
　
彦

岩木健康増進プロジェクト
報告会の報告

寄
附
講
座「
糖
鎖
医
化
学
講
座
」の

報
告
会
を
終
了
し
て

　

平
成
二
十
七

年
三
月
三
日
、

平
成
二
十
六
年

度
弘
前
大
学
学

生
表
彰
式
が
、

文
京
地
区
の
大

学
本
部
に
て
開

催
さ
れ
ま
し

た
。
弘
前
大
学

学
生
表
彰
は
、

当
該
年
度
な
い

し
そ
の
前
年
度

に
課
外
活
動
・

研
究
活
動･

社

会
活
動
等
で
顕

著
な
成
果
を
挙

げ
た
学
生
ま
た

は
団
体
で
表
彰

さ
れ
る
に
値
す

る
も
の
が
、
全

学
の
教
育
委
員

会
で
審
議･

選

出
さ
れ
て
、
学
長
よ
り
表
彰
さ

れ
る
制
度
で
す
。
今
年
度
は
医

学
科
・
医
学
研
究
科
か
ら
は
、

以
下
の
八
名
（
個
人
）
お
よ
び

三
団
体
が
栄
誉
あ
る
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

佐
々
木
花
恵
（
三
年
）
第
103
回
日

本
病
理
学
会
に
て
研
究
発
表
・
優

秀
発
表
賞

工
藤
　
甚
子
（
一
年
）
第
57
回
東

医
体
自
転
車
女
子
タ
イ
ム
ト
ラ
イ

ア
ル
準
優
勝

光
岡
明
日
香
（
一
年
）
第
57
回
東

医
体
陸
上
女
子
走
幅
跳
準
優
勝

伊
藤
　
真
子
（
三
年
）
第
57
回
東

医
体
陸
上
女
子
砲
丸
投
げ
準
優
勝

濱
谷
　
智
子
（
三
年
）
第
56
回
東

医
体
ス
キ
ー
女
子
複
合
準
優
勝

高
橋
　
　
茜
（
三
年
）
第
56
回
東

医
体
ス
キ
ー
女
子
回
転
準
優
勝
・

ス
ー
パ
ー
Ｇ
準
優
勝

宇
佐
美
真
太
郎
（
四
年
）
第
56
回

東
医
体
ス
キ
ー
男
子
回
転
優
勝

医
学
部
ス
キ
ー
部　

第
56
回
東
医

教
育
委
員
会
　
鬼
　
島
　
　
　
宏

（
病
理
生
命
科
学
講
座
　
教
授
）

平
成
26
年
度

弘
前
大
学
学
生
表
彰

社会医学講座　教授　中　路　重　之

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

１面：岩木健康増進プロジェクト報告会
　　　糖鎖医化学講座報告会
２面：医学研究科長・医学部長寄稿
　　　附属病院の懸案事項
３面：木村博人教授最終講義、新任のご挨拶
４面：入試専門委員会報告
５面：受賞報告、NEDOプロジェクト採択
６面：学位記伝達式、ベスト研修医賞
７面：弘前大学学術特別賞・若手論文賞受賞
８面：卒業生進路状況、SD章授与式、青森あずまし温泉紀行
９面：解剖体慰霊祭、医学科教育FD、大学院充足率について
10面：博士号を取得して
11面：外国人教員だより、関連病院勤務報告
12面：留学だより、学生だより
13面：書籍のおしらせ
14面：研究室紹介
　　　　　神経精神医学講座・腫瘍内科学講座
15～16面：人事異動

ま
す
。
先
生
方
の
工
夫
と
愛
情

が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
最

後
に
は
出
席
し
た
皆
さ
ん
か
ら

活
発
な
ご
討
議
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

た
だ
、
毎
年
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
参
加
者

が
少
な
い
こ
と
で
す
。
岩
木
健

康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
プ
ラ

イ
マ
リ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
本
来
的

な
考
え
方
に
の
っ
と
れ
ば
、
よ

り
多
く
の
住
民
の
方
と
接
し

て
、
情
報
や
考
え
方
を
伝
え
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
毎
年

の
報
告
会
の
参
加
者
の
少
な
さ

を
み
れ
ば
、
結
局
そ
れ
が
で
き

て
な
い
と
い
う
反
省
と
い
う
か

無
力
感
を
覚
え
ま
す
。
青
森
県

の
短
命
脱
出
に
は
〝
健
康
教
養

が
大
切
〟
と
か
〝
疾
病
予
防
・

健
康
づ
く
り
が
大
切
〟
と
か
言

い
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
の
問
題

で
す
。
今
後
は
新
た
な
広
報
活

動
、
発
表
内
容
を
考
え
て
い
く

べ
き
と
心
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

れ
、
自
由
に
展
開
す
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
旧
生
化
学
第
一
講
座
の
教

育
・
研
究
の
流
れ
を
汲
ん
で
い

る
糖
鎖
工
学
講
座
と
連
携
し
、

プ
ロ
テ
オ
グ
リ
カ
ン
の
構
造
・

機
能
・
代
謝
を
中
心
に
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
既
存
の
講
座
と
の
連
携

は
、
寄
附
講
座
の
成
否
に
と
っ

て
極
め
て
重
要
で
す
。
本
講
座

は
、
附
属
高
度
先
進
医
学
研
究

セ
ン
タ
ー
糖
鎖
工
学
講
座
と
連

携
し
て
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
二

つ
め
の
特
徴
で
す
。

　

折
し
も
、
本
県
で
プ
ロ
テ
オ

グ
リ
カ
ン
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の

事
業
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
プ

ロ
テ
オ
グ
リ
カ
ン
に
関
わ
る
学

会
の
専
門
家
か
ら
、
当
講
座
の

研
究
の
方
向
に
強
い
関
心
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
当
講

座
と
し
て
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
に

関
わ
り
を
持
た
な
い
方
向
の
上

で
、
自
由
な
研
究
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
世
界
に
先
鞭
を

付
け
て
い
る
プ
ロ
テ
オ
グ
リ
カ

ン
の
糖
鎖
工
学
の
新
し
い
技
術

開
発
と
そ
の
応
用
展
開
、
お
よ

び
旧
生
化
学
第
一
講
座
が
発
見

し
た
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
合
成
阻
害

剤
・
４-

メ
チ
ル
ウ
ン
ベ
リ
フ
ェ

ロ
ン
の
抗
腫
瘍
剤
と
し
て
の
開

発
研
究
に
つ
い
て
、
三
年
と
い

う
短
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
一
定
の
評
価
が
得
ら
れ
る

ほ
ど
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

大
学
の
研
究
に
お
い
て
、
論

文
捏
造
・
剽
窃
や
研
究
費
の
不

正
使
用
の
た
め
、
大
学
に
お
け

る
科
学
倫
理
が
厳
し
く
問
わ
れ

て
お
り
ま
す
。ま
た
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
研
究
、
寄
附
講
座
な
ど
の

外
部
資
金
が
特
に
、
費
用
対
効

果
、
研
究
効
率
な
ど
の
点
か
ら
、

俎
上
に
載
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
報
告
会
の
公
開
、
専
門

家
に
よ
る
厳
し
い
評
価
、
そ
し

て
報
告
書
の
迅
速
な
公
表
と
を

も
っ
て
対
応
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
寄
附
講
座
が
、
一
定
の
評

価
を
得
て
終
了
で
き
ま
す
こ
と

は
、
弘
前
大
学
長
、
医
学
研
究

科
長
、
附
属
高
度
先
進
医
学
研

究
セ
ン
タ
ー
長
ほ
か
の
皆
様
の

ご
支
援
の
賜
物
と
感
謝
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
サ
ン
ス

タ
ー
株
式
会
社
に
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

講演中の遠藤元特任教授
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中
南
地
域
の
五
市
町
村
（
黒

石
市
、
平
川
市
、
藤
崎
町
、
大

鰐
町
、
田
舎
館
村
）
の
教
育
委

員
会
と
弘
前
大
学
教
育
学
部
・

大
学
院
医
学
研
究
科
は
、
さ
る

三
月
二
十
五
日
、
弘
大
創
立
五

十
周
年
記
念
会
館
で
教
員
養
成

や
学
校
教
育
の
課
題
解
決
に
向

け
た
「
連
携
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
県

や
弘
前
市
、
西
目
屋
村
の
教
委

も
同
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

　

こ
の
協
定
で
、
医
学
研
究
科

で
は
、〝
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
発

達
研
究
セ
ン
タ
ー
〟（
中
村
和

彦
セ
ン
タ
ー
長
）
が
〝
児
童
生

徒
の
こ
こ
ろ
の
問
題
〟
で
、
社

会
医
学
講
座
が
〝
健
康
教
育
〟

で
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

私
の
担
当
は
健
康
教
育
で
あ

る
。
今
、
青
森
県
下
で
盛
り
上

が
っ
て
い
る
〝
短
命
県
返
上
〟

の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の
が
子

供
の
健
康
教
養
の
向
上
、
つ
ま

り
学
校
に
お
け
る
健
康
教
育
と

考
え
る
か
ら
だ
。

　

し
か
し
そ
の
道
の
り
は
険
し

い
。一
番
の
理
由
は
、世
の
ニ
ー

ズ
で
あ
る
。
健
康
教
育
の
必
要

性
は
何
と
な
く
理
解
で
き
る

が
、
今
の
子
供
た
ち
の
授
業
に

割
り
込
め
る
ほ
ど
の
イ
ン
パ
ク

ト
が
な
い
。

　

筆
者
が
考

え
る
健
康
教

育
は
、
健
康

の
基
本
的
な

概
念
・
流
れ

を
系
統
的
に
教
え
込
む
こ
と
で

あ
る
。
必
然
、
日
本
人
の
四
分

の
三
が
命
を
落
と
す
生
活
習
慣

病
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
。
生

活
習
慣
病
は
、
子
供
時
代
か
ら

の
生
活
習
慣
に
色
濃
い
影
響
を

受
け
る
。
そ
の
こ
と
を
理
解
し

て
、
日
常
の
生
活
（
態
度
）
に

活
か
す
。
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
で

あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
健
康
教
育
の
実

践
に
は
大
き
な
壁
が
あ
っ
た
。

学
校
現
場
も
多
忙
な
の
で
あ

る
。
学
校
側
か
ら
、
実
践
の
場

を
い
た
だ
け
な
い
ま
ま
時
間
だ

け
が
過
ぎ
て
い
っ
た
。

　

そ
ん
な
昨
年
の
七
月
、
黒
石

市
中
郷
小
学
校
の
山
内
孝
行
校

体
ス
キ
ー
女
子
総
合
優
勝

医
学
部
自
転
車
競
技
部　

第
57
回

東
医
体
自
転
車
チ
ー
ム
タ
イ
ム
ト

ラ
イ
ア
ル
準
優
勝

医
学
部
陸
上
部　

第
57
回
東
医
体

陸
上
女
子
フ
ィ
ー
ル
ド
総
合
優
勝

千
葉
　
大
輔
（
院
三
年
）
第
42
回

日
本
関
節
病
学
会
に
て
学
術
集
会

奨
励
賞

　

弘
前
大
学
医
学
部
で
は
、
国

家
試
験
合
格
率
の
み
な
ら
ず
、

共
用
試
験
結
果
や
臨
床
研
修
に

お
け
る
卒
業
生
の
活
躍
な
ど

で
、
全
国
的
に
も
教
育
レ
ベ
ル

が
高
い
評
価
を
受
け
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
今

回
の
学
生
表
彰
者
を
は
じ
め
と

し
て
課
外
活
動
等
の
分
野
で
も

活
躍
し
て
く
れ
る
学
生
が
多
い

の
は
、
頼
も
し
い
限
り
で
す
。

昨
年
度
よ
り
弘
前
大
学
の
学
生

表
彰
採
択
が
、
よ
り
厳
し
い
基

準
で
行
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
計
十
一
個
人
・
団
体
が
被

表
彰
と
な
り
ま
し
た
（
二
十
五

年
度
十
件
、
二
十
四
年
度
十
三

件
、
二
十
三
年
度
七
件
、
二
十

二
年
度
七
件
）。
一
方
、
今
年

は
研
究
活
動
に
お
い
て
顕
著
な

成
果
を
挙
げ
た
学
部
学
生
が
、

一
名
の
み
の
被
表
彰
で
あ
り
、

や
や
寂
し
い
感
が
あ
り
ま
す

（
二
十
五
年
度
二
名
、
二
十
四

年
度
五
名
）。
新
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
よ
り
、
学
部
四
年
次
に
研

究
室
研
修
が
組
み
込
ま
れ
、
在

学
中
か
ら
研
究
に
触
れ
る
機
会

が
あ
る
の
で
、
今
後
は
一
人
で

も
多
く
の
学
生
が
研
究
活
動
で

力
を
発
揮
し
て
く
れ
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。
一
方
、
課
外
活
動

（
ク
ラ
ブ
活
動
）
は
全
般
に
盛

ん
で
あ
り
、
陸
上
競
技
部
・
ス

キ
ー
部
の
団
体
を
は
じ
め
と
し

て
各
部
活
動
が
こ
こ
数
年
東
医

体
等
で
好
成
績
を
続
け
て
い
る

の
は
賞
賛
に
値
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
学
生
諸
君
が
弘
前

大
学
医
学
部
医
学
科
で
文
武
両

道
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、
よ

り
一
層
充
実
し
た
大
学
生
活
を

送
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

健
康
教
育
に
つ
い
て

医 学 研 究 科 長
医 学 部 長 寄 稿

医
学
研
究
科
長
　
中
　
路
　
重
　
之

長
か
ら
「
五
時
間
用
意
す
る
の

で
授
業
を
や
っ
て
く
れ
ま
す

か
」
と
お
話
を
い
た
だ
い
た
。

渡
り
に
船
の
提
案
に
大
い
に
感

謝
し
た
。

　

打
ち
合
わ
せ
を
し
た
。
六
年

生
二
ク
ラ
ス
分
総
勢
約
六
十

名
。
四
十
五
分
授
業
の
五
回
分

で
あ
る
。
学
校
側
の
最
初
の
依

頼
は
「
大
学
側
で
や
っ
て
く
れ

な
い
か
」
で
あ
っ
た
。
難
題
で

あ
る
。
ま
ず
な
に
よ
り
も
、
子

供
た
ち
の
関
心
を
そ
ら
さ
ず
に

四
十
五
分
で
授
業
を
進
め
る
自

信
が
な
い
。
経
験
が
な
い
か
ら

だ
。
加
え
て
、
部
外
者
の
大
学

の
教
員
が
、
万
一
上
手
に
授
業

を
や
り
終
え
た
と
し
て
も
、
そ

の
後
に
繋
が
っ
て
い
か
な
い
。

最
終
的
に
は
、
学
校
の
授
業
は

先
生
自
身
が
や
る
か
ら
だ
。
結

局
、
先
生
主
導
で
大
学
が
手
伝

う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

授
業
は
十
月
下
旬
か
ら
週
二

回
の
ペ
ー
ス
で

行
っ
た
。
大
学

側
は
、
最
初
二

回
を
筆
者
が
、

後
半
三
回
を
髙

橋
准
教
授
が
担

当
し
た
（
写
真

参
照
）。
話
を

聞
き
つ
け
て
、

他
校
の
先
生
方

や
マ
ス
コ
ミ
も

集
ま
っ
た
。

　

生
徒
の
明
る

さ
に
は
驚
い

た
。
鋭
い
質
問

も
多
く
、
発
表

も
堂
々
と
し
て

い
た
。〝
健
康

教
育
〟
と
い
う

目
新
し
さ
が
生

徒
を
元
気
づ
け

た
面
も
あ
っ
た

の
か
。

　

授
業
内
容
に

も
悩
ん
だ
。
協

議
の
結
果
血
圧

か
ら
攻
め
る
こ

と
に
し
た
。
実

　

平
成
二
十
七
年
度
を
迎
え
、

附
属
病
院
の
懸
案
事
項
特
に
昨

年
の
病
院
経
営
と
四
月
か
ら
導

入
さ
れ
た
特
別
手
当
に
つ
い
て

概
略
を
説
明
し
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
度
の

　
　
病
院
運
営
に
関
し
て

　

新
聞
報
道
で
ご
承
知
の
よ
う

に
、
全
国
四
十
二
大
学
四
十
五

国
立
大
学
病
院
の
赤
字
は
八
十

三
億
円
で
、
こ
の
う
ち
消
費
税

引
き
上
げ
の
影
響
額
は
約 

七

附
属
病
院
の
懸
案
事
項

附
属
病
院
長
　
藤
　
　
　
　
　
哲

〇
％
を
占
め
る
と
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
診
療
報
酬
本
体

の
改
定
に
よ
る
補
填
率
は 

四

〇
％
程
度
に
留
ま
っ
て
い
ま

す
。
当
院
で
は
、
診
療
報
酬
改

定
に
よ
る
影
響
率
は
マ
イ
ナ
ス 

〇
・
一
五
％
（
公
表
値
は
プ
ラ

ス
〇
・
一
％
）
で
年
間
の
影
響

額
と
し
て
二
千
五
百
万
円
の
マ

イ
ナ
ス
と
な
り
ま
し
た
。
直
接

診
療
経
費
及
び
物
件
費
に
対
す

る
消
費
増
税
の
影
響
額
は
約

三
・
五
億
円
で
し
た
。
震
災
復

興
に
関
係
す
る
七
・
八
％
の
給

与
削
減
解
除
に
よ
る
人
件
費
の

増
加
も
大
き
く
影
響
し
ま
し

た
。
稼
働
率
は
低
下
し
ま
し
た

が
、
手
術
件
数
の
増
加
や
経
費

節
約
努
力
に
よ
り
何
と
か
赤
字

決
算
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
厳
し
い
状
況
は
続
い
て
お
り

ま
す
。
一
〇
％
増
税
に
な
る
前

に
、
医
療
に
係
る
消
費
税
課
税

の
あ
り
方
を
含
め
た
確
実
な
対

策
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

特
別
業
務
手
当
の

　
　
　
新
設
に
関
し
て

　

本
年
四
月
よ
り
医
師
の
特
別

業
務
手
当
が
新
設
さ
れ
ま
し
た

が
、
一
部
に
は
『
全
医
師
の
給

与
削
減
で
あ
る
。』
と
い
っ
た

意
見
が
上
が
っ
て
い
る
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。
私
も
事
務
と
一

緒
に
各
教
室
を
回
っ
て
説
明
し

た
の
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
理
解

が
得
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。
初
任
給
調
整
手
当

を
元
の
正
規
の
状
態
に
戻
し
た

（
下
げ
た
）
と
い
う
こ
と
の
み

を
と
ら
え
て
、
全
て
の
職
員
の

給
与
が
減
少
し
た
と
早
合
点
し

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
手
当
の
目
的
は
、
裁

量
労
働
制
を
取
り
入
れ
た
際
に

始
ま
っ
た
初
任
給
調
整
手
当

（
超
過
勤
務
手
当
、
休
日
給
、

夜
勤
手
当
、
宿
日
直
手
当
及
び

裁
量
労
働
割
増
手
当
を
含
む
手

当
）
に
対
す
る
教
職
員
の
不
満

の
解
消
で
す
。
所
属
す
る
科
に

よ
っ
て
ラ
ン
ク
付
け
さ
れ
た
初

任
給
調
整
手
当
に
関
し
て
は
、

労
働
対
価
が
適
切
に
反
映
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
理
由
で
改
善

が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
同
じ
科
内
で
も
当
直
の
有

無
・
緊
急
手
術
／
処
置
／
分
娩

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
同
じ
初

任
給
調
整
手
当
が
支
払
わ
れ
て

い
る
こ
と
に
異
議
が
あ
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
制
度
変
更
に
よ
り
、

人
件
費
総
額
を
減
ら
そ
う
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。
支
給
前
に

行
っ
た
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

は
現
行
よ
り
余
計
に
人
件
費
が

か
か
る
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

時
間
の
概
念
が
な
い
裁
量
労

働
制
の
な
か
で
手
当
を
考
え
る

の
は
、
い
ろ
い
ろ
な
制
約
が
あ

り
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
福
田
眞
作
副
病
院
長
を
ま

と
め
役
と
し
て
外
科
系
・
内
科

系
医
師
の
比
較
的
若
手
医
師
を

代
表
と
し
て
二
年
間
か
け
て
作

り
上
げ
た
も
の
で
す
。

　

今
後
検
証
が
必
要
で
す
が
、

決
し
て
人
件
費
を
下
げ
る
為
に

施
行
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
を
ご
理
解
下
さ
い
。

際
に
全
生
徒
の
血
圧
の
測
定
を

行
っ
た
の
で
あ
る
。
血
圧
は
老

化
の
重
要
指
標
で
あ
る
動
脈
硬

化
を
表
現
し
、
生
活
習
慣
病
の

素
地
と
な
る
。
そ
の
生
活
習
慣

病
は
子
供
の
時
代
か
ら
の
生
活

習
慣
に
根
差
し
、
そ
れ
が
、
糖

尿
病
、
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病

を
介
し
て
高
血
圧
・
動
脈
硬
化

に
結
び
つ
い
て
い
く
。
こ
の
流

れ
の
理
解
で
あ
る
（
図
参
照
）。

本
医
学
部
ウ
ォ
ー
カ
ー
を
お
読

み
の
皆
さ
ん
に
は
ぜ
ひ
こ
の
内

容
に
関
す
る
御
意
見
を
い
た
だ

き
た
い
。

　

先
生
方
の
授
業
進
行
に
は
感

心
し
た
。
や
は
り
プ
ロ
で
あ

る
。
健
康
授
業
を
学
年
進
行
的

に
実
施
し
、
高
校
入
試
で
健
康

問
題
を
十
点
出
題
す
る
。
何
に

も
勝
る
〝
短
命
県
返
上
〟
の
近

道
だ
と
思
う
。

健康ものがたり
健康診断健康診断

生活習慣

の乱れ
血管が硬くなる

加 齢 命の終点
（平均寿命）

肥満

運動

血管が硬くなる
（動脈硬化）高血圧

糖尿病

・がん

・心筋梗塞
こう そく

運動

食生活

糖尿病

脂質異常症
・脳卒中

悪いコレステロールが増える

喫煙

飲酒

骨そしょう症

関節障害

生活の低下
（歩行障害
転倒 折

元気な生活
の終点

（健康寿命）

骨が弱くなり、折れやすい

飲酒
筋肉減少症

転倒・骨折）

も 忘れ 知症

（健康寿命）

・寝たきり

関節が変形し、動きが悪く痛い

筋肉が減って、動くのが大変

にん ち しょう

ストレス もの忘れ（認知症） ・認知症
にん ち しょう
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平
成
二
十
七
年
二
月
十
三
日

に
基
礎
大
講
堂
で
歯
科
口
腔
外

科
学
講
座
の
木
村
博
人
教
授
の

最
終
講
義
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
に
は
多
数
の
花
が
並

び
、佐
藤
学
長
、遠
藤
前
学
長
、

吉
田
元
学
長
の
お
姿
が
あ
り
ま

し
た
。
最
初
に
中
路
研
究
科
長

か
ら
木
村
教
授
の
ご
略
歴
の
紹

介
と
ご
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後

の
司
会
進
行
は
学
務
委
員
長
が

務
め
ま
し
た
。

　

木
村
先
生
の
弘
前
大
学
医
学

部
に
お
け
る
歩
み
は
昭
和
五
十

五
年
に
始
ま
り
、
今
日
ま
で
三

十
五
年
に
及
び
ま
す
。
特
に
平

成
六
年
か
ら
は
二
十
一
年
の
長

き
に
わ
た
り
教
授
を
務
め
ら

れ
、
平
成
二
十
四
年
に
は
第
五

十
七
回
日
本
口
腔
外
科
学
会
総

会
・
学
術
大
会
を
主
催
さ
れ
ま

し
た
。
最
終
講
義
の
テ
ー
マ
は

「
顎
骨
の
吸
収
と
再
生
」
で
し

た
。
ま
ず
、
顎
骨
の
嚢
胞
性
疾

患
に
よ
っ
て
周
囲
骨
が
吸
収
さ

れ
る
の
は
な
ぜ
か
、
そ
し
て
、

弘
前
大
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
治
療

法
で
あ
る
嚢
胞
腔
灌
流
療
法
や

開
窓
術
に
よ
っ
て
周
囲
骨
が
再

生
す
る
の
は
な
ぜ
か
。
こ
の
二

つ
の
疑
問
が
研
究
の
出
発
点
で

あ
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
骨

は
圧
迫
さ
れ
た
だ
け
で
は
吸
収

さ
れ
な
い
わ
け
で
、
そ
こ
に
は

何
ら
か
の
骨
吸
収
因
子
の
関
与

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
先

生
が
学
位
論
文
（
弘
前
医
学

38
：
315-

328
， 

１
９
８
６
）
に

ま
と
め
ら
れ
た
フ
リ
ー
ラ
ジ
カ

ル
に
関
す
る
研
究
に
端
を
発

し
、
そ
の
後
、
嚢
胞
腔
内
圧
と

内
容
液
の
膠
質
浸
透
圧
に
着
目

さ
れ
る
な
ど
し
た
一
連
の
研
究

業
績
は
平
成
九
年
の
国
際
口
腔

外
科
学
会
で
の
発
表
と
し
て
結

　

こ
の
度
、
平
成
二
十
七
年
四

月
一
日
付
を
も
ち
ま
し
て
、
弘

前
大
学
救
急
・
災
害
医
学
講
座

教
授
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

就
任
に
あ
た
り
自
己
紹
介
を
兼

ね
て
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

私
は
東
京
都
出
身
で
早
稲
田

高
等
学
校
を
卒
業
後
、
昭
和
五

十
八
年
に
東
京
医
科
大
学
へ
入

学
し
ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
は

東
京
医
科
大
学
救
急
災
害
医
学

の
行
岡
哲
男
教
授
の
ご
指
導

で
、
大
阪
大
学
特
殊
救
急
部
に

入
局
し
ま
し
た
。
そ
の
当
時
の

阪
大
特
殊
救
急
部
は
、
外
傷
や

熱
傷
症
例
が
大
阪
全
域
か
ら
搬

入
さ
れ
て
き
た
た
め
、
数
多
く

の
外
傷
症
例
を
経
験
す
る
と
と

も
に
最
先
端
の
救
急
診
療
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
沖
縄
県
立
那
覇
病
院
で
一

般
外
科
の
研
修
を
行
い
、
松
戸

市
立
病
院
の
救
急
部
に
移
り
ま

し
た
が
、
そ
の
在
勤
中
に
起
き

た
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
派

遣
医
師
と
し
て
神
戸
市
東
灘
区

の
被
災
地
内
で
医
療
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
三
月

に
起
き
た
東
京
地
下
鉄
サ
リ
ン

事
件
で
は
、
数
多
く
の
中
毒
症

例
が
病
院
に
搬
送
さ
れ
、
そ
の

診
療
に
従
事
し
ま
し
た
。
大
阪

大
学
で
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災

に
関
す
る
調
査
を
行
う
と
と
も

に
侵
襲
と
内
分
泌
に
関
す
る
研

究
を
行
い
、
前
任
の
大
阪
市
立

大
学
で
は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

の
立
ち
上
げ
に
携
わ
り
な
が

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
教
育
コ
ー
ス
の
開
発
を

行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
地
方
の
救
急
医
療
は

救
急
医
不
足
、
救
急
診
療
が
で

き
る
病
院
不
足
な
ど
で
厳
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
卒
後

臨
床
研
修
医
は
救
急
部
門
で
の

研
修
が
必
修
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
全
国
的
に
み
て
も
救
急
を

希
望
す
る
医
師
が
増
え
て
い
ま

　

こ
の
度
、
医
学
研
究
科
の
先

生
方
の
ご
支
援
と
保
健
学
研
究

科
の
先
生
方
の
ご
理
解
・
ご
協

力
に
よ
り
、
保
健
学
研
究
科
健

康
支
援
科
学
領
域
健
康
増
進
科

学
分
野
の
教
授
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
。
先
生
方
に
心
か
ら
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
も
と
よ

り
浅
学
菲
才
の
身
で
は
あ
り
ま

す
が
、
保
健
学
研
究
科
の
一
層

の
発
展
と
医
療
従
事
者
の
育
成

の
た
め
心
を
新
た
に
専
心
努
力

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
教
授
就
任
に
際
し
て

教
育
、
研
究
に
対
す
る
考
え
方

と
将
来
の
抱
負
を
述
べ
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

教
育
に
対
す
る
考
え
方
：
大

学
院
な
ら
び
に
学
部
教
育
に
お

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
看
護
学
専

攻
が
果
た
し
て
き
た
教
育
機
能

を
附
属
病
院
と
の
連
携
の
下
で

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
ま
す
。
看
護
学
に
関
す
る

教
育
を
通
じ
て
、
医
療
人
と
し

て
の
優
れ
た
資
質
を
育
成
し
、

科
学
的
判
断
力
の
優
れ
た
看
護

師
の
輩
出
に
貢
献
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
人
は
生
ま
れ
な
が
ら

に
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
に

好
奇
心
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま

す
。
自
ら
が
兼
ね
備
え
た
能
力

を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
さ
ら

に
発
展
し
て
い
け
る
基
礎
を
作

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
将
来
の

医
療
を
担
っ
て
い
け
る
看
護

師
、
す
な
わ
ち
既
存
の
看
護
学

に
の
み
満
足
せ
ず
新
し
い
看
護

学
の
開
拓
、
導
入
を
積
極
的
に

行
え
る
看
護
師
を
育
成
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

学務委員長　若　林　孝　一
（脳神経病理学講座　教授）

実
し
ま
し
た
。
こ
こ
十
数
年
は

メ
カ
ニ
カ
ル
ス
ト
レ
ス
と
骨
リ

モ
デ
リ
ン
グ
の
関
係
へ
と
研
究

を
発
展
さ
れ
、
培
養
骨
芽
細
胞

や
骨
膜
由
来
細
胞
を
用
い
た
研

究
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
最
後

に
「
骨
は
複
合
臓
器
で
あ
る
」

と
力
説
さ
れ
た
の
が
印
象
的
で

し
た
。

　

先
生
の
講
義
終
了
後
に
は
多

数
の
花
束
の
贈
呈
が
あ
り
、
会

場
を
埋
め
た
聴
衆
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
最
後

に
医
学
研
究
科
長
か
ら
お
礼
の

ご
挨
拶
が
あ
り
、
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

　

弘
前
大
学
医
学
研
究
科
の
発

展
に
長
き
に
わ
た
り
尽
力
さ
れ

た
木
村
先
生
に
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も

医
学
研
究
科
に
お
力
添
え
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

木村博人教授　
　　 最終講義

新
任
の
ご
挨
拶

せ
ん
。
そ
の
理
由
の
一
つ
に
、

学
生
や
研
修
医
に
対
す
る
教
育

が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
医
学
は

専
門
化
さ
れ
て
き
た
一
方
で
、

研
修
医
が
研
修
先
病
院
に
求
め

る
条
件
と
し
て
、com

m
on 

disease

の
診
療
に
携
わ
れ
る

こ
と
、
救
急
診
療
が
充
実
し
て

い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
地
方
の
病
院
や
診
療

所
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
診
療

能
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
論

を
俟
ち
ま
せ
ん
。

　

弘
前
大
学
高
度
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
の
使
命
と
し
て
、
青
森

県
の
救
急
医
療
の
充
実
を
図
る

た
め
に
も
、
内
因
・
外
因
を
問

わ
な
い
幅
広
い
重
症
傷
病
者
の

受
け
入
れ
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
救
急
傷
病
者
を
数
多
く
診

療
で
き
る
環
境
は
、
学
生
や
研

修
医
、
救
急
を
目
指
す
医
師
へ

の
教
育
を
行
う
た
め
に
も
重
要

で
す
。
救
急
教
育
の
充
実
を
図

る
こ
と
で
救
急
医
療
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
、
多
く
の
若
い

先
生
方
が
青
森
県
に
残
り
働
い

て
頂
け
る
よ
う
に
微
力
な
が
ら

努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

研
究
に
対
す
る
考
え
方
：
私

は
こ
れ
ま
で
ペ
プ
チ
ド
関
連
の

研
究
、
す
な
わ
ち
生
理
活
性
ペ

プ
チ
ド
の
単
離
精
製
を
行
い
、

構
造
決
定
と
機
能
解
析
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
脂
肪
酸

代
謝
に
つ
い
て
も
分
析
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
研
究
の
醍
醐
味

は
、
暗
黒
の
闇
に
光
を
当
て
る

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
芽
が
大
樹

に
発
展
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

新
規
性
の
高
い
研
究
は
リ
ス
ク

を
伴
い
ま
す
が
、
積
極
的
に
遂

行
す
べ
き
で
あ
り
、
世
界
に
新

し
い
情
報
を
発
信
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

将
来
の
教
育
・
研
究
に
対
す

る
抱
負
：
最
近
、
医
療
技
術
の

習
得
や
専
門
領
域
の
資
格
の
獲

得
が
重
要
視
さ
れ
、
そ
の
根
底

に
あ
る
看
護
学
の
研
究
や
思
考

過
程
が
軽
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
態
が
進
む
と
、
単
な
る
看
護

救
急
・
災
害
医
学
講
座
　
教
授
　
山
　
村
　
　
　
仁

就
任
に
際
し
て
の
ご
挨
拶

保
健
学
研
究
科
健
康
支
援
科
学
領
域
健
康
増
進
科
学
分
野
　
　
　
　

　
教
授
　
長
　
内
　
智
　
宏

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
付

け
で
弘
前
大
学
教
授
大
学
院
保

健
学
研
究
科
を
拝
命
し
ま
し

た
。
所
属
は
「
弘
前
大
学
大
学

院
保
健
学
研
究
科
健
康
支
援
科

学
領
域
障
害
保
健
学
分
野
」
で

す
。
小
児
科
学
講
座
か
ら
異
動

に
な
っ
て
一
ヶ
月
近
く
経
ち
ま

す
が
、
未
だ
に
こ
の
長
い
名
称

が
覚
え
ら
れ
ず
、
名
札
を
見
な

が
ら
書
い
て
い
ま
す
。
実
際
は

保
健
学
専
攻
の
母
子
看
護
学

チ
ー
ム
に
属
し
、
主
に
看
護
学

科
の
学
生
へ
の
小
児
科
の
講

義
・
実
習
，
大
学
院
生
の
研
究

指
導
を
担
当
す
る
よ
う
で
す

（
ま
だ
十
分
に
把
握
し
て
い
ま

せ
ん
）。

　

私
は
昭
和
五
十
七
年
に
弘
前

大
学
を
卒
業
し
、
直
ち
に
小
児

科
教
室
に
入
局
し
ま
し
た
。
関

連
病
院
、
大
学
小
児
科
で
の
研

修
を
経
て
、
卒
後
五
年
目
か
ら

小
児
科
心
臓
グ
ル
ー
プ
に
配
属

さ
れ
、
そ
れ
以
降
、
本
年
三
月

に
保
健
学
研
究
科
教
授
を
定
年

退
官
さ
れ
た
米
坂
勧
先
生
の
元

で
主
と
し
て
小
児
心
疾
患
（
先

天
性
心
疾
患
、
川
崎
病
、
不
整

脈
な
ど
）
の
診
療
に
従
事
し
て

き
ま
し
た
。
当
初
は
重
症
先
天

性
心
疾
患
患
児
の
呼
吸
・
循
環

管
理
で
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
に
張
り

着
く
日
々
（
小
児
科
病
棟
乳
児

室
に
レ
ス
ピ
レ
ー
タ
が
七
～
八

台
並
び
、
そ
れ
こ
そ
寝
ず
の

番
）が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

内
科
的
管
理
・
治
療
、
外
科
手

術
の
進
歩
に
よ
り
、
寝
ず
の
番

か
ら
解
放
さ
れ
ま
し
た
。
近
年

は
先
天
性
心
疾
患
患
者
の
成
人

へ
の
キ
ャ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
（
成

人
先
天
性
心
疾
患
）
が
新
た
な

問
題
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
胎
児
エ
コ
ー
の
機
器
や
技

術
の
進
歩
に
よ
る
先
天
性
心
疾

患
や
不
整
脈
の
出
生
前
診
断
・

治
療
が
新
た
な
領
域
と
し
て
加

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
診
療
に
明
け
暮
れ
て
い
た
昨

年
の
十
月
に
米
坂
先
生
と
小
児

科
の
伊
藤
悦
朗
教
授
か
ら
保
健

学
科
へ
の
異
動
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。
臨
床
一
辺
倒
で
や
っ
て

き
た
自
分
に
十
分
な
教
育
が
で

き
る
の
か
、
米
坂
先
生
の
後
任

が
務
ま
る
の
か
、
な
ど
と
一
ヶ

月
ほ
ど
悩
み
ま
し
た
。

　

そ
の
間
に
思
っ
た
こ
と
は
、

①
医
師
に
成
り
立
て
の
頃
、
ひ

と
り
で
当
直
を
し
て
い
た
と
き

（
い
ま
の
医
療
事
情
で
は
許
さ

れ
な
い
と
思
い
ま
す
）、
さ
り

げ
な
く
、
や
さ
し
く
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
て
く
れ
た
の
は
年
配
の

普
段
は
厳
し
い
看
護
婦
さ
ん

（
当
時
は
師
で
は
な
く
婦
）
で

し
た
。
本
当
に
助
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
②
医
療
の
進
歩
に

よ
り
直
接
患
者
さ
ん
と
接
す
る

機
会
の
多
い
看
護
師
の
社
会
的

ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
、
課
せ
ら
れ

る
責
務
は
よ
り
重
く
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
、
看
護
教
育
の
重

要
性
は
さ
ら
に
増
し
て
い
く
だ

ろ
う
。
少
し
は
お
役
に
た
て
る

か
も
し
れ
な
い
し
、
や
り
が
い

が
あ
る
。
③
私
自
身
、
こ
の
二

十
年
ほ
ど
小
児
循
環
器
の
診
療

が
中
心
で
狭
い
領
域
に
か
た

よ
っ
て
き
ま
し
た
。
看
護
学
科

で
の
講
義
や
実
習
に
よ
り
も
う

一
度
、
小
児
科
全
般
の
勉
強
を

し
直
す
良
い
機
会
で
は
な
い

か
。
④
医
学
部
入
学
か
ら
四
十

年
近
い
月
日
が
経
ち
、
そ
の

間
、
私
は
弘
前
大
学
に
育
て
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
、
そ
の

恩
返
し
が
で
き
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。
な
ど
な
ど
。

　

私
自
身
に
残
さ
れ
た
時
間
は

そ
れ
ほ
ど
長
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。
最
後
の
奉
公
の
覚
悟
で
保

健
学
研
究
科
へ
お
世
話
に
な
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
附
属
病
院
で
小
児
科
診
療

を
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

し
、
看
護
学
科
の
学
生
が
実
習

な
ど
で
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

医
学
科
や
附
属
病
院
の
皆
様
に

は
今
ま
で
同
様
、
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

の
技
術
屋
を
生
み
出
す
こ
と
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
研
究
と
看

護
は
表
裏
一
体
で
あ
り
、
正
し

い
看
護
を
遂
行
す
る
た
め
に

は
、
先
進
的
な
研
究
が
必
須
で

あ
り
、
特
に
考
え
る
能
力
が
重

要
で
す
。
一
方
、
卓
越
し
た
研

究
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
豊

富
な
看
護
経
験
が
そ
の
基
盤
と

し
て
重
要
で
す
。
学
生
が
本
来

兼
ね
備
え
て
い
る
能
力
を
学
部

教
育
を
通
じ
て
強
く
引
き
出
す

こ
と
が
、
優
れ
た
看
護
師
の
輩

出
に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
研
究
成
果

を
国
際
的
に
発
信
す
る
能
力
を

育
成
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ

り
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
可

能
な
限
り
努
力
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

就
任
に
際
し
て
の
ご
挨
拶

保
健
学
研
究
科
健
康
支
援
科
学
領
域
障
害
保
健
学
分
野
　
　
　
　

教
授
　
高
　
橋
　
　
　
徹

　

こ
の
冬
前
半
は
大
雪
に
悩
ま

さ
れ
ま
し
た
が
、
三
月
に
入
る

と
一
気
に
暖
か
く
な
り
、
三
月

末
に
は
弘
前
市
内
で
も
雪
が
消

え
て
、
四
月
七
日
に
挙
行
さ
れ

た
入
学
式
の
後
は
、
大
学
内
は

す
っ
か
り
春
の
雰
囲
気
と
な
り

ま
し
た
。
弘
前
公
園
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
の
満
開
は
四
月
二
十
三
日

と
早
め
で
し
た
が
、
多
く
の
観

光
客
で
「
さ
く
ら
ま
つ
り
」
が

賑
わ
い
ま
し
た
。
昨
年
六
月
の

二
年
次
後
期
学
士
編
入
学
第
一

次
選
抜
試
験
に
始
ま
り
ま
し
た

平
成
二
十
七
年
度
の
入
試
に
関

し
て
、
お
忙
し
い
中
、
試
験
監

督
や
面
接
委
員
、
出
題
委
員
、

採
点
委
員
を
し
て
い
た
だ
い
た

先
生
方
お
よ
び
学
務
担
当
を
は

じ
め
と
し
た
事
務
職
員
の
方
々

に
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
学
医
学
科
に
お
い
て
は
一

般
入
試
（
前
期
日
程
）
の
志
願

者
倍
率
が
こ
の
と
こ
ろ
高
倍
率

を
維
持
し
、
五
年
連
続
で
十
二

倍
を
超
え
ま
し
た
。
今
年
（
平

成
二
十
七
年
度
）
も
九
百
名
近

い
志
願
者
が
あ
り
、
志
願
者
倍

率
が
十
三
・
七
倍
の
難
関
と
な

り
ま
し
た
（
表
１
）。
そ
の
た

め
、
昨
年
に
引
き
続
き
医
学
科

内
の
講
義
室
等
で
は
全
受
験
生

を
収
容
で
き
な
く
な
り
、
弘
前

高
等
学
校
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

同
高
等
学
校
に
試
験
会
場
を
変

更
し
ま
し
た
。

　

実
施
七
年
目
と
な
る
Ａ
Ｏ
入

試
は
、
第
一
次
選
抜
を
平
成
二

十
六
年
十
月
四
日
・
五
日
に
行

い
ま
し
た
。「
模
擬
講
義
に
関

す
る
筆
記
試
験
」「
個
人
面
接
」

に
よ
る
評
価
を
行
い
、
受
験
者

百
二
名
か
ら
八
十
八
名
を
合
格

者
と
し
ま
し
た
。
第
二
次
選
抜

は
十
一
月
三
日
に
「
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
の
自
学
自
習
」「
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
よ
る
評
価
を

行
い
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試

験
の
結
果
を
合
わ
せ
て
、
最
終

的
に
四
十
七
名
の
合
格
者
（
昨

年
度
よ
り
五
名
定
員
増
）
を
決

定
し
ま
し
た
。
青
森
県
が
三
十

六
名
（
昨
年
は
三
十
七
名
）、

岩
手
県
が
七
名
、
秋
田
県
が
四

名
と
い
う
結
果
で
し
た
。
残
念

な
が
ら
今
回
は
、
Ａ
Ｏ
入
試
で

の
北
海
道
の
合
格
者
は
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
Ａ
Ｏ
入
試
で
は
、

一
昨
年
か
ら
受
験
可
能
な
地
域

が
東
北
六
県
・
北
海
道
に
広
が

り
、
今
後
は
、
多
く
の
地
域
か

ら
Ａ
Ｏ
入
試
に
よ
る
合
格
が
出

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
入
学
者
（
Ａ
Ｏ
入

試
・
前
期
日
程
合
わ
せ
た
）
の

出
身
地
域
を
み
ま
す
と
（
表

２
）、
今
年
は
青
森
県
出
身
者

が
四
十
四
名
と
昨
年
度
よ
り
も

二
名
減
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
数

年
は
四
十
名
以
上
を
維
持
し
て

い
ま
す
。
青
森
県
出
身
入
学
者

の
う
ち
三
十
六
名
が
Ａ
Ｏ
入
試

で
す
が
、
前
期
日
程
で
も
八
名

合
格
と
健
闘
し
ま
し
た
。
青
森

県
に
次
ぐ
の
は
、
岩
手
県
・
埼

玉
県
・
東
京
都
の
各
十
名
で
あ

り
、
北
海
道
・
神
奈
川
県
の
各

五
名
、
秋
田
県
四
名
と
な
り
ま

し
た
。
出
身
高
等
学
校
で
は
、

弘
前
高
等
学
校
十
七
名
と
健
闘

し
、
続
い
て
八
戸
高
等
学
校
の

九
名
、
青
森
高
等
学
校
・
三
本

木
高
等
学
校
の
各
五
名
と
な
り

ま
し
た
。
一
方
、
高
等
学
校
卒

業
後
の
期
間
に
関
し
て
は
、
現

役
生
・
一
浪
生
は
昨
年
度
と
ほ

ぼ
同
様
の
入
学
者
数
で
し
た

（
表
３
）。
ま
た
、
女
子
が
四
十

一
名
と
な
り
、
昨
年
よ
り
一
名

減
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
年
は

四
十
名
以
上
を
維
持
し
て
い
ま

す
。

　

弘
前
大
学
医
学
部
医
学
科
で

は
、Ａ
Ｏ
入
試
、一
般
入
試
（
前

期
日
程
）、
二
年
次
後
期
学
士

編
入
試
の
三
つ
の
選
抜
試
験
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
二
十

七
年
度
も
近
々
開
始
さ
れ
、
七

月
十
二
日
に
学
士
編
入
試
第
一

次
選
抜
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

最
後
に
平
成
二
十
七
年
度
に
行

わ
れ
る
入
学
選
抜
試
験
の
予
定

を
表
４
と
し
て
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。
年
を
追
う
毎
に
教
員

あ
た
り
の
仕
事
量
が
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
入
試
業
務
は
弘
前

大
学
の
教
員
と
し
て
根
幹
を
な

す
仕
事
で
す
の
で
、
今
年
度
も

先
生
方
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

入
試
専
門
委
員
会
報
告

Ａ
Ｏ
及
び
前
期
日
程
入
試
を
振
り
返
っ
て

医
学
科
入
試
専
門
委
員
長
　
鬼
　
島
　
　
　
宏

（
病
理
生
命
科
学
講
座
　
教
授
）

平成27年度表１．志願者倍率（カッコ内は受験者倍率）
年度 ＡＯ入試 前期日程 計
22 2.55 （2.55）  8.31  （7.08） 6.11 （5.32）
23 2.20 （2.20） 12.31 （11.21） 8.46 （7.78）
24 2.70 （2.70） 13.20 （11.53） 9.20 （8.17）
25 3.03 （3.03） 13.34 （11.87） 9.49 （8.56）
26 2.10 （2.10） 13.40 （11.72） 9.18 （8.13）
27 2.17 （2.17） 13.67 （11.83） 8.85 （7.78）

募集人員：AO入試（すべて地域枠）は、平成25年までは定員40名、平成26年
は42名、平成27年は47名。前期日程の定員は、平成21年が60名（うち青森県定
着枠10名）、平成22年～平成24年が65名（定着枠15名）、平成25年が67名（定着
枠17名）、平成26年が70名（定着枠20名）、平成27年が65名（定着枠15名）。
この結果、AO入試と前期日程を合わせた定員は、平成21年100名、平成22年～
平成24年が105名、平成25年が107名、平成26年～平成27年が112名となっている。

表２．地域別入学者数
年度 青森県 東北５県 北海道 その他 計
22 46 （30/16） 14 （10/4） 5 （4/1） 40 （32/8） 105 （76/29）
23 40 （21/19） 13 （9/4） 5 （3/2） 47 （38/9） 105 （71/34）
24 41 （25/16） 12 （7/5） 4 （2/2） 48 （29/19） 105 （63/42）
25 42 （23/19） 10 （6/4） 4 （1/3） 51 （37/14） 107 （67/40）
26 46 （23/23） 15 （6/4） 2 （0/2） 49 （34/15） 112 （66/40）
27 44 （30/14） 17 （11/6） 5 （4/1） 46 （26/20） 112 （71/41）

カッコ内は男女比

表３．高校卒業後の期間別入学者数
年度 現役 １年 ２年 ３年以上 その他
22 48 （30/18） 24 （19/5） 14 （13/1） 19 （14/5） 0
23 49 （30/19） 25 （19/6） 15 （9/6） 16 （13/3） 0
24 56 （34/22） 25 （14/11） 10 （6/4） 12 （7/5） 2 （2/0）
25 48 （23/25） 32 （23/9） 17 （12/5）  9 （8/1） 1 （1/0）
26 50 （25/25） 34 （23/11） 15 （11/4） 13 （7/6） 0
27 51 （32/19） 39 （21/18） 4 （2/2） 18 （16/2） 0

カッコ内は男女比

表４．平成27年度中に行われる入試選抜試験日程（予定）

平成27年 7月12日（日） 学士編入学（第 2年次）第 1次選抜（学力試験）
平成27年 8月29日（土）
　　　　 8月30日（日）

学士編入学（第 2年次）第 2次選抜（学力試験、個
人面接）

平成27年10月 3日（土）
　　　　10月 4日（日） AO入試第 1次選抜（模擬講義試験、個人面接）

平成27年11月 1日（日） AO入試第 2次選抜（ケーススタディの自学自習、
ワークショップによる評価）

平成28年 1月16日（土）
　　　　 1月17日（日） 大学入試センター試験

平成28年 2月25日（木）
　　　　 2月26日（金）

前期日程選抜（学力試験）
前期日程選抜（集団面接、青森県定着枠個人面接）

・入試は、新入生が入学する時期で呼称されますので、平成28年度学士編入試
（第 2年次）・平成28年度AO入試・平成28年度一般入試（前期日程）が実施
されます。
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去
る
平
成
二
十
六
年
十
二
月

六
日
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

ウ
ィ
ー
ン
医
科
大
学
で
開
催
さ

れ
た24th W

orld Congress 
of th

e In
tern

ation
al 

A
ssociation of Surgeons, 

G
astroenterologists and 

O
ncologists

（IA
SGO

 2014

）

に
お
き
ま
し
て
、T

ravelling 
Fellow

ship

を
賜
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
同
賞
はIA

SGO

が
科
学
的
に
価
値
を
有
す
る
と

判
断
し
た
演
題
に
対
し
て
授
与

さ
れ
る
も
の
で
、
受
賞
者
は

IA
SGO

か
ら
旅
費
・
宿
泊
費

の
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

演
題
名
は
〝Clinical appli-

cation of the 3D
 im

age 
using m

ulti-slice CT
 to the 

surgery for right-sided 
colon

〟
で
す
。
二
〇
一
一
年

か
ら
二
〇
一
四
年
に
当
科
で
術

前
Ｃ
Ｔ
検
査
を
行
っ
た
大
腸
癌

患
者
を
対
象
と
し
右
側
結
腸
支

配
血
管
の
３
Ｄ
再
構
築
画
像
を

解
析
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で

に
他
家
で
報
告
さ
れ
た
解
剖
体

や
術
中
の
計
測
デ
ー
タ
と
同
様

の
結
果
を
示
し
て
お
り
、
３
Ｄ

再
構
築
画
像
に
よ
り
正
確
な
血

管
走
行
が
把
握
で
き
、
術
前
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
有
用
で
あ

る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
旨
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

oral presentation

が
決
定

し
た
当
初
は
戸
惑
う
こ
と
ば
か

り
で
、
語
学
力
の
無
さ
を
呪
う

日
々
で
し
た
。
発
表
当
日
も
そ

の
感
を
拭
い
去
る
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
ご
指
導
・
ご

鞭
撻
い
た
だ
い

た
先
生
方
の
お

陰
で
、
無
事
に

発
表
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

少
な
い
時
間

の
中
で
は
あ
り

ま
し
た
が
観
光

も
楽
し
む
こ
と

が
で
き
、
充
実

し
た
日
々
を
過

ご
せ
ま
し
た
。

実
際
に
ウ
ィ
ー

ン
の
街
は
石
造

り
の
建
造
物
が

立
ち
並
び
、
旧

市
街
に
は
石
畳

も
残
っ
て
お

　

平
成
二
十
七
年
二
月
七
日
に

仙
台
で
開
催
さ
れ
た
、
日
本
消

化
器
病
学
会
東
北
支
部
第
百
九

十
八
回
例
会
の
特
別
企
画
、「
目

指
せ
！
消
化
器
病
専
門
医
─
初

期
研
修
医
か
ら
の
報
告
」
に
て

優
秀
演
題
賞
を
受
賞
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
回
受
賞
し
た
演
題
は
、「
Ｕ

Ｃ
術
後
に
発
症
し
た
壊
疽
性
膿

皮
症
に
対
し
タ
ク
ロ
リ
ム
ス
が

有
効
で
あ
っ
た
一
例
」
で
す
。

Ｕ
Ｃ
と
は
潰
瘍
性
大
腸
炎
の
こ

と
で
、
主
に
大
腸
粘
膜
を
侵

し
、
び
ら
ん
や
潰
瘍
を
形
成
す

る
原
因
不
明
の
び
ま
ん
性
炎
症

性
腸
疾
患
で
す
。
主
症
状
は
下

痢
と
粘
血
便
、
腹
痛
な
ど
を
呈

す
る
が
、
腸
管
合
併
症
や
腸
管

外
合
併
症
を
伴
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
治
療
は
内
科
的
治
療
を

基
本
と
し
て
寛
解
導
入
・
維
持

を
行
い
、
重
症
例
や
内
科
治
療

抵
抗
性
、
大
腸
癌
併
発
例
な
ど

に
対
し
て
は
外
科
的
治
療
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
発
表
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
内
容
は
、
Ｕ
Ｃ
術
後
に
壊

疽
性
膿
皮
症
を
併
発
し
、
タ
ク

ロ
リ
ム
ス
内
服
が
著
効
し
た
症

例
報
告
で
し
た
。
壊
疽
性
膿
皮

症
は
炎
症
性
腸
疾
患
の
腸
管
外

合
併
症
の
一
つ
で
、
局
所
治
療

と
し
て
は
第
一
選
択
が
ス
テ
ロ

イ
ド
外
用
で
す
が
、
近
年
、
ス

テ
ロ
イ
ド
抵
抗
性
の
も
の
に
対

し
て
タ
ク
ロ
リ
ム
ス
外
用
が
選

択
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
症
例
で
は
Ｕ
Ｃ
術

後
回
腸
嚢
炎
に
合
併
し
た
壊
疽

性
膿
皮
症
で
ス
テ
ロ
イ
ド
減
量

に
て
再
増
悪
し
た
ー
例
に
対
し

て
、
タ
ク
ロ
リ
ム
ス
を
用
い
て

加
療
を
行
い
ま
し
た
。
本
邦
で

は
Ｕ
Ｃ
術
後
に
合
併
し
た
壊
疽

性
膿
皮
症
に
対
す
る
タ
ク
ロ
リ

ム
ス
使
用
の
報
告
例
は
少
な

く
、
貴
重
な
症
例
を
経
験
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
福

田
眞
作
教
授
は
じ
め
、
消
化

器
・
血
液
・
膠
原
病
内
科
の
諸

先
生
方
に
は
こ

の
場
を
お
借
り

し
て
深
く
御
礼

申
し
上
げ
ま

す
。
加
え
ま
し

て
、
研
修
中
に

創
処
置
を
ご
指

導
い
た
だ
き
ま

し
た
皮
膚
科
の

諸
先
生
方
、
形

成
外
科
の
諸
先

生
方
に
も
深
く

御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
も

症
例
一
つ
ず
つ

に
向
か
い
合

い
、
一
人
前
の

医
師
に
な
れ
る

よ
う
研
修
に
励

IA
S

G
O

 2
0

1
4

 
Travelling Fellow

ship

を
受
賞
し
て

消
化
器
外
科
，乳
腺
外
科
，甲
状
腺
外
科
　
医
員
　
小
田
切
　
　
　
理

日
本
消
化
器
病
学
会
東
北
支
部
例
会　

優
秀
演
題
賞
を
受
賞
し
て

弘
前
大
学
医
学
部
附
属
病
院
研
修
医

（
現 

青
森
県
立
中
央
病
院
研
修
医
）　
柞
木
田
　
な
つ
み

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
採
択
に
つ
い
て

　

こ
の
度
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ

Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
の
「
立
体
造
形
に
よ

る
機
能
的
な
生
体
組
織
製
造
技

術
の
開
発
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

お
い
て
当
教
室
が
参
加
し
て
い

る
大
阪
大
学
臨
床
医
工
学
研
究

教
育
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た

研
究
チ
ー
ム
の
申
請
課
題
「
革

新
的
な
三
次
元
精
密
細
胞
配
置

法
に
よ
る
立
体
造
形
と
小
口
径

血
管
を
有
す
る
バ
イ
オ
ハ
ー
ト

の
研
究
開
発
」
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
私
た
ち
の
テ
ー
マ
を
含
め

て
東
京
大
学
、
京
都
大
学
な
ど

全
国
よ
り
五
件
が
採
択
さ
れ
、

昨
秋
よ
り
五
年
間
の
予
定
で
開

始
さ
れ
ま
し
た
（
今
年
度
よ
り

日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
Ａ
Ｍ

Ｅ
Ｄ
に
移
管
）。
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

の
医
療
応
用
に
よ
り
再
生
医
療

へ
の
期
待
が
高
ま
る
中
、
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
ヒ
ト
細
胞
を

用
い
て
立
体
組
織
や
臓
器
を
構

築
し
、
再
生
医
療
製
品
の
開
発

と
実
用
化
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ち
ょ
う
ど
時
を
同
じ
く
し

て
行
政
面
で
も
、
そ
の
実
現
を

加
速
化
す
べ
く
、
世
界
に
先
駆

け
て
再
生
医
療
の
実
用
・
産
業

化
に
向
け
た
法
規
制
の
改
革
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
チ
ー
ム
は
阪
大
、

弘
大
、横
浜
市
大
、名
大
と
い
っ

た
ア
カ
デ
ミ
ア
と
と
も
に
東

レ
、
協
和
発
酵
と
い
っ
た
バ
イ

オ
産
業
、
さ
ら
に
イ
ン
ク

ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
の
リ
コ
ー

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
細
胞
外

マ
ト
リ
ク
ス
の
ナ
ノ
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
細
胞
集
積
技
術
と
３
Ｄ
バ

イ
オ
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
技
術
を

融
合
さ
せ
る
こ
と
で
血
液
供
給

に
不
可
欠
な
貫
通
型
血
管
網
を

有
す
る
立
体
心
筋
の
開
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
構
造
・
機
能
の
解
析
と
と
も

に
生
体
応
用
を
検
証
し
、
置
換

移
植
可
能
な
次
世
代
型
心
臓
組

織
の
実
用
化
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
生
体
組
織
を

構
築
す
る
に
は
マ
ク
ロ
か
ら
ウ

ル
ト
ラ
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
ま
で
の

解
剖
学
的
正
確
性
を
も
っ
た
組

織
の
デ
ザ
イ
ン
と
構
造
・
移
植

応
用
評
価
が
不
可
欠
で
あ
り
、

私
た
ち
解
剖
学
教
室
は
そ
の
任

を
担
っ
て
い
ま
す
。
作
製
さ
れ

た
立
体
心
筋
が
実
際
に
拍
動
す

る
の
を
目
の
当
た
り
に
す
る
の

は
ま
さ
に
胸
が
躍
り
ま
す
が
、

毛
細
血
管
の
配
置
、
吻
合
可
能

な
小
口
径
血
管
の
作
製
、
３
Ｄ

細
胞
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
自
動

化
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
問
題
は
山

積
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
現
在
、
当
教
室
で
も
同

様
の
技
術
基
盤
を
も
っ
て
血

管
・
リ
ン
パ
管
網
を
有
す
る
ヒ

ト
腹
膜
（
特
願
中
）、
真
皮
、

集
合
リ
ン
パ
管
、
静
脈
、
胆
管

の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
再
生
医
療
用
材

料
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
医
学

研
究
、
創
薬
・
化
粧
品
開
発
に

お
け
る
実
験
動
物
代
替
ヒ
ト
組

織
モ
デ
ル
と
し
て
も
期
待
さ

り
、
歴
史
の
深
さ
を
肌
で
感
じ

ら
れ
る
場
所
で
し
た
。

　

最
後
に
、
ご
指
導
い
た
だ
い

た
全
て
の
方
々
、
旅
の
道
中
で

お
世
話
に
な
っ
た
す
べ
て
の

方
々
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し

ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

生
体
構
造
医
科
学
講
座
／
神
経
解
剖
・
細
胞
組
織
学
講
座
　
教
授
　
下
　
田
　
　
　
浩

ん
で
い
く
所
存
で
す
の
で
、
今

後
と
も
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

れ
、
が
ん
研
究
や
組
織
形
成
の

分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
析
に
応
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
甚
だ
力
不
足

の
解
剖
学
教
室
が
こ
う
し
た
研

究
活
動
を
行
え
ま
す
こ
と
は
医

学
部
を
初
め
と
し
た
弘
前
大
学

の
ご
理
解
と
暖
か
い
支
え
に
よ

る
賜
物
と
存
じ
ま
す
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
深
謝
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
ご
指

導
と
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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向
に
作
用
す
る
教
育
が
不
可
欠

で
あ
る
。
医
師
は
〝
人
と
人
と

の
き
ず
な
〟
の
中
で
し
か
育
た

な
い
。
こ
れ
か
ら
も
本
賞
が
、

本
学
に
お
け
る
人
と
人
と
の
き

ず
な
を
強
固
な
も
の
す
る
た
め

に
お
役
に
立
て
ば
幸
い
で
あ

る
。

　

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
四

日
午
後
三
時
三
十
分
か
ら
基
礎

大
講
堂
に
お
い
て
、
平
成
二
十

六
年
度
学
位
記
（
医
学
士
）
伝

達
式
が
、
佐
藤
敬
学
長
、
西
澤

一
治
鵬
桜
会
理
事
長
ご
列
席
の

も
と
行
わ
れ
た
。
今
回
、
医
学

部
医
学
科
の
卒
業
生
は
百
十
五

名
で
あ
り
、
こ
の
中
の
三
十

六
名
は
Ａ
Ｏ
入
試
で
入
学
し

た
第
一
期
生
で
あ
る
。
多
く

の
学
生
が
勉
学
の
苦
労
を
乗

り
越
え
、
さ
ら
に
は
国
試
合

格
の
直
後
で
も
あ
り
、
会
場

内
は
笑
顔
の
花
が
咲
い
て
い

た
。

　

式
で
は
中
路
重
之
医
学
部

長
が
卒
業
生
一
人
一
人
と
固

い
握
手
を
か
わ
し
な
が
ら
、

学
位
記
の
伝
達
を
行
っ
た
。

会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
卒
業

生
に
加
え
て
、
保
護
者
や
ご

来
賓
の
方
々
、
さ
ら
に
は
教

育
指
導
に
あ
た
っ
た
教
員
も

新
た
な
門
出
の
喜
び
を
卒
業

生
と
共
有
し
た
。
伝
達
式
の

後
半
で
は
、
中
路
医
学
部
長
か

ら
ご
挨
拶
が
あ
り
、
医
師
と
は

や
り
が
い
の
あ
る
職
業
で
あ

り
、
世
の
中
の
期
待
が
大
き
い

こ
と
、
ま
た
、
健
康
で
い
る
こ

と
の
重
要
性
を
強
調
さ
れ
た
。

西
澤
鵬
桜
会
理
事
長
か
ら
は
、

同
窓
会
の
輪
は
全
国
に
広
が
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
の
ご
紹
介
が

あ
っ
た
。
会
場
に

は
金
屏
風
と
見
事

な
花
が
添
え
ら

れ
、
男
子
卒
業
生

の
凛
々
し
い
ス
ー

ツ
姿
、
女
子
卒
業

生
の
華
麗
な
袴

姿
、
着
物
姿
も
加

わ
り
、
厳
粛
な
中

に
も
華
や
か
な
雰

囲
気
の
も
と
、
式

は
終
了
し
た
。　

　

同
日
の
午
後
七

時
か
ら
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス

ル
に
お
い
て
、
医

学
部
医
学
科
第
六

十
一
回
卒
業
記
念

謝
恩
会
が
開
催
さ

れ
た
。
外
は
強
風

が
吹
き
雪
が
舞
う

中
、
今
年
は
例
年

と
異
な
り
、
司
会

の
小
山
一
茂
君
、

福
井
浩
之
君
に
よ

　

平
成
二
十
六
年
度
ベ
ス
ト
研

修
医
賞
選
考
会
が
平
成
二
十
七

年
二
月
十
九
日
十
八
時
よ
り
、

医
学
部
臨
床
小
講
義
室
で
開
催

さ
れ
た
。
ベ
ス
ト
研
修
医
賞
は

平
成
十
六
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

卒
後
臨
床
研
修
必
修
化
に
合
わ

せ
て
本
学
に
創
設
さ
れ
た
賞
で

あ
り
、
今
回
で
十
一
回
目
を
迎

え
る
。
当
日
は
、
あ
ら
か
じ
め

卒
後
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員
会
に
よ
り
優
秀
研
修
医
に

選
ば
れ
た
、
佐
藤
弘
幸
先
生
、

高
橋
和
久
先
生
、
藤
岡
一
太
郎

先
生
（
五
十
音
順
）
の
三
名
の

研
修
医
が
、「
こ
こ
が
ポ
イ
ン

ト
！　

研
修
医
の
心
が
け
」
と

題
し
、
自
分
が
研
修
生
活
の
中

で
重
視
し
て
き
た
事
に
つ
い

て
、
一
人
十
分
間
ず
つ
ス
ピ
ー

チ
を
行
な
っ
た
。
聴
衆
は
学
生

お
よ
び
教
職
員
で
、
ス
ピ
ー
チ

の
あ
と
参
加
し
た
学
生
諸
君
に

よ
る
投
票
が
行
な
わ
れ
た
。
投

票
の
結
果
、
藤
岡
一
太
郎
先
生

が
平
成
二
十
六
年
度
ベ
ス
ト
研

修
医
に
選
ば
れ
た
。
引
き
続
き

附
属
病
院
内
の
弘

仁
会
食
堂
で
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
藤

岡
先
生
に
賞
状
、

純
銀
製
メ
ダ
ル
、

記
念
品
が
、
佐
藤

先
生
、
高
橋
先
生

に
は
優
秀
研
修
医

賞
と
し
て
賞
状
、

楯
、
記
念
品
が
贈

ら
れ
た
。
そ
の
他

に
も
各
種
特
別
賞

と
し
て
、
今
年
度

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス

タ
ッ
フ
か
ら
最
も

高
い
評
価
を
受
け

た
柞
木
田
な
つ
み

先
生
に
「
ベ
ス
ト

パ
ー
ト
ナ
ー
賞
」、

研
修
医
が
提
出
す

べ
き
各
種
症
例
レ

ポ
ー
ト
を
最
も
頑
張
っ
て
書
き

上
げ
た
赤
石
真
啓
先
生
に
「
レ

ポ
ー
ト
大
賞
」、
こ
の
一
年
間

の
研
修
医
向
け
各
種
セ
ミ
ナ
ー

の
出
席
率
が
最
高
で
あ
っ
た
山

中
春
光
先
生
に
「
セ
ミ
ナ
ー

医学科学位記伝達式
平成２6年度

学務委員長　若　林　孝　一
（脳神経病理学講座　教授）

ベ
ス
ト
研
修
医
賞
選
考
会

卒
後
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
長
　
加
　
藤
　
博
　
之

平
成
26
年
度

賞
」
が
贈
ら
れ
た
。
さ
ら
に
事

務
方
か
ら
も
、
研
修
関
係
の
事

務
手
続
き
に
今
年
最
も
迅
速
か

つ
正
確
に
協
力
し
て
く
れ
た
藤

岡
先
生
と
赤
石
先
生
に
、
感
謝

の
意
を
込
め
て
「
グ
ッ
ド
レ
ス

ポ
ン
ス
賞
」
が
贈
ら

れ
た
。
つ
づ
い
て
懇

親
会
に
移
っ
た
が
、

五
年
生
か
ら
恒
例
と

な
っ
た
「
ベ
ス
ト
指

導
医
賞
」
の
発
表
が

本
年
も
行
わ
れ
、
会

場
は
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。
学
生
五
十

八
名
の
他
に
、
教
職

員
も
多
数
の
参
加
が

あ
り
、
教
職
員
、
研

修
医
、
学
生
が
み

な
、
こ
の
一
年
の
思

い
出
に
つ
い
て
心
ゆ

く
ま
で
語
り
合
い
、

会
は
盛
会
裏
に
終
了

し
た
。

ベスト研修医賞選考会で研修医の発表に聞き入る参加者たち。

ベスト研修医賞の投票を行なう学生諸君。

藤病院長よりベスト研修医賞を贈呈される藤岡一太郎先生。

藤病院長と共に、ベスト研修医賞、優秀研修医賞の先生方。

　

本
賞
の
本
学
独
自
の

ユ
ニ
ー
ク
な
特
徴
は
、

最
終
選
考
を
学
生
が
投

票
に
よ
り
行
な
う
こ
と

で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は

教
育
上
大
き
な
意
味
を

持
っ
て
い
る
。
研
修
医

と
特
に
五
年
次
学
生
は

約
一
年
に
わ
た
り
日
々

の
活
動
の
場
を
共
有

し
、
い
わ
ば
苦
楽
を
共

に
し
て
き
た
間
柄
で
あ

る
。
学
生
は
研
修
医
か
ら
多
く

を
学
ぶ
が
、
同
時
に
研
修
医
に

対
す
る
格
好
の
評
価
者
と
も
な

り
得
る
。
一
方
「T

eaching is 
learning

」
と
い
う
言
葉
が
あ

る
よ
う
に
、
研
修
医
に
と
っ
て

学
生
を
指
導
す
る
こ
と
は
重
要

な
学
び
と
も
な
っ
て
い
る
。
医

師
の
育
つ
過
程
に
は
、
こ
の
よ

う
な
卒
前
卒
後
に
渡
っ
て
双
方

る
ラ
ッ
ス
ン
ゴ
レ
ラ
イ
の
掛
け

声
で
開
幕
し
た
。
幹
事
代
表
の

小
田
桐
有
沙
さ
ん
の
挨
拶
の

後
、
中
路
医
学
部
長
、
佐
藤
学

長
の
祝
辞
が
あ
り
、
藤
哲
病
院

長
が
乾
杯
の
音
頭
を
と
っ
た
。

会
が
始
ま
る
と
、
各
先
生
を
囲

み
勉
学
や
ク
ラ
ブ
活
動
を
振
り

返
っ
た
り
、
今
後
の
進
路
に
つ

い
て
話
し
合
っ
た
り
と
、
卒
業

生
は
限
ら
れ
た
時
間
を
惜
し
む

よ
う
に
過
ご
し
て
い
た
。
会
の

途
中
で
教
授
か
ら
卒
業
生
に
送

る
言
葉
（
色
紙
）
が
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
で
一
人
ず
つ
紹
介
さ
れ

た
。
お
酒
の
獲
得
を
か
け
た
学

長
、
医
学
部
長
と
の
ジ
ャ
ン
ケ

ン
大
会
で
は
会
場
が
沸
き
、
時

の
た
つ
の
を
忘
れ
た
。
卒
業
生

を
代
表
し
関
裕
誉
君
か
ら
お
礼

の
言
葉
が
あ
り
、
武
田
美
貴
さ

ん
か
ら
医
学
部
に
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
た
。
最
後
に
教
授
や
ご

来
賓
の
先
生
方
が
壇
上
に
登

り
、
卒
業
生
か
ら
花
束
が
贈
ら

れ
た
。
卒
業
生
全
員
で
「
仰
げ

ば
尊
し
」
を
斉
唱
し
、
謝
恩
会

は
お
開
き
と
な
っ
た
。

　

学
年
全
員
が
集
合
す
る
機
会

は
多
分
こ
れ
が
最
後
で
あ
ろ

う
。
弘
前
大
学
卒
業
と
い
う
金

看
板
を
背
負
い
、
全
国
で
活
躍

し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
う
も
の

で
あ
る
。

ベスト研修医に贈呈された
メダル（純銀製）。

西澤鵬桜会理事長からお祝いの言葉

中路医学研究科長から学位記授与
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私
は
昭
和
五
十
六
年
に
弘
前

大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、
平
成

十
二
年
か
ら
弘
前
大
学
小
児
科

を
担
当
し
て
来
ま
し
た
。
専
門

は
小
児
血
液
学
で
す
。
今
回
の

遠
藤
賞
受
賞
対
象
に
な
り
ま
し

た
「D

ow
n

症
候
群
に
伴
う
急

性
巨
核
芽
球
性
白
血
病
の
発
症

の
分
子
機
構
」
は
、
こ
れ
ま
で

二
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
教

室
の
仲
間
と
一
緒
に
続
け
て
き

ま
し
た
研
究
で
す
。
従
っ
て
、

こ
の
賞
は
土
岐
力
講
師
を
初
め

と
し
て
こ
の
研
究
に
携
わ
っ
た

グ
ル
ー
プ
全
員
で

い
た
だ
い
た
賞
で

あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

私
が
弘
前
大
学

で
本
格
的
に
研
究

を
始
め
た
の
は
、

米
国
留
学
か
ら
帰

国
し
ま
し
た
一
九

九
〇
年
で
す
。
私

の
前
任
者
の
横
山

教
授
の
も
と
で
、

土
岐
先
生
と
二
人

で
血
球
分
化
の
分

子
機
構
に
つ
い
て

の
研
究
に
と
り
か

か
り
ま
し
た
。
ま

だ
実
績
も
な
く
十

分
な
研
究
費
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
新
設
さ
れ
た

ば
か
り
の
遺
伝
子

工
学
部
門
の
実
験

室
を
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
、
夢
中
で

研
究
に
打
ち
込
む

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
当
時
、
遺
伝

子
工
学
部
門
の
建

物
の
前
で
、
深
夜
に
本
学
術
賞

を
創
設
さ
れ
た
遠
藤
正
彦
前
学

長
と
よ
く
お
会
い
し
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。
幸
運
に
も
、

一
九
九
三
年
に
はG

A
T

A
1

遺

伝
子
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き 

（Ito, T
oki et al. 

N
ature 1993

）、
そ
の
後
、
時

間
は
か
か
り
ま
し
た
が
、
こ
の

遺
伝
子
の
変
異
こ
そ
がD

ow
n

症
に
伴
う
急
性
巨
核
芽
球
性
白

血
病 

（D
S-A

M
K

L

） 

の
最
も

重
要
な
原
因
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た （X
u et al. B

lood 2003

）。

　

D
ow

n

症
新
生
児
の
約
一
〇
％

が
Ｔ
Ａ
Ｍ
と
い
う
前
白
血
病
を

発
症
し
ま
す
。
Ｔ
Ａ
Ｍ
は
自
然

寛
解
し
ま
す
が
、
約
二
〇
％
の

患
者
さ
ん
は
生
後
四
年
以
内
に

真
の
白
血
病
で
あ
るD

S-
A

M
K

L

に
進
展
し
ま
す
。

D
ow

n

症
は
、
白
血
病
の
前
段

階
状
態
か
ら
真
の
白
血
病
へ
進

展
す
る
ま
で
の
過
程
を
経
過
観

察
で
き
る
数
少
な
い
疾
患
で

　

こ
の
度
は
平
成
二
十
六
年
度

弘
前
大
学
若
手
優
秀
論
文
賞
に

選
出
し
て
い
た
だ
き
、
選
考
委

員
の
先
生
方
を
は
じ
め
関
係
者

の
皆
様
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
、

受
賞
論
文
の
内
容
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

受
賞
論
文
名
は
「N

rf2 ac-
tivation is associated w

ith 
Z-D

N
A

 form
ation in the 

hum
an H

O
-1 prom

oter

」で
、

N
ucleic A

cids R
esearch, 

2013, V
ol. 41, 5223–5234

に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
生
体

の
環
境
ス
ト
レ
ス
応
答
に
興
味

を
持
ち
研
究
を
進
め
て
い
ま

す
。
現
在
は
脊
椎
動
物
の
酸
化

ス
ト
レ
ス
応
答
を
司
る
転
写
因

子N
rf2

の
転
写
活
性
化
機
構
、

中
で
も
ヘ
ム
分
解
酵
素
ヘ
ム
オ

キ
シ
ゲ
ナ
ー
ゼ
ー
１
（H

O
-1

）

の
発
現
増
強
機
構
に
焦
点
を
当

て
て
解
析
し
て
い
ま
す
。

H
O

-1
は
ヘ
ム
分
解
を
介
し
て

炎
症
制
御
や
抗
酸
化
な
ど
の
生

理
機
能
を
示
す
、
細
胞
保
護
タ

ン
パ
ク
質
で
す
。

　

以
前
我
々
は
、N

rf2

依
存
的

H
O

-1

遺
伝
子
発
現
増
強
に
お

い
て
、HO

-1

遺
伝
子
プ
ロ
モ
ー

タ
ー
領
域
の
チ
ミ
ン-
グ
ア
ニ

ン
反
復
配
列
の
重
要
性
を
報
告

し
ま
し
た
。
生
体
内
Ｄ
Ｎ
Ａ
は

主
に
右
巻
き
二
重
ら
せ
ん
構
造

で
す
が
、
プ
リ
ン
塩
基
と
ピ
リ

ミ
ジ
ン
塩
基
が
交
互
に
並
ぶ
反

復
配
列
は
左
巻
き
二
重
ら
せ
ん

Z-D
N

A

構
造
を
形
成
す
る
と

の
報
告
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
細
胞
内
のH

O
-1

遺
伝
子

プ
ロ
モ
ー
タ
ー
がZ-D

N
A

構

造
を
形
成
す
る
か
、
そ
の
構
造

が
転
写
増
強
に
関
与
す
る
か
は

未
解
明
で
し
た
。
そ
こ
で
我
々

はZ-D
N

A

構
造
特
異
的
に
結

　

こ
の
度
は
「
平
成
二
十
六
年

度
弘
前
大
学
若
手
優
秀
論
文

賞
」
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
選
考
い
た

だ
い
た
委
員
会
の
諸
先
生
、
並

び
に
論
文
作
成
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
関
係
者
の
皆
様
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
、
賞
を
賜
り
ま
し
た
論

文
は
「Serum

 N
-glycan 

alteration associated w
ith 

renal cell carcinom
a detect -

ed by high throughput 
glycan analysis

」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
す
。
我
々
の
教
室
は

ポ
ス
ト
ゲ
ノ
ム
研
究
の
柱
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
「
糖
鎖
」
に

関
す
る
研
究
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
糖
鎖
は
よ
く
「
細
胞
の
表

面
に
生
え
て
い
る
毛
の
よ
う
な

分
子
」
と
称
さ
れ
ま
す
。
こ
の

「
毛
」
が
細
胞
外
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
重
要
な
働
き
を

し
、
癌
化
に
伴
い
糖
鎖
が
変
化

す
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
糖
鎖
は
名
の
と

お
り
「
単
糖
」
が
複
数
連
結
し

て
立
体
構
造
を
も
つ
鎖
を
形
成

す
る
た
め
解
析
が
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ら
に
そ

の
変
化
を
血
液
検
査
で
検
討
す

る
こ
と
は
大
変
困
難
で
し
た
。

し
か
し
近
年
、
血
清
中
の
糖
鎖

を
分
離
す
る
技
術
か
ら
「
糖
鎖

自
動
解
析
装
置
」
が
開
発
さ
れ

わ
ず
か
10　
µL
の
血
清
か
ら
糖
鎖

を
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

我
々
は
こ
の
装
置
を
用
い
血
清

糖
鎖
の
網
羅
的
解
析
に
よ
る
腎

癌
の
新
規
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
の

検
索
を
行
い
ま
し
た
。
腎
癌
は

有
効
な
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
が
発

見
さ
れ
て
い
な
い
癌
の
一
つ

で
、
新
規
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
が

切
望
さ
れ
て
い
る
領
域
で
す
。

本
研
究
で
は
健
常
人
と
腎
癌
患

者
の
血
液
を
比
較
し
腎
癌
患
者

に
特
異
的
な
糖
鎖
変
化
を
推
定

い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
腎
癌

患
者
の
予
後
と
関
連
す
る
可
能

平
成
26
年
度
弘
前
大
学

　
　
　
若
手
優
秀
論
文
賞
を
受
賞
し
て

合
す
る
分
子
プ
ロ
ー
ブ
を
作
製

し
、
細
胞
内Z-D

N
A

構
造
検

出
と
そ
の
構
造
の
転
写
増
強
に

お
け
る
関
与
を
検
討
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、H

O
-1

遺
伝

子
発
現
増
強
の
際
、N

rf2

依
存

的
に
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
領
域
の

Z-D
N

A

構
造
形
成
が
増
強
す

る
と
と
も
に
ク
ロ
マ
チ
ン
構
造

が
緩
み
、
転
写
が
増
強
す
る
こ

と
を
示
し
ま
し
た
。
本
報
告
に

よ
り
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
構
造
変
換
が
転

写
制
御
の
一
端
を
担
う
こ
と
を

提
唱
し
ま
し
た
。

　

最
近
我
々
は
、
ヒ
トH

O
-1

遺
伝
子
エ
ン
ハ
ン
サ
ー
領
域
か

ら
タ
ン
パ
ク
質
を
コ
ー
ド
し
な

い
ノ
ン
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
Ｒ
Ｎ
Ａ 

（ncRN
A

）
がN

rf2

依
存
的
に

産
生
さ
れ
、
そ
のncRN

A
が

H
O

-1

遺
伝
子
発
現
増
強
に
関

与
す
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た

（N
ucleic A

cids R
esearch, 

2014, V
ol. 42, 13599–13614

）。

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
知
見
を
さ

ら
に
深
く
追
求
し
、
転
写
制
御

の
新
た
な
機
構
を
見
出
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
分
子
生
体
防
御
学

講
座
の
皆
様
、
そ
し
て
実
験
等

で
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す

諸
先
生
方
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
御
指
導

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

性
の
あ
る
糖
鎖
も
同
定
し
、
糖

鎖
変
化
が
腎
癌
の
診
断
や
予
後

を
予
測
す
る
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー

と
な
り
う
る
こ
と
を
報
告
し
ま

し
た
。

　

本
研
究
の
ご
指
導
を
い
た
だ

き
ま
し
た
当
科
の
大
山
力
教

授
、
北
海
道
大
学
の
西
村
紳
一

郎
教
授
は
じ
め
、
ご
支
援
を
い

た
だ
い
た
多
く
の
皆
様
に
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
受
賞
を

励
み
に
、
弘
前
大
学
の
糖
鎖
研

究
を
い
っ
そ
う
発
展
さ
せ
る
た

め
研
究
を
進
め
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
引

き
続
き
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
お
願
い
し
た
く
存
じ
ま
す
。

す
。
こ
の
た
め
、
白
血
病
発
症

機
構
を
解
明
す
る
上
で
貴
重
な

モ
デ
ル
に
な
り
ま
す
。
東
北
大

学
の
山
本
雅
之
先
生
や
京
都
大

学
の
小
川
誠
司
先
生
な
ど
学
外

の
共
同
研
究
者
に
も
恵
ま
れ
、

D
ow

n

症
の
白
血
病
に
関
し

て
、
い
く
つ
か
の
研
究
成
果
を

弘
前
大
学
か
ら
世
界
に
発
信
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
も
最
も
重
要
な
成
果
は
、

Ｔ
Ａ
Ｍ
か
らD

S-A
M

K
L

に
進

展
す
る
過
程
で
起
こ
る
遺
伝
子

変
異
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
で
す 

（Y
oshida, 

T
oki et al, N

ature G
enetics 

2013

）。

　

今
で
は
、
日
本
で
発
症
す
る

ほ
と
ん
ど
全
て
の
Ｔ
Ａ
Ｍ
と

D
S-A

M
K

L

症
例
の
検
体
が
弘

前
大
学
小
児
科
に
集
ま
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の

次
の
大
き
な
ゴ
ー
ル
は
、
白
血

病
を
発
症
す
る
Ｔ
Ａ
Ｍ
の
患
者

さ
ん
を
正
確
に
予
測
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
が

可
能
と
な
れ
ば
白
血
病
予
防
と

い
う
画
期
的
な
治
療
も
夢
で
は

な
く
な
り
ま
す
。
今
回
の
受
賞

を
励
み
に
し
て
、
今
後
も
私
達

の
研
究
が
白
血
病
の
患
者
さ
ん

の
治
療
や
予
防
に
役
立
つ
こ
と

を
願
っ
て
、
研
究
を
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今

回
の
受
賞
は
、
小
児
科
学
教
室

の
多
く
の
メ
ン
バ
ー
の
努
力
の

結
晶
と
考
え
て
い
ま
す
。
特

に
、
土
岐
力
講
師
、
照
井
君
典

准
教
授
と
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク

教
員
の
金
崎
理
香
助
教
に
深
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
小
児
科
学
講
座
　
教
授
　
伊
　
藤
　
悦
　
朗

D
ow
n

症
候
群
に
伴
う
急
性
巨
核
芽
球
性

白
血
病
の
発
症
の
分
子
機
構

平
成
２６
年
度
弘
前
大
学
学
術
特
別
賞（
遠
藤
賞
）を
受
賞
し
て

分
子
生
体
防
御
学
講
座
　
助
教
　
丸
　
山
　
敦
　
史

平
成
26
年
度
弘
前
大
学

　
　
　
若
手
優
秀
論
文
賞
を
受
賞
し
て

泌
尿
器
科
　
講
師
　
畠
　
山
　
真
　
吾
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現
在
、
五
年
次
の
臨
床
実
習

（
Ｂ
Ｓ
Ｌ
）
は
四
十
週
で
あ
る
。

今
年
度
は
臨
床
実
習
開
始
前
の

平
成
二
十
七
年
四
月
二
日
に
基

礎
大
講
堂
に
お
い
て
百
二
十
二

名
の
五
年
次
学
生
に
Ｓ
Ｄ
章

（Student D
octor

章
）
授
与
式

を
行
っ
た
。
こ
の
授
与
式
は
加

藤
博
之
教
授
（
総
合
診
療
医
学

講
座
）
の
発
案
で
平
成
十
七
年

度
に
始
ま
っ
た
。
な
お
、
昨
年
度

か
ら
Ｃ
Ｂ
Ｔ
（Com

puter Based 
Testing

）
の
合
格
基

準
は
全
国
一
律
と
な

り
、
そ
れ
に
合
格
し

進
級
し
た
医
学
生
だ

け
に
全
国
医
学
部
長

病
院
長
会
議
が
発
行

す
る
Ｓ
Ｄ
認
定
証
が

付
与
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
つ
ま
り
、

Ｓ
Ｄ
章
は
臨
床
実
習

生
の
身
分
証
で
あ
る

と
同
時
に
、
臨
床
実

習
を
開
始
す
る
た
め

に
必
要
な
知
識
と
診

療
技
能
を
身
に
付
け

た
証
明
で
も
あ
る
。

　

授
与
式
で
は
五
年
次
学
生
全

員
が
Ｂ
Ｓ
Ｌ
そ
の
ま
ま
の
白
衣

姿
で
臨
ん
だ
。
初
め
に
中
路
重

之
医
学
部
長
と
学
務
委
員
長
の

挨
拶
が
あ
り
、
次
い
で
藤
哲
附

属
病
院
長
の
訓
辞
の
後
、
五
年

次
学
生
代
表
の
奥
瀬
諒
君
に
病

院
長
か
ら
Ｓ
Ｄ
章
が
授
与
さ
れ

た
。
式
に
は
学
生
が
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ

で
お
世
話
に
な
っ
た
模
擬
患
者

の
方
々
や
附
属
病
院
関
係
者
も

平
成
27
年
度　

Ｓ
Ｄ
章
授
与
式

学
務
委
員
長
　
若
　
林
　
孝
　
一

（
脳
神
経
病
理
学
講
座
　
教
授
）

第
109
回
医
師
国
家
試
験
結
果

　
な
ら
び
に 

平
成
26
年
度
卒
業
生
進
路
状
況

学
務
副
委
員
長
　
袴
　
田
　
健
　
一

（
消
化
器
外
科
学
講
座
　
教
授
）

　

第
百
九
回
医
師
国
家
試
験
の

受
験
者
総
数
は
、
医
学
部
定
員

数
の
増
加
を
反
映
し
て
、
初
め

て
九
千
人
の
大
台
を
越
え
ま
し

た
。
全
体
の
合
格
率
は
九
一
・

二
％
（
新
卒
九
四
・
五
％
）。

弘
前
大
学
の
合
格
率

は
、
新
卒
九
三
・
九
％

（
一
○
八
／
一
一
五
）、

全
体
九
二
・
七
％
と
、

ほ
ぼ
全
国
並
み
で
し

た
。
合
格
さ
れ
た
皆
さ

ん
に
心
か
ら
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
国
家
試
験
の

出
題
内
容
が
よ
り
実
践

的
な
も
の
に
変
化
し
て

き
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
で
新
卒
者
の
合
格
率

が
一
○
○
％
の
国
立
大

学
が
四
校
（
千
葉
、
金

沢
、
浜
松
、
鳥
取
）
あ

り
ま
し
た
。
十
分
な
対

策
を
講
じ
た
成
果
だ
と

思
い
ま
す
。
四
年
次
の

Ｃ
Ｂ
Ｔ
試
験
時
ま
で
に

基
礎
的
な
知
識
を
修
得

し
、
そ
の
後
の
臨
床
実

習
の
実
践
的
環
境
の
中

で
病
態
理
解
力
を
高
め

る
な
ど
、
長
期
的
な
視

点
に
立
っ
た
国
家
試
験

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

次
に
、
卒
後
の
進
路

に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま

す
（
表
参
照
）。
本
年

度
の
大
き
な
特
徴
は
、

青
森
県
内
で
研
修
を
開

始
す
る
卒
業
生
が
、
全

体
の
半
数
を
越
え
た
こ

と
で
す
（
五
十
九
名
、

五
一
・
三
％
）。
以
下
、
東
京

都
内
一
二
・
二
％
、
青
森
県
以

外
の
東
北
地
方
、
関
東
地
方
が

七
％
台
、
次
い
で
北
海
道
、
中

部
、
近
畿
以
西
と
続
き
ま
す
。

地
域
定
着
枠
卒
業
生
の
経
年
的

な
増
加
に
伴
い
、
青
森
県
内
の

初
期
研
修
医
の
増
加
傾
向
は
来

年
度
以
降
一
層
高
ま
る
も
の
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
既
に
、
募
集

定
員
数
を
応
募
者
数
が
上
回
る

医
療
機
関
も
多
く
な
り
、
研
修

病
院
の
選
定
も
競
争
の
時
代
に

入
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ

H21～H26 卒業生進路状況
H21年度卒業生進路 H22年度卒業生進路 H23年度卒業生進路 H24年度卒業生進路 H25年度卒業生進路 H26年度卒業生進路
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

青森県 40 41.2% 31 34.4% 36 37.1% 41 38.3% 46 41.8% 59 51.3%
北海道 6 6.2% 8 8.9% 8 8.2% 7 6.5% 7 6.4% 6 5.2%
青森県以外の東北地方 14 14.4% 10 11.1% 18 18.6% 16 15.0% 12 10.9% 9 7.8%
関東地方 14 14.4% 21 23.3% 12 12.4% 18 16.8% 19 17.3% 8 7.0%
東京 11 11.3% 9 10.0% 6 6.2% 5 4.7% 4 3.6% 14 12.2%
中部 2 2.1% 4 4.4% 6 6.2% 6 5.6% 8 7.3% 5 4.3%
近畿以西 5 5.2% 5 5.6% 5 5.2% 10 9.3% 7 6.4% 5 4.3%
不合格・その他 5 5.2% 2 2.2% 6 6.2% 4 3.7% 7 6.4% 9 7.8%
合　　計 97 100.0% 90 100.0% 97 100.0% 107 100.0% 110 100.0% 115 100.0%
国家試験合格者 92 94.8% 88 97.8% 92 94.8% 103 96.3% 103 93.6% 108 93.9%

う
。

　

今
回
の
卒
業
生
は
、
平
成
二

十
九
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る

新
・
専
門
医
制
度
の
第
一
期
生

と
な
り
ま
す
。
従
前
の
専
門
医

と
は
異
な
り
、
第
三
者
機
関
に

よ
り
認
定
さ
れ
る
、
半
ば
国
家

資
格
的
な
専
門
医
と
な
り
ま

す
。
し
か
も
、
十
九
あ
る
基
本

領
域
の
専
門
医
の
い
ず
れ
か
一

つ
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
ま
す
。
こ
の
秋
か
ら
各

専
門
医
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
付
と

審
査
が
始
ま
る
予
定
で
す
。
是

非
、
新
・
専
門
医
制
度
の
整
備

の
動
向
に
も
注
視
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

参
加
さ
れ
、
Ｓ
Ｄ
章
を
授
与
さ

れ
る
学
生
た
ち
を
温
か
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
る
姿
が
印
象
的

で
あ
っ
た
。
最
後
に
奥
瀬
君
が

以
下
の
「
弘
前
大
学
医
学
部
臨

床
実
習
生
の
誓
い
」
を
宣
誓
し

た
。

「
弘
前
大
学
医
学
部
臨
床
実
習

生
の
誓
い
」

臨
床
実
習
生
の
一
人
と
し
て
医

療
の
現
場
に
参
加
す
る
に
際
し
、

１
．
私
は
、
人
類
へ
の
奉
仕
に

自
分
の
人
生
を
捧
げ
る
こ

と
を
誓
い
ま
す
。

２
．
私
は
、
学
び
得
た
医
学
知

識
を
も
と
に
、
良
心
と
尊

厳
を
も
っ
て
医
学
の
務
め

を
果
た
し
ま
す
。

３
．
私
は
、
生
命
の
始
ま
り
か

ら
人
命
を
最
大
限
に
尊
重

し
続
け
ま
す
。
ま
た
、
人

間
性
の
法
理
に
反
し
て
医

学
の
知
識
を
用
い
る
こ
と

は
し
ま
せ
ん
。

４
．
私
は
、
患
者
の
健
康
を
私

の
第
一
の
関
心
事
と
し
ま

す
。

５
．
私
は
、
私
へ
の
信
頼
の
ゆ

え
に
知
り
得
た
患
者
の
秘

密
を
、
た
と
え
そ
の
死
後

に
お
い
て
も
尊
重
し
ま

す
。

６
．
私
は
、私
を
教
え
導
く
人
々

に
尊
厳
と
感
謝
の
念
を
捧

げ
ま
す
。

７
．
私
は
、
私
の
自
由
意
志
に

基
づ
き
名
誉
に
か
け
て
こ

れ
ら
の
こ
と
を
厳
粛
に
誓

い
ま
す
。

　

な
お
、
Ｓ
Ｄ
章
の
裏
に
は
こ

の
誓
い
が
印
刷
し
て
あ
る
。
こ

れ
ら
の
誓
い
は
臨
床
実
習
だ
け

で
な
く
、
卒
業
後
も
医
師
と
し

て
生
涯
遵
守
す
べ
き
も
の
で
あ

ろ
う
。
Ｓ
Ｄ
章
授
与
式
の
目
的

を
理
解
し
、
五
年
次
か
ら
始
ま

る
臨
床
実
習
に
真
摯
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
と
思
う
。

藤病院長からSD 章の授与

　

第
五
回
目
は
、
青
森
市
西
部
を

訪
れ
ま
し
ょ
う
。

　
「
あ
お
も
り
草
子
」
一
九
八
号

に
特
集
さ
れ
、
青
森
市
Ｈ
Ｐ
で
も

紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
青
森

市
は
温
泉
銭
湯
東
横
綱
と
さ
れ
て

い
ま
す
（
西
横
綱
は
鹿
児
島
市
）。

　

三
内
温
泉
（
第
十
七
湯
：
青
森

市
三
内
：
二
十
一
時
迄
）
の
含
硫

黄
・
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
塩
化
物
泉
は
、

国
内
で
も
高
い
濃
度
を
誇
る
温
泉

で
す
。
男
女
湯
を
分
け
る
中
央
の

壁
か
ら
滝
の
よ
う
に
か
け
流
し
の ⑤

三
内
温
泉

た
ら
ポ
ッ
キ
温
泉

出
町
温
泉

鬼
　
島
　
　
　
宏

（
病
理
生
命
科
学
講
座
・
教
授
）

温
泉
が
注
が
れ
て
お
り
、
大
き
な

湯
船
の
底
に
は
多
量
の
温
泉
成
分

が
沈
殿
し
て
い
ま
す
。
鄙
び
系
な

が
ら
イ
ン
パ
ク
ト
あ
る
温
泉
で

す
。

　

た
ら
ポ
ッ
キ
温
泉
（
第
十
八

湯
：
青
森
市
鶴
ヶ
坂
：
二
十
二
時

迄
）
は
、
Ｊ
Ｒ
鶴
ヶ
坂
駅
か
ら
徒

歩
四
分
程
に
位
置
し
て
お
り
、
奥

羽
本
線
を
途
中
下
車
し
て
立
寄
る

価
値
の
あ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
塩
化

物
・
炭
酸
水
素
塩
泉
の
銭
湯
で
す
。

長
き
歴
史
を
誇
り
、
地
名
の
由
来

と
な
っ
た
鶴
ヶ
坂
温

泉
が
昭
和
末
期
に
閉

湯
と
な
り
、
そ
れ
を

継
ぐ
形
で
開
湯
し
た

温
泉
で
す
。
寂
れ
ゆ

く
鶴
ヶ
坂
温
泉
は
、

「
青
森
温
泉
風
土
記
」

の
鶴
ヶ
坂
抄
に
描
か

れ
て
い
ま
す
。
た
ら

ポ
ッ
キ
温
泉
の
壁
に

は
、
こ
の
鶴
ヶ
坂
抄

が
記
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
読
む
に
つ
け

鶴
ヶ
坂
の
情
緒
を
感

じ
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。

　

出
町
温
泉
（
第
十

九
湯
：
青
森
市
西

滝
：
二
十
三
時
迄
）

は
、
昭
和
の
雰
囲
気
を
残
し
つ
つ

小
奇
麗
で
大
き
な
街
中
の
銭
湯
温

泉
で
す
。か
け
流
し
の
単
純
泉
で
、

湯
船
か
ら
豊
富
な
湯
が
溢
れ
て
い

ま
す
。
飽
き
が
来
な
い
シ
ン
プ
ル

な
泉
質
で
、
夜
も
遅
く
ま
で
営
業

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
青
森
か
ら

弘
前
へ
の
帰
り
が
け
に
、
し
ば
し

ば
立
ち
寄
り
た
く
な
り
ま
す
。

　

昭
和
四
十
五
年
出
版
の
「
青
森

温
泉
風
土
記
」
は
、
当
時
の
情
緒

を
伝
え
る
数
多
く
の
写
真
と
も
に

紀
行
文
が
綴
ら
れ
て
い
る
秀
著
で

す
。
頁
を
捲
る
と
、
大
阪
万
博
が

開
催
さ
れ
た
高
度
経
済
成
長
期
の

終
盤
ま
で
、
多
く
の
風
情
あ
る
温

泉
が
あ
っ
た
こ
と
を
垣
間
見
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
一
方
で
、
安
定

経
済
成
長
期
に
入
る
と
イ
ン
フ
ラ

整
備
や
娯
楽
の
多
様
化
な
ど
の
理

由
で
、
山
間
の
温
泉
は
憂
き
目
を

見
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
浅
瀬

石
川
沿
い
の
温
泉
に
加
え
、
今
回

紹
介
の
青
森
市
内
で
も
歴
史
あ
る

下
湯
温
泉
や
田
代
元
湯
が
閉
館
と

な
っ
て
い
ま
す
。
時
代
の
波
に
呑

ま
れ
ず
に
、
多
く
の
特
色
あ
る
温

泉
が
次
世
代
ま
で
あ
り
続
け
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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平
成
二
十
七
年
三
月
十
八
日

に
医
学
科
教
育
Ｆ
Ｄ
を
開
催
し

た
。
今
回
は
、
平
成
二
十
八
年

度
か
ら
実
施
さ
れ
る
新
た
な
教

養
教
育
の
概
要
に
関
す
る
説
明

に
加
え
、
学
部
教
育
の
現
状
分

析
を
学
務
委
員
長
が
行
っ
た
。

そ
の
後
、
入
試
形
態
別
の
成
績

や
卒
業
後
の
進
路
に
関
す
る
分

析
を
鬼
島
入
試
専
門
委
員
長
が

行
っ
た
。

　

教
養
教
育
に
関
し
て
は
以
前

か
ら
内
容
の
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
た
が
、
平
成
二
十
六
年
度

に
弘
前
大
学
が
Ｃ
Ｏ
Ｃ
（Cen-

ter of Com
m

unity

）
に
採
択

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
見
直
し

が
本
格
化
し
た
。
各
学
部
の
代

表
者
か
ら
な
る
教
育
推
進
室
会

議
が
立
ち
上
が
り
、
約
一
年
を

か
け
て
議
論
し
た
内
容
が
ま
と

ま
っ
た
。
そ
の
骨
子
は
、
地
域

に
関
す
る
内
容
、
学
部
横
断

型
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
三
点
で

あ
る
。
地
域
に
関
す
る
内
容
に

つ
い
て
は
、
青
森
県
の
歴
史
、

特
色
、
課
題
等
を
知
る
ロ
ー
カ

ル
科
目
や
青
森
県
に
関
す
る
内

容
を
テ
ー
マ
と
し
た
Ｐ
Ｂ
Ｌ

（
地
域
学
ゼ
ミ
）
が
導
入
さ
れ

る
。
ま
た
、
地
域
学
ゼ
ミ
で
は

学
部
横
断
の
ク
ラ
ス
編
成
（
五

～
七
名
）
が
な
さ
れ
る
。
キ
ャ

リ
ア
教
育
に
関
し
て
は
医
学
科

は
学
部
教
育
の
中
で
取
り
組
ん

で
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

弘
前
大
学
な
ら
び
に
附
属
病

院
に
お
い
て
ご
遺
体
を
捧
げ
ら

れ
ま
し
た
二
百
二
十
三
柱
の
御

霊
に
弔
意
を
捧
げ
る
た
め
、
平

成
二
十
七
年
度
弘
前
大
学
医
学

部
解
剖
体
慰
霊
祭
が
五
月
八
日

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
弘
前
市

文
化
セ
ン
タ
ー
一
階
大
ホ
ー
ル

で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
慰
霊
祭

に
は
ご
遺
族
な
ら
び
に
本
学
白

菊
会
会
員
の
方
々
に
ご
臨
席
賜

り
、
ま
た
各
方
面
か
ら
多
く
の

ご
来
賓
を
お
迎
え
し
、
医
学

科
、
保
健
学
科
の
教
職
員
と
学

生
が
参
列
し
て
し
め
や
か
に
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
先
立

ち
、
弘
前
大
学
医
学
部
管
弦
楽

団
に
よ
る
献
体
者
慰
霊
の
た
め

の
演
奏
が
行
わ
れ
、
会
場
全
体

が
厳
か
な
空
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
ま
ず
初
め
に
参
列
者
全
員

に
よ
る
黙
祷
を
捧
げ
、
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
た
。
続

い
て
、
昨
年
か
ら
本
年
の
慰
霊

祭
ま
で
に
医
学
の
教
育
と
発
展

の
た
め
に
献
体
さ
れ
ま
し
た

方
々
の
ご
芳
名
が
奉
読
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
中
路
重
之 

医
学
部
長
よ
り
祭
詞
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
の
に
引
き
続
き
、
医

学
科
三
年
生
の
糸
川
慧
さ
ん
が

学
生
代
表
と
し
て
、
ご
献
体
い

た
だ
き
ま
し
た
諸
霊
に
対
す
る

感
謝
と
ご
遺
族
へ
の
御
礼
の
意

の
こ
も
っ
た
弔
辞
を
捧
げ
ま
し

た
。
そ
の
後
、中
路
医
学
部
長
、

藤
哲
附
属
病
院
長
、
木
田
和
幸

保
健
学
科
長
、
医
学
科
三
年
生

平
成
２6
年
度　

医
学
科
教
育
Ｆ
Ｄ

学
務
委
員
長
　
若
　
林
　
孝
　
一

（
脳
神
経
病
理
学
講
座
　
教
授
）

生
体
構
造
医
科
学
講
座
　
教
授
　
下
　
田
　
　
　
浩

平
成
27
年
度

弘
前
大
学
医
学
部
解
剖
体
慰
霊
祭

　

大
学
院
医
学
研
究
科
は
、
平

成
十
九
年
度
に
部
局
化
さ
れ
て

か
ら
八
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

大
学
院
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は

多
角
的
に
評
価
さ
れ
ま
す
が
、

特
に
大
学
院
充
足
率
は
重
要
な

指
標
の
一
つ
と
し
て
評
価
さ
れ

ま
す
。
大
ま
か
な
目
安
と
し
て

充
足
率
九
〇
％
以
上
が
最
低
ラ

イ
ン
と
し
て
要
求
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
大
学
院
の

入
学
定
員
を
六
十
四
名
か
ら
五

十
名
に
削
減
し
、
大
学
院
入
試

の
複
数
回
実
施
、
秋
期
入
学
の

導
入
、
中
国
医
科
大
学

か
ら
の
学
生
の
受
け
入

れ
、
基
礎
医
学
講
座
の

大
学
院
生
に
対
す
る
奨

学
金
制
度
の
創
設
な
ど

多
く
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
平
成
二
十
年
度

か
ら
は
、
指
導
教
授
が

許
可
し
た
場
合
は
、
臨

床
研
修
二
年
目
か
ら
の

大
学
院
入
学
も
可
能
に

し
ま
し
た
。
ま
た
、
大

学
院
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
高
め
る
た
め

に
、
大
学
院
の
質
の
向

上
に
も
同
時
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
平
成

十
九
年
度
か
ら
、
学
位

論
文
と
し
て
提
出
さ
れ

る
論
文
は
査
読
制
の
あ

る
雑
誌
に
採
択
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
義
務
づ
け

ま
し
た
。
一
方
、
優
れ

た
研
究
業
績
を
挙
げ
た

学
生
は
、
通
常
の
就
業

年
限
四
年
を
三
年
ま
た

は
三
年
半
に
短
縮
し
て

修
了
す
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
を
設
け
、
研
究

大
学
院
の
充
足
率
に
つ
い
て

学
事
委
員
長
　
伊
　
藤
　
悦
　
朗

（
小
児
科
学
講
座
　
教
授
）

に
対
す
る
意
欲
と
質
の
向
上
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
平
成
二
十

六
年
度
は
、
五
名
（
一
年
短
縮

が
二
名
、
半
年
短
縮
が
三
名
）

が
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
学
位

を
取
得
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

に
修
業
年
限
短
縮
に
よ
り
三
十

八
名
が
修
了
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
様
々
な
取
り
組

み
の
成
果
に
よ
り
、
平
成
十
二

～
十
八
年
度
ま
で
の
充
足
率
は

平
均
六
〇
％
前
後
で
し
た
が
、

平
成
十
九
年
度
か
ら
定
員
の
減

少
と
入
学
者
の
増
加
に
よ
り
、

の
中
西
未
知
さ
ん
、
保
健
学
科

三
年
生
の
大
久
保
玲
美
さ
ん
、

奥
田
稔
白
菊
会
理
事
長
に
よ
る

代
表
献
花
が
行
わ
れ
、
藤
附
属

病
院
長
よ
り
ご
参
列
頂
き
ま
し

た
方
々
へ
の
御
礼
の
言
葉
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
参

列
者
全
員
が
献
花
を
行
い
、
慰

霊
祭
は
滞
り
な
く
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

　

慰
霊
祭
終
了
後
、
医
学
部
教

職
員
は
ご
遺
族
な
ら
び
に
白
菊

会
会
員
の
方
々
と
と
と
も
に
弘

前
市
墓
地
公
園
に
あ
る
医
学
部

納
骨
・
埋
骨
施
設
に
参
拝
し
、

献
体
者
名
簿
を
納
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
黙
祷
を
捧
げ
、
医
学
部

長
、
白
菊
会
会
長
に
続
き
、
参
列

者
に
よ
る
献
花
を
行
い
、
参
拝

式
を
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
慰
霊
祭
時
の
雨
天

と
は
打
っ
て
変
わ
り
、
当
日
の

墓
地
公
園
に
は
青
空
が
広
が

り
、
さ
わ
や
か
な
風
が
人
々
の

間
を
吹
き
抜
け
て
い
ま
し
た
。

参
列
者
の
方
々
の
表
情
に
も
ど

こ
か
穏
や
か
な
雰
囲
気
が
漂
っ

て
い
る
よ
う
に
思
え
た
午
後
で

し
た
。

　

学
部
教
育
の
現
状
に
関
し
て

は
、
教
育
の
結
果
と
し
て
の
進

級
率
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
の
成
績
、
医
師

国
家
試
験
の
合
格
率
に
関
す
る

報
告
が
あ
っ
た
。
最
近
、
学
生

定
員
が
増
え
、
留
年
者
が
増
加

し
た
感
が
あ
る
が
、
平
成
二
十

六
年
度
の
留
年
率
は
約
六
％
で

あ
り
、
以
前
と
ほ
と
ん
ど
変
わ

ら
な
い
。
四
年
次
に
実
施
さ
れ

る
Ｃ
Ｂ
Ｔ
の
評
価
に
関
し
て

は
、
昨
年
か
ら
全
国
統
一
基
準

が
設
け
ら
れ
、
こ
れ
に
合
格
し

な
い
と
臨
床
実
習
に
進
め
な
い

こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
Ｃ

Ｂ
Ｔ
の
成
績
不
良
者
は
国
家
試

験
に
不
合
格
と
な
る
率
が
高
い

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
な
お
、

当
医
学
科
の
平
成
二
十
七
年
新

卒
者
の
国
家
試
験
合
格
率
は
九

三
・
九
％
で
あ
り
、
こ
れ
は
過

去
十
年
の
平
均
合
格
率
（
九

五
・
七
％
）
を
下
回
っ
た
。

　

入
試
に
関
し
て
は
、
ま
ず
入

試
制
度
の
説
明
が
あ
っ
た
。
現

在
、
Ａ
Ｏ
入
試
（
四
十
七
名
は

す
べ
て
定
着
枠
）
に
加
え
、
前

期
入
試
（
六
十
五
名
、
う
ち
定

着
枠
十
五
名
）、
学
士
編
入
学

（
二
十
名
、
う
ち
青
森
県
枠
五

名
）
の
制
度
が
あ
り
、
学
年
定

員
は
百
三
十
二
名
。
そ
の
う
ち

約
半
数
の
六
十
七
名
が
定
着
枠

と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
Ａ
Ｏ

入
試
の
対
象
地
域
は
東
北
六
県

と
北
海
道
で
あ
る
。
鬼
島
教
授

か
ら
は
、
入
試
区
分
ご
と
の
入

試
の
成
績
（
合
格
者
の
最
高

点
、
最
低
点
、
平
均
点
）、
卒

業
後
の
進
路
に
つ
い
て
分
析
結

果
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

入
試
と
学
部
教
育
は
連
動
し

て
い
る
。
今
後
も
機
会
が
あ
れ

ば
、
入
試
専
門
委
員
会
と
合
同

で
教
育
Ｆ
Ｄ
を
開
催
し
て
ゆ
き

た
い
と
思
う
。

充
足
率
が
次
第
に
上
昇
し
、
平

成
二
十
年
度
に
は
一
〇
〇
％
に

達
し
ま
し
た
。
過
去
五
年
間
の

平
均
入
学
者
数
は
定
員
五
十
名

に
対
し
て
五
二
・
八
名
と
な
っ

て
い
ま
す
（
図
）。
な
お
、
平

成
二
十
七
年
度
入
学
の
学
生

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
四
十
二
名

で
す
。
充
足
率
九
〇
％
以
上
を

満
た
す
た
め
に
は
ま
だ
三
名
以

上
の
秋
期
入
学
が
必
要
で
す
の

で
、
大
学
院
を
希
望
さ
れ
る
方

は
ぜ
ひ
秋
期
入
試
を
受
験
さ
れ

る
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大学院の入学者数
80

大学院の入学者数

平均52 8人(過去5年）
70

平均52.8人(過去5年）
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三
月
に
大
学
院
を
修
了
し
ま

し
た
日
本
体
育
大
学
の
山
本
博

で
す
。

　

七
年
前
に
、
旧
知
の
講
堂
学

舎
の
北
田
典
子
さ
ん
（
柔
道
競

技
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銅
メ

ダ
リ
ス
ト
）
か
ら
、
弘
前
大
学

の
こ
と
を
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

「
弘
前
大
学
医
学
部
で
は
、
ス

ポ
ー
ツ
分
野
の
人
間
で
も
ま
っ

た
く
分
け
隔
て
な
く
指
導
が
受

け
ら
れ
る
」
と
。
そ
の
北
田
さ

ん
に
中
路
教
授
を
紹
介
し
て
も

ら
い
、
六
年
間
（
研
究
生
、
大

学
院
）
の
お
つ
き
合
い
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

一
番
の
悩
み
は
弘
前
大
学
行

き
の
時
間
が
簡
単
に
は
取
れ
な

い
こ
と
で
し
た
。
私
は
日
本
体

育
大
学
の
教
員
で
、
同
大
学
の

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
に
も
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
加
え
て
私
自
身
が

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
現
役
選
手
で

も
あ
り
ま
す
。

　

県
外
の
大
学
院
生
・
研
究
生

の
た
め
に
、
東
京
で
集
中
講
義

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
年
に
二
回

土
日
を
使
い
ま
す
か
ら
合
計
四

日
間
、
社
会
医
学
の
先
生
方
が

そ
の
た
め
に
上
京
さ
れ
ま
す
。

　

博
士
論
文
の
初
期
の
指
導

は
、
入
学
時
に
社
会
医
学
講
座

の
准
教
授
で
、
そ
の
後
名
城
大

学
に
移
ら
れ
た
梅
田
孝
教
授
に

お
願
い
し
ま
し
た
。
私
の
学
位

論
文
の
タ
イ
ト
ル
は
「
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
の
試
合
が
選
手
の
身

体
的
・
精
神
的
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
に
与
え
る
影
響
：
血
液
生
化

学
検
査
値
及
び
Ｐ
Ｏ
Ｍ
Ｓ
か
ら

の
検
討
」
で
し
た
。

　

学
位
論
文
の
提
出
期
限
は
今

年
の
一
月
五
日
で
し
た
。
正
月
、

私
も
弘
前
大
学
に
お
邪
魔
し
ま

し
た
。
驚
き
ま
し
た
。
十
人
の

　

社
会
医
学
講
座
の
梅
田
孝
先

生
（
前
准
教
授
）
か
ら
の
ご
依

頼
で
弘
前
市
の
武
道
館
で
親
子

体
操
の
指
導
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
の
が
二
〇
〇
八
年
三
月
で

し
た
。
そ
の
会
場
で
中
路
教
授

か
ら
「
健
康
の
勉
強
を
し
て
み

な
い
か
」
と
い
う
お
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
と
い
う
の
は
、
全
国
各
地

を
体
操
の
仕
事
で
歩
く
と
、
し

ば
し
ば
健
康
の
質
問
を
受
け
て

い
た
か
ら
で
す
。「
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
は
体
に
い
い
の
で
す
か
？
」

「
運
動
は
う
つ
病
に
効
き
ま
す

か
？
」な
ど
で
す
。
そ
の
都
度
、

す
ぐ
に
答
え
ら
れ
な
い
自
分
を

も
ど
か
し
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

弘
前
大
学
大
学
院
の
研
究
生

に
な
っ
た
の
が
二
〇
〇
九
年
四

月
。
弘
前
大
学
の
社
会
医
学
講

座
と
言
え
ば
、
短
命
県
返
上
の

講
座
で
す
。
中
路
先
生
か
ら

「
あ
な
た
が
仕
事
に
し
て
い
る

健
康
運
動
こ
そ
が
短
命
県
返
上

の
ど
真
ん
中
だ
」
と
言
わ
れ
、

少
し
は
居
場
所
が
あ
る
の
か
と

安
心
し
ま
し
た
。
二
〇
一
一
年

に
大
学
院
に
入
学
し
ま
し
た
。

　

仕
事
の
合
間
を
縫
っ
て
自
分

と
し
て
は
で
き
る
だ
け
弘
前
通

い
を
し
た
つ
も
り
で
す
。
年
に

二
度
の
東
京
で
の
集
中
講
義
も

有
難
か
っ
た
で
す
。

　

入
学
し
て
半
年
く
ら
い
経
っ

た
時
、
学
位
の
研
究
テ
ー
マ
を

　
「
博
士
号
を
取
得
し
て
」
と

い
う
依
頼
原
稿
を
頂
い
た
と

き
、
医
学
部
ウ
ォ
ー
カ
ー
は
、

様
々
な
年
代
の
方
々
を
対
象
と

母
校
弘
前
大
学
に
心
か
ら
の
感
謝

社
会
医
学
講
座
　
山
　
本
　
　
　
博

博
士
号
を
取
得
し
て

修
了
予
定
者
が
ほ
ぼ
全
員
弘
前

に
集
合
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
最
後
の
提
出
書
類
を
作
成

し
ま
し
た
。
髙
橋
准
教
授
、
沢

田
か
ほ
り
先
生
は
じ
め
そ
の
他

の
教
室
の
先
生
方
も
勢
ぞ
ろ
い

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
聞
け
ば

高
橋
先
生
は
年
末
年
始
の
九
連

休
を
す
べ
て
大
学
院
の
た
め
に

費
や
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
高
橋

先
生
は
教
室
の〝
働
き
頭
〟で
、

大
学
院
生
の
指
導
の
ほ
か
に
、

大
学
院
を
修
了
し
て
：
新
た
な
テ
ー
マへ
の
出
発

社
会
医
学
講
座
　
佐
　
藤
　
弘
　
道

わ
り
ま
し
た
。

　

大
変
だ
っ
た
の
は
そ
の
後
で

し
た
。
論
文
作
成
で
す
。
中
路

先
生
を
は
じ
め
、
髙
橋
一
平
先

生
、
沢
田
か
ほ
り
先
生
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
論
文
が
完
成
し
て
書
類

を
提
出
し
て
も
、
次
に
学
位
審

査
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が

待
っ
て
い
ま
し
た
。
先
生
方
の

前
で
四
、五
回
、
妻
の
前
で
は

そ
れ
以
上
練
習
し
ま
し
た
。
プ

レ
ゼ
ン
が
終
わ
っ
た
時
の
解
放

感
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

プ
レ
ゼ
ン
の
直
後
に
中
路
先

生
か
ら
言
わ
れ
ま
し
た
。〝
今

回
の
学
位
論
文
で
明
ら
か
に
で

き
た
健
康
に
い
い
親
子
体
操
を

こ
の
弘
前
か
ら
全
国
に
発
信
し

て
ほ
し
い
〟
と
。〝
親
子
の
健

康
の
み
な
ら
ず
、
母
親
を
元
気

に
し
て
、
少
子
化
対
策
に
も
つ

な
げ
て
ほ
し
い
〟
と
。
学
位
論

文
の
テ
ー
マ
の
次
に
ま
た
新
た

な
人
生
の
テ
ー
マ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
六
年
間
弘
前
大
学
で

学
ん
だ
こ
と
、
そ
し
て
そ
こ
で

受
け
た
温
か
い
ご
恩
を
お
返
し

す
る
た
め
に
も
、
こ
の
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
も
い
え
る
テ
ー
マ
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 博

士
号
を
取
得
し
て病

理
生
命
科
学
講
座
　
助
教
　
吉
　
澤
　
忠
　
司

講
義
、
Ｃ
Ｏ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
岩
木
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
そ
れ
に
青
森
県
の
短
命

返
上
活
動
の
中
心
人
物
で
も
あ

り
ま
す
。
研
究
科
長
の
公
務
で

ご
多
忙
の
中
路
教
授
の
補
佐
も

し
て
お
ら
れ
ま
す
。
ほ
と
ん
ど

の
週
末
に
は
大
学
院
生
が
弘
前

大
学
に
お
邪
魔
す
る
の
で
す
か

ら
、
年
中
ほ
と
ん
ど
休
み
が
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

医
学
部
の
先
生
は
診
療
で
大
変

お
忙
し
い
と
聞
い
て
言
い
ま
し

た
が
、
想
像
以
上
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
ス
ポ
ー

ツ
と
医
学
の
壁
な
く
勉
強
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
弘
前
大
学
に
、

今
は
た
だ
感
謝
の
気
持
ち
で
一

杯
で
す
。
私
に
で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
今
後
と
も
、
学
外
か
ら

弘
前
大
学
に
何
ら
か
の
ご
協
力

が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
た
だ
き
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル

は
「
親
子
運
動
が
育
児
ス
ト
レ

ス
と
親
子
の
心
身
の
健
康
度
に

及
ぼ
す
影
響
」
で
し
た
。
内
容

は
以
下
の
よ
う
で
す
。

　

弘
前
市
内
の
幼
稚
園
に
通
う

年
中
児
（
満
四
歳
）
及
び
そ
の

母
親
、
約
八
十
組
の
親
子
に
、

六
か
月
間
私
が
考
案
し
た
親
子

体
操
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
調
査
期
間
の
直
前
と
直
後

の
二
回
、
血
液
検
査
、
心
理
テ

ス
ト
、
体
力
・
運
動
能
力
を
測

定
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
親

子
体
操
を
高
頻
度
に
実
施
し
た

グ
ル
ー
プ
の
母
親
で
は
、
体
脂

肪
率
と
収
縮
期
血
圧
が
有
意
に

低
下
し
、
ま
た
、
う
つ
度
や
育

児
ス
ト
レ
ス
の
点
数
が
有
意
に

低
下
し
、
睡
眠
の
質
が
改
善
し

て
い
ま
し
た
。
私
自
身
こ
の
調

査
に
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で
関

博
士
号
を
取
得
し
て

内
分
泌
内
科
，
糖
尿
病
代
謝
内
科
，
感
染
症
科
　
医
員
　
杉
　
山
　
　
　
　
綾

　

初
期
研
修
を
修
了
し
た
平
成

二
十
三
年
四
月
大
学
院
博
士
課

程
に
入
学
し
、
今
年
三
月
、
無

事
に
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
大
学
院
入
学
後
は
、
ま

ず
ピ
ペ
ッ
ト
な
ど
実
験
器
具
の

使
い
方
や
細
胞
の
育
て
方
な
ど

か
ら
教
え
て
も
ら
い
、
本
格
的

な
実
験
は
大
学
院
一
年
の
冬
頃

か
ら
徐
々
に
開
始
し
ま
し
た
。

を
終
わ
ら
せ
よ
う
と
必
死
で
し

た
。
論
文
作
成
も
メ
ー
ル
で
や

り
と
り
さ
せ
て
も
ら
い
、
指
導

し
て
頂
い
た
蔭
山
先
生
に
は
本

当
に
迷
惑
ば
か
り
か
け
て
し
ま

い
ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
追

加
実
験
は
必
要
な
く
論
文
が
通

り
、
延
長
な
く
無
事
に
四
年
間

で
博
士
号
を
取
得
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
周
囲
に
迷
惑
を
か

け
な
が
ら
で
あ
り
、「
博
士
号

を
取
得
し
た
」
と
胸
を
は
っ
て

言
え
な
い
よ
う
な
状
態
で
す

が
、
少
し
で
も
基
礎
を
経
験
さ

せ
て
も
ら
い
、
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
院
へ
は
、
初
期
臨
床
研

修
で
は
経
験
し
な
か
っ
た
基
礎

を
知
っ
て
み
た
い
、
論
文
を
読

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

し
た
広
報
誌
で
あ
る
た
め
、
ま

ず
、
誰
を
対
象
と
し
て
書
こ
う

か
と
考
え
ま
し
た
。
色
々
と
考

え
た
結
果
、
こ
れ
か
ら
博
士
号

を
取
得
し
よ
う
か
迷
わ
れ
て
い

る
、
あ
る
い
は
、
全
く
考
え
て

い
な
い
先
生
方
・
学
生
を
対
象

と
し
て
、
今
考
え
て
い
る
こ
と

を
書
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

博
士
号
は
よ
く
、「
足
の
裏

の
米
粒
」
に
例
え
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
取
得

す
る
義
務
は
な
い
が
、
取
ら
な

け
れ
ば
取
ら
な
い
で
居
心
地
が

悪
い
、
と
い
っ
た
意
味
で
す
。

実
際
、
臨
床
医
を
や
っ
て
い
く

う
え
で
、
博
士
号
が
な
く
て
も

特
に
問
題
が
な
い
わ
け
で
、
私

自
身
も
学
生
の
頃
は
、
そ
の
よ

う
な
時
間
が
あ
っ
た
ら
、
臨
床

の
技
術
を
磨
い
た
ほ
う
が
い
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
博
士
号
を
取

得
し
た
現
在
思
う
こ
と
は
、
博

士
号
と
い
う
肩
書
は
確
か
に
大

事
で
す
が
、
も
っ
と
大
事
な
こ

と
は
、
一
つ
の
テ
ー
マ
を
掘
り

下
げ
、
形
（
論
文
）
と
し
て
ま

と
め
上
げ
る
過
程
に
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
の
過
程
に

は
、
論
文
検
索
か
ら
、
実
験
、

デ
ー
タ
の
整
理
、
表
、
図
の
作

成
、
プ
レ
ゼ
ン
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
英
語
で
の
論
文
作
成

等
、
様
々
な
過
程
が
含
ま
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
、
他

者
（
査
読
者
）
に
納
得
し
て
も

ら
う
た
め
の
論
理
的
な
積
み
重

ね
が
必
要
で
あ
り
、
考
え
ぬ
く

訓
練
の
場
に
も
な
り
ま
す
。
お

そ
ら
く
、
学
士
入
学
の
方
は
別

で
し
ょ
う
が
、
卒
論
の
な
い
医

学
部
に
お
い
て
、
多
く
の
方
が

初
め
て
そ
の
よ
う
な
経
験
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
絶
好
の
機
会

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
し
て
、
一
つ
の
論
文
を

仕
上
げ
た
こ
と
が
自
信
に
つ
な

が
り
、
次
に
つ
な
が
っ
て
い
く

も
の
と
考
え
ま
す
。
昨
今
、
大

学
院
の
入
学
者
数
が
減
少
傾
向

に
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
し
か

し
、
そ
こ
で
得
ら
れ
る
こ
と
は

大
き
く
、
こ
の
よ
う
な
経
験
は

臨
床
、
基
礎
を
問
わ
ず
、
今
後

に
生
き
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

博
士
号
を
取
得
す
る
か
迷
わ
れ

て
い
る
な
ら
ば
是
非
一
歩
踏
み

出
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

In vitro

、in vivo

の
実
験
を

行
い
ま
し
た
が
、
思
う
よ
う
な

結
果
に
な
ら
な
い
こ
と
も
多
く

あ
り
ま
し
た
。
手
技
の
問
題
な

の
か
、
こ
の
結
果
で
い
い
の

か
、
判
断
す
る
こ
と
も
自
分
で

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
調
べ

る
に
し
て
も
ど
う
調
べ
れ
ば
い

い
の
か
も
分
か
ら
ず
、
先
生
の

解
釈
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
研

究
を
進
め
る
こ
と
や
実

験
計
画
を
立
て
る
こ
と

は
本
当
に
難
し
い
こ
と

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

私
は
大
学
院
在
学
中

に
出
産
を
経
験
し
ま
し

た
。
大
学
院
四
年
の
時

に
産
休
に
入
り
、
里
帰

り
出
産
を
選
択
し
た
た

め
、
そ
れ
ま
で
に
実
験



医学部ウォーカー第 73 号 平成 27 年 6 月 17 日
　

こ
の
度
、
感
染
生
体
防
御
学

講
座
の
講
師
に
な
り
ま
し
た
浅

野
ク
リ
ス
ナ
と
申
し
ま
す
。
私

は
タ
イ
の
出
身
で
、
バ
ン
コ
ク

の
マ
ヒ
ド
ン
大
学
大
学
院
で
生

化
学
を
学
ん
だ
後
、N

ational 
C

enter for G
enetic E

ngi-
neering and Biotechnology 

（BIO
T

ECH

）
で
研
究
員
と
し

て
働
い
て
お
り
ま
し
た
。
一
九

九
七
年
に
文
部
省
国
費
外
国
人

留
学
生
と
し
て
来
日
す
る
機
会

を
得
て
、
群
馬
大
学
大
学
院
工

学
研
究
科
で
学
位
を
頂
き
ま
し

た
。
こ
の
後
、
元
の
職
場
に
戻

り
ま
し
た
が
、
二
〇
〇
四
年
に

結
婚
を
機
に
来
日
し
、
本
学
農

学
生
命
科
学
部
分
子
生
物
学
研

講
師
就
任
の
ご
挨
拶

感
染
生
体
防
御
学
講
座
　
講
師
　
浅 

野 

ク
リ
ス
ナ

外
国
人
教
員
だ
よ
り

究
室
、
医
学
研
究
科
感
染
生
体

防
御
学
講
座
（
中
根
明
夫
教

授
）
で
研
究
員
を
勤
め
ま
し

た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
〇
年
に

助
教
と
し
て
採
用
し
て
い
た
だ

き
、
本
年
三
月
か
ら
講
師
と
し

て
研
究
と
教
育
に
従
事
し
て
お

り
ま
す
。
現
在
は
、
毒
素
性

シ
ョ
ッ
ク
症
候
群
毒
素-

１

（T
SST

-1

）
に
よ
る
黄
色
ブ
ド

ウ
球
菌
の
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
回

避
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
中
心
に
研
究

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
黄
色
ブ

ド
ウ
球
菌
は
臨
床
に
お
い
て
多

剤
耐
性
菌
の
出
現
と
慢
性
感
染

で
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
感
染

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
は
重
要
な

研
究
テ
ー
マ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
教
育
に
つ
い
て
は
、
微
生

物
学
の
講
義
と
実
習
、
研
究
室

研
修
等
を
担
当
し
、学
生
の
皆

さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
事
に
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

　

私
は
女
性
で
あ
り
外
国
人
で

も
あ
る
と
い
う
本
学
で
は
ま
だ

少
な
い
存
在
で
す
。
母
国
の
タ

イ
で
は
、
女
性
研
究
者
が
非
常

に
多
く
、
特
に
ラ
イ
フ
サ
イ
エ

ン
ス
の
分
野
で
は
顕
著
で
す
。

私
が
働
い
て
い
たBIO

T
ECH

で
は
研
究
者
の
六
〇
％
以
上
が

女
性
で
、
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

ク
ラ
ス
以
上
で
も
女
性
が
多
く

を
占
め
て
い
ま
し
た
。
日
本
の

女
性
研
究
者
の
割
合
は
ま
だ
少

　

平
成
二
十
七
年
四
月
か
ら
勤

務
し
て
い
る
青
森
労
災
病
院
を

紹
介
致
し
ま
す
。
青
森
労
災
病

院
は
人
口
約
二
十
四
万
人
の
八

戸
市
の
東
側
に
位
置
す
る
八
戸

市
中
核
病
院
の
一
つ
で
す
。
八

戸
市
の
中
央
に
は
八
戸
市
立
市

民
病
院
、
西
側
に
は
八
戸
赤
十

字
病
院
と
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置

さ
れ
て
お
り
、
市
内
だ
け
で
は

な
く
青
森
県
南
か
ら
岩
手
県
北

ま
で
の
広
い
地
域
の
医
療
圏
を

三
つ
の
中
核
病
院
で
カ
バ
ー
し

て
い
ま
す
。

　

私
が
所
属
す
る
整
形
外
科
は

現
在
五
名
の
常
勤
医
と
一
名
の

嘱
託
医
で
外
来
・
入
院
診
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。
常
勤
医
五
名

中
、
四
名
が
四
十
代
と
高
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
整

形
外
科
各
専
門
分
野
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
揃
っ
て

お
り
、
高
齢
化
に
よ
る
体

調
問
題
を
除
け
ば
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
体
制
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
他
科
に
も
高

齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す

が
、
今
年
は
五
名
の
研
修

医
が
青
森
労
災
病
院
で
の

初
期
研
修
を
選
択
し
、
二

年
目
研
修
医
を
含
め
る
と

七
名
の
研
修
医
が
所
属
し

て
い
ま
す
。
医
局
・
病
院

に
は
若
い
力
が
躍
動
し
、

非
常
に
活
気
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。
知
識
・
技
術
の

豊
富
さ
の
み
で
は
な
く
、

人
間
性
豊
か
な
良
医
と
な

る
よ
う
に
熱
い
指
導
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

一
ヶ
月
の
勤
務
で
感
じ

た
青
森
労
災
病
院
の
特
徴

の
一
つ
と
し
て
パ
ラ
メ

デ
ィ
カ
ル
の
優
秀
さ
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
中
で
も
画

像
検
査
の
迅
速
さ
は
私
が

勤
務
し
た
病
院
の
中
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
Ｃ
Ｔ

は
も
ち
ろ
ん
Ｍ
Ｒ
Ｉ
も
当

日
撮
影
・
時
間
外
撮
影
が

可
能
で
、
さ
ら
に
我
々
の

要
求
す
る
細
か
い
撮
影
方

法
に
も
早
急
に
対
処
し
て

く
れ
ま
す
。
ま
た
整
形
外

　

世
間
知
ら
ず
な
の
で
、
内
容
が

ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
は
知
ら
な

い
。
ど
う
ぞ
、
厳
格
な
読
者
は
、

筆
者
を
お
許
し
く
だ
さ
る
よ
う

に
。

　

筆
者
は
昭
和
六
十
一
年
卒
。
当

時
か
ら
、
他
人
の
記
憶
に
残
ら
な

い
、
存
在
感
ゼ
ロ
型
人
間
だ
。

　

卒
業
同
期
で
最
も
印
象
深
い
の

は
、宮
城
県
・
石
巻
市
出
身
の
「
大

山
き
く
べ
え
先
生
」
で
あ
る
こ
と

は
、
論
を
待
た
な
い
。
理
由
な
ぞ

な
い
。
あ
の
「
声
」、「
存
在
感
」。

「
規
格
外
」
と
は
、
彼
の
た
め
に

あ
る
言
葉
だ
っ
た
。
テ
レ
ビ
に
も

出
演
。〝
日
本
一
有
名
な
医
学
生
〟。

「
61
卒
は
ど
ん
な
学
年
で
す
か
？
」

と
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
答
え

は
い
つ
も
同
じ
。
胸
を
張
り
、
直

立
不
動
で
答
え
る
。「
き
く
べ
え

先
生
と
卒
業
同
期
が
自
慢
で
ア
リ

マ
ス
！
」
そ
の
後
、
き
く
べ
え
先

生
は
宮
城
・
松
島
基
地
の
近
く
で

〝
き
く
べ
え
ク
リ
ニ
ッ
ク
〟
を
開

業
さ
れ
た
。
十
年
以
上
前
、
筆
者

の
仙
台
勤
務
時
代
、
石
巻
市
某
救

急
病
院
で
、
し
ば
し
ば
〝
き
く
べ

え
ク
リ
ニ
ッ
ク
通
院
中
の
患
者
さ

ん
〟
を
診
察
し
た
。
妙
に
懐
か
し

く
、
ま
た
、
同
期
・
同
窓
と
し
て
、

誇
ら
し
か
っ
た
の
を
記
憶
す
る
。

　

数
年
前
、「
き
く
べ
え
先
生
」

は
亡
く
な
っ
た
。
彼
を
知
る
者
、

全
員
が
惜
し
ん
で
い
る
。
弘
前
市

田
町
、
天
ぷ
ら
食
堂
〝
い
も
や
〟

の
ご
主
人
も
そ
の
一
人
。「
き
く

べ
え
先
生
が
い
な
い
6０
・
61
」
は

考
え
ら
れ
な
い
。
今
日
も
基
礎
大

講
堂
で
、
隣
の
机
に
い
る
よ
う
な

気
が
す
る
。
臨
床
講
堂
の
後
ろ
の

席
に
、
座
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が

す
る
。
彼
が
遺
し
て
く
れ
た
「
言

葉
に
な
ら
な
い
も
の
」
に
感
謝
す

る
気
持
ち
で
一
杯
だ
。
合
掌
。

関
連
病
院
勤
務
報
告

青
森
労
災
病
院
　
整
形
外
科
　
前
　
田
　
周
　
吾

科
術
後
合
併
症
で
問
題
と
な
る

深
部
静
脈
血
栓
症
の
検
査
に
対

し
て
も
非
常
に
協
力
的
で
あ

り
、
術
前
・
術
後
の
下
肢
静
脈

エ
コ
ー
検
査
で
異
常
所
見
が
あ

れ
ば
即
座
に
電
話
で
連
絡
し
て

く
れ
ま
す
。
他
科
と
の
協
力
診

む
の
に
必
要
な
知
識
を
身
に
つ

け
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
進
学

し
ま
し
た
。
ま
た
、
臨
床
経
験

を
積
む
こ
と
も
医
師
と
し
て
は

大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
女
性
と

し
て
は
い
ず
れ
出
産
も
経
験
し

療
体
制
も
良
好
で
、
日
常
診
療

に
於
い
て
非
常
に
恵
ま
れ
た
環

境
と
言
え
ま
す
。
整
形
外
科
は

多
く
の
病
床
を
も
っ
て
お
り
、

手
術
治
療
だ
け
で
は
な
く
そ
の

後
の
十
分
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
、
入
院
で
の
保
存
治
療

に
も
力
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
詳
細
な
診
療
成
績
デ
ー

タ
を
蓄
積
し
、
新
し
い
知
見
が

報
告
で
き
る
よ
う
に
丁
寧
で
綿

密
な
診
療
を
実
践
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

な
い
よ
う
で
す
が
、
本
学
の
よ

う
な
男
女
共
同
参
画
推
進
室
の

取
り
組
み
は
、
私
自
身
も
大
変

心
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
外
国
人
で
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、生
活
習
慣
、食
べ
物
、

言
語
の
面
な
ど
で
、
い
ま
だ
に

努
力
を
要
す
る
こ
と
が
多
い
で

す
が
、
中
根
教
授
を
は
じ
め
と

す
る
研
究
室
員
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
、
ご
指
導
と
サ
ポ
ー
ト
が

あ
っ
て
、
今
に
至
っ
た
と
思
い

ま
す
。
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

方
々
に
感
謝
し
つ
つ
、
今
後
も

努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
す
べ
て
頑
張
ら
ね
ば
な

ら
な
い
時
期
が
一
緒
で
あ
り
、

ど
れ
を
優
先
さ
せ
る
か
は
難
し

い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は

周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
が
ら
で

し
た
が
、
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

大
学
院
を
卒
業
す
る
こ
と
が
で

き
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
大
学
院
で
の
経
験

を
無
に
し
な
い
よ
う
に
、
少
し

で
も
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
に

仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）
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昨
年
十
月
よ
り
イ
ギ
リ
ス
、

レ
ス
タ
ー
大
学
に
留
学
中
の
麻

酔
科
工
藤
で
す
。
眞
子
さ
ま
も

現
在
留
学
さ
れ
て
お
り
、
日
本

で
も
少
し
知
名
度
が
上
が
っ
た

大
学
で
す
。
レ
ス
タ
ー
は
イ
ギ

リ
ス
中
部
に
位
置
し
、
人
口

三
十
万
程
度
の
ほ
ど
よ
い
大
き

さ
の
都
市
で
す
。
ラ
グ
ビ
ー
の

名
門
タ
イ
ガ
ー
ス
が
あ
り
、
試

合
の
日
に
は
町
が
チ
ー
ム
カ

ラ
ー
の
緑
一
色
に
な
る
ほ
ど
の

賑
わ
い
を
見
せ
ま
す
。
ま
た
、

サ
ッ
カ
ー
で
も
レ
ス
タ
ー
は
昨

年
か
ら
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
に
昇

格
し
た
た
め
、
サ
ッ
カ
ー
で
も

大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま

す
。
ラ
グ
ビ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
も

サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
自
分

が
住
ん
で
い
る
場
所
か
ら
徒
歩

十
分
以
内
で
行
く
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
苦
労
を
せ
ず
に
最
高

の
息
抜
き
が
で
き
ま
す
。

　

妻
子
を
日
本
に
残
し
、
単
身

で
の
留
学
と
な
り
ま
し
た
が
、

異
国
で
の
一
人
暮
ら
し
は
予
想

よ
り
も
大
変
で
し
た
。
売
っ
て

い
る
も
の
が
日
本
と
違
い
す
ぎ

て
何
を
買
う
べ
き
か
わ
か
ら

ず
、
食
材
を
買
う
だ
け
で
一
時

間
も
か
か
っ
た
り
、
銀
行
口
座

が
で
き
る
ま
で
二
か
月
近
く
か

か
っ
た
り
と
、
そ
の
他
に
も
ト

ラ
ブ
ル
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
三
か
月
後
ぐ
ら

い
か
ら
は
余
裕
を
持
て
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
同
じ

フ
ラ
ッ
ト
に
住
ん
で
い
る
様
々

な
国
の
医
師
と
夜
遅
く
ま
で
飲

み
に
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

医
学
生
と
行
動
す
る
こ
と
も

　

今
年
四
月
か
ら
、
私
た
ち
二

年
生
は
本
町
キ
ャ
ン
パ
ス
を
中

心
に
し
て
、
専
門
科
目
を
学
び

始
め
ま
し
た
。
徐
々
に
学
習
す

る
内
容
の
密
度
が
濃
く
な
り
量

も
増
え
て
き
た
こ
と
で
、
最
初

は
忙
し
さ
な
ど
か
ら
戸
惑
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
少
し
ず

つ
授
業
に
も
慣
れ
、
今
は
日
々

の
過
ご
し
方
の
重
要
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。
部
活
動
に
お
い
て

は
、
新
一
年
生
が
入
部
し
た
こ

　

入
学
し
て
も
う
一
年
間
が
経

ち
ま
し
た
。
こ
の
一
年
間
に
た

く
さ
ん
の
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
弘
前
大
学
に
合
格
で
き
る

こ
と
を
知
っ
て
い
た
時
の
嬉
さ

と
満
足
感
は
、
一
生
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
私
の
人
生
に
と
っ

て
、
こ
の
大
学
に
入
る
こ
と
は

大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
こ
の

チ
ャ
ン
ス
を
ち
ゃ
ん
と
捉
ま
え

な
い
と
い
け
な
い
、
無
駄
に
し

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

が
、
ず
っ
と
頭
の
中
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
一
年
間
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
い
い
こ
と
も
悪
い

こ
と
も
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
自
分
が
こ
の
一
年
間
最
も

心
配
し
て
い
た
こ
と
は
、
進
級

す
る
こ
と
で
す
。
私
は
み
ん
な

さ
ん
と
違
い
、
外
国
出
身
で

す
。
自
分
は
同
級
生
の
中
で
、

一
番
留
年
し
や
す
い
と
、
思
っ

て
い
ま
す
。今
で
も
、そ
う
思
っ

て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
私
は

　

解
剖
学
実
習
の
最
終
日
、
棺

に
納
め
ら
れ
た
御
遺
体
を
前
に

し
て
、
私
は
こ
の
実
習
に
取
り

組
ま
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
へ

の
感
謝
と
と
も
に
、
ず
し
り
と

し
た
反
省
を
抱
え
て
い
ま
し

た
。

　

私
た
ち
が
メ
ス
を
入
れ
た
の

は
、
死
と
い
う
離
別
の
時
を
経

て
、
た
だ
安
ら
か
な
眠
り
を
と

願
わ
れ
て
い
る
方
々
の
御
身
体

で
し
た
。
そ
の
方
々
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
医
学
教
育
へ
の
御
期
待

に
私
た
ち
が
お
応
え
で
き
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
学
び
の
場
と
し

て
解
剖
を
行
う
こ
と
は
到
底
許

さ
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

　

確
か
に
、
当
初
は
ど
れ
ほ
ど

図
説
を
読
み
込
ん
で
も
イ
メ
ー

ジ
す
る
こ
と
が
難
か
っ
た
神
経

学
生
だ

よ

り

一
年
間
を
振
り
返
っ
て

医
学
科
二
年
　
日
　
山
　
芽
　
維

と
に
よ
っ
て
、
先
輩
と
い
う
立

場
に
な
り
、
昨
年
よ
り
も
部
の

中
で
、
各
々
に
役
割
が
で
き
、

自
然
と
責
任
感
も
芽
生
え
て
き

た
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
一
年
間
を
振
り
返
る

と
様
々
な
こ
と
を
学
ん
だ
よ
う

に
思
い
ま
す
。
昨
年
九
月
に

は
、
弘
前
大
学
附
属
病
院
で
、

早
期
体
験
実
習
を
数
日
間
行
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は

脳
神
経
外
科
に
配
属
さ
れ
、
そ

こ
で
、
患
者
さ
ん
の
様
子
や
看

護
師
の
方
々
の
業
務
内
容
、
医

療
ス
タ
ッ
フ
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
や
、
協

力
関
係
な
ど
を
、
実
際
の
現
場

の
様
子
か
ら
学
び
ま
し
た
。
自

分
な
り
に
、
患
者
さ
ん
と
の
正

し
い
接
し
方
を
模
索
し
た
り
、

看
護
師
さ
ん
の
業
務
を
体
験
し

た
り
し
た
経
験
は
必
ず
今
後
に

生
か
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
自
分
以
外
の
医
療
従
事
者

の
苦
労
を
知
ろ
う
と
す
る
こ
と

一
年
間
を
振
り
返
っ
て

医
学
科
二
年
　
姜
　
　
　
博
　
文

反
　
省

医
学
科
三
年
　
中
　
西
　
未
　
知

多
々
あ
り
、
人
気
店
の
外
で
一

時
間
以
上
一
緒
に
並
ん
だ
り
、

ク
ラ
ブ
で
踊
っ
た
り
な
ど
、
自

分
も
久
々
に
学
生
気
分
で
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　

研
究
に
関
し
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ

准
教
授
のD

r.T
hom

pson

の
も

と
、
オ
ピ
オ
イ
ド
と
敗
血
症
の

関
係
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
研

究
室
に
は
い
ろ
い
ろ
な
国
か
ら

研
究
員
が
集
ま
っ
て
き
て
い
ま

す
が
、
横
の
関
係
は
非
常
に
良

好
で
す
。
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
手

術
室
で
働
い
て
い
た
自
分
に

と
っ
て
、
研
究
室
生
活
は
全
く

異
質
の
環
境
で
す
が
、
実
験
手

順
の
一
つ
一
つ
に
は
、
手
術
と

は
ま
た
違
っ
た
緊
張
感
が
伴

い
、
結
果
に
対
し
て
も
本
気
で

喜
び
、
落
胆
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
そ
の
結
果
に
対
し
て
自
分

だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
研
究
員

も
一
緒
に
な
っ
て
考
え
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
く
れ
ま
す
。
正
直
、

言
葉
の
壁
は
無
視
で
き
な
い
で

す
が
、
様
々
な
国
の
人
と
語

り
、
喜
怒
哀
楽
を
共
に
す
る
こ

と
は
留
学
の
醍
醐
味
の
一
つ
だ

と
思
い
ま
す
。

　

留
学
生
活
も
折
り
返
し
地
点

ま
で
来
ま
し
た
が
、
未
だ
に
何

を
す
べ
き
か
、
何
を
得
る
べ
き

か
と
い
う
答
え
を
見
つ
け
る
余

裕
も
な
く
、
日
々
生
き
る
だ
け

で
精
一
杯
で
す
。
た
だ
、
良
い

こ
と
も
悪
い
こ
と
も
、
日
本
で

は
決
し
て
得
る
こ
と
の
で
き
な

い
数
々
の
刺
激
を
受
け
て
い
る

こ
と
は
事
実
で
す
。
一
番
大
切

な
こ
と
は
、
留
学
を
終
え
て
日

本
に
戻
っ
た
後
も
留
学
前
の
自

分
に
戻
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
こ

れ
か
ら
も
深
く
考
え
る
前
に
何

で
も
経
験
し
、
そ
の
あ
と
に
深

く
考
え
る
、
そ
れ
し
か
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
な
り

ま
し
た
が
、
留
学
を
支
え
て
く

だ
さ
る
多
く
の
方
々
に
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。

ほ
か
の
人
の
何
倍
も
努
力
し
な

い
と
い
け
な
い
と
思
い
な
が

ら
、こ
の
一
年
間
の
間
、頑
張
っ

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
一
年
間
の
間
で
、
自
分

の
習
慣
や
生
活
の
ペ
ー
ス
も
大

き
く
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

実
は
こ
の
一
年
間
で
最
も
大
変

だ
っ
た
の
は
、
勉
強
す
る
こ
と

で
は
な
く
、
生
活
上
の
問
題
で

す
。
特
に
細
か
い
こ
と
に
気
を

つ
け
な
い
と
、
ま
ず
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。
幸
い
、
こ
の
一
年

間
、
問
題
な
く
過
ご
し
て
来
ま

し
た
。

　

大
学
の
成
績
は
、
あ
ま
り
よ

く
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
特
に

医
学
部
の
授
業
の
成
績
が
悪

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自

分
の
努
力
が
足
り
な
い
こ
と

と
、
勉
強
す
る
効
率
が
よ
く
な

い
こ
と
が
原
因
だ
と
思
い
ま

す
。
二
年
生
に
な
り
、
さ
ら
に

多
く
の
学
業
が
あ
り
ま
す
。

も
っ
と
頑
張
ら
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
。
学
業
以
外
に
も
、
今
の

私
は
必
ず
一
年
前
の
私
よ
り

も
っ
と
成
熟
し
、
も
っ
と
大
学

生
ら
し
く
見
え
る
は
ず
で
す
。

自
分
の
日
本
語
能
力
は
相
当

ア
ッ
プ
し
ま
し
た
、
話
す
方
は

ま
だ
上
手
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
聞
く
方
は
前
よ
り
随
分

よ
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
さ
ら
に
上
手
に
な
っ
て

い
け
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
今
ま
で
の
よ
う
に
頑
張
っ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
走
行
や
諸
臓
器
の
配
置
を
、

三
か
月
の
実
習
を
経
て
剖
出
の

流
れ
と
と
も
に
脳
裏
に
描
け
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
は
、
浅

学
な
が
ら
己
の
成
長
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
す
べ
き
こ

と
、
で
き
る
こ
と
が
も
っ
と

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
問
い

返
す
こ
と
に
も
限
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。
体
腔
の
血
管
を
漫
然
と

辿
る
前
に
、
も
っ
と
循
環
系
の

理
解
を
進
め
て
お
く
べ
き
だ
っ

た
。
神
経
の
起
始
を
も
っ
と
正

確
に
頭
に
叩
き
込
ん
で
お
け

ば
、
あ
の
一
本
も
特
定
で
き
た

か
も
し
れ
な
い
。
目
の
前
の
人

が
、
一
つ
し
か
な
い
御
身
体
を

投
げ
出
し
て
教
え
て
下
さ
っ
て

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

麻酔科　工　藤　隆　司

一
年
間
を
振
り
返
っ
て

は
重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
他

に
も
、
臨
床
医
学
入
門
と
い
う

科
目
の
中
で
、
医
師
に
必
要
な

こ
と
を
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
し
て
し
っ
か
り
考
え
、

医
師
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と

で
、
こ
れ
か
ら
先
の
医
学
を
学

ぶ
に
あ
た
っ
て
、
自
分
が
取
る

べ
き
姿
勢
を
改
め
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
私

は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
授
業

だ
け
で
な
く
、
部
活
動
か
ら
も

多
く
を
学
び
ま
し
た
。
先
輩
方

の
部
活
へ
の
取
り
組
み
方
や
妥

協
し
な
い
姿
勢
、
後
輩
に
示
し

て
く
れ
る
チ
ー
ム
の
中
で
の
あ

り
方
や
責
任
感
の
強
さ
を
見
て

思
う
こ
と
は
多
々
あ
り
ま
す
。

周
囲
の
環
境
か
ら
吸
収
す
る
よ

う
に
努
め
た
の
で
、
一
年
間
を

通
し
て
少
し
自
分
に
良
い
変
化

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
昨

年
の
一
年
間
で
様
々
な
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
環
境
や
機
会
を
準
備

し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
や
、

指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

解
剖
学
実
習
を
振
り
返
っ
て
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私
は
解
剖
学
実
習
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。
解
剖
学
実
習

は
大
変
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

実
習
を
終
え
た
今
で
は
将
来
医

師
に
な
る
医
学
生
と
い
う
立
場

へ
の
自
覚
を
強
め
、
精
神
的
・

体
力
的
に
鍛
え
ら
れ
る
素
晴
ら

し
い
機
会
で
あ
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
人
体
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
と
い
う
意

味
で
も
素
晴
ら
し
い
で
す
が
、

や
は
り
「
ご
遺
体
を
自
分
が
診

る
最
初
の
患
者
さ
ん
だ
と
思
っ

て
見
て
ご
ら
ん
」
と
い
う
下
田

先
生
の
お
言
葉
の
通
り
、
医
師

に
な
る
上
で
の
覚
悟
や
決
意
と

い
っ
た
意
味
で
と
て
も
考
え
さ

せ
ら
れ
た
時
間
で
し
た
。

　

最
初
は
要
領
も
あ
ま
り
つ
か

め
ず
、
作
業
を
行
っ
て
い
く
こ

と
に
必
死
で
し
た
が
、
後
半
は

こ
の
ご
遺
体
が
生
き
て
お
ら
れ

た
時
は
ど
う
い
う
人
で
あ
っ
た

か
、
ど
う
い
う
病
気
で
亡
く

な
っ
た
か
、
ど
う
い
う
思
い
で

私
た
ち
に
協
力
し
て
く
れ
て
い

る
の
か
な
ど
、
哲
学
的
な
こ
と

を
考
え
な
が
ら
ご
遺
体
に
向

か
っ
て
い
た
な
と
思
い
ま
す
。

将
来
青
森
県
の
中
で
も
田
舎
で

あ
る
私
の
地
元
で
あ
る
お
い
ら

せ
町
に
帰
っ
て
医
療
に
携
わ
る

と
、
き
っ
と
ご
遺
体
の
方
々
と

同
年
代
の
方
々
と
か
か
わ
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
思
う
の

で
、
地
元
に
帰
る
と
い
う
決
意

が
揺
ら
い
で
い
た
私
に
と
っ
て

は
地
元
に
帰
っ
て
医
療
を
行
っ

て
い
く
決
意
を
固
め
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
解
剖
を
う
ま
く
行
っ

て
い
く
に
は
解
剖
班
や
周
り
の

仲
間
た
ち
と
の
協
力
が
必
須
で

あ
り
、
医
療
も
チ
ー
ム
で
行
っ

て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
も

い
る
こ
と
の
い
く
つ
も
を
、
自

分
の
未
熟
さ
故
に
通
り
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
。

　

お
別
れ
を
申
し
上
げ
る
日
を

迎
え
、
私
は
そ
の
取
り
戻
せ
な

い
事
実
を
噛
み
し
め
て
い
ま
し

た
。

　

そ
し
て
そ
れ
は
、
私
た
ち
が

今
後
の
修
学
を
経
て
医
師
と
な

り
、
更
に
研
鑽
を
積
ん
で
い
く

で
あ
ろ
う
道
程
に
お
い
て
、
繰

り
返
し
負
い
続
け
る
こ
と
に
な

る
重
さ
の
一
端
で
は
な
い
か
と

も
思
い
至
り
ま
し
た
。

　

か
け
が
え
の
な
い
ひ
と
り
の

人
と
向
き
合
い
、
己
の
未
熟
さ

を
言
い
訳
に
は
で
き
な
い
判
断

を
求
め
ら
れ
、
こ
れ
で
良
い
の

か
、
良
か
っ
た
の
か
と
い
う
自

問
自
答
を
重
ね
て
い
く
。
そ
の

解
剖
学
実
習
を
終
え
て

医
学
科
三
年
　
佐
々
木
　
大
　
地

　

ま
ず
初
め
に
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
、
解
剖
学
実
習
の
た

め
に
ご
献
体
下
さ
っ
た
方
々
、

そ
し
て
そ
の
ご
家
族
の
方
々
、

実
習
の
支
援
を
し
て
下
さ
っ
た

白
菊
会
の
皆
様
に
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

解
剖
学
実
習
が
終
わ
っ
て
数

か
月
が
経
っ
た
今
、
実
習
の
こ

と
を
改
め
て
思
い
起
こ
す
と
、

ご
献
体
下
さ
っ
た
方
の
気
持
ち

に
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
と
い
う

こ
と
ば
か
り
を
考
え
て
い
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

下
田
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

た
「
ご
遺
体
は
最
初
の
患
者
さ

ん
」
と
い
う
こ
と
を
胸
に
と
め

て
一
つ
で
も
多
く
の
こ
と
を
学

び
た
い
と
考
え
て
や
っ
て
い
ま

あ
っ
て
チ
ー
ム
っ
て
大
切
だ
な

と
改
め
て
考
え
る
と
同
時
に
、

良
い
仲
間
に
恵
ま
れ
た
こ
と
に

と
て
も
感
謝
す
る
気
持
ち
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
途
中
で
一
度

気
が
抜
け
か
け
て
油
断
し
て
い

た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
何

と
か
持
ち
直
し
て
解
剖
を
乗
り

切
れ
た
の
も
、
仲
間
の
支
え
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
仲
間
た
ち
は
こ
れ
か

ら
も
大
切
に
し
て
、
一
緒
に
進

級
し
て
い
き
た
い
で
す
し
将
来

も
協
力
で
き
る
関
係
で
い
ら
れ

た
ら
と
い
い
な
と
心
の
底
か
ら

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
に
様
々
な
意
味
で
経
験
を

く
れ
る
解
剖
実
習
は
一
生
で
一

度
で
す
。
今
大
変
だ
な
と
思
い

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
る
二
年
生

に
も
ぜ
ひ
、
様
々
な
こ
と
を
考

え
て
も
ら
う
良
い
機
会
に
し
て

も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

し
た
。

　

実
際
に
ご
遺
体
か
ら
は
教
科

書
や
講
義
か
ら
は
学
ぶ
こ
と
の

出
来
な
い
立
体
的
な
配
置
で

あ
っ
た
り
、
一
人
一
人
の
身
体

的
個
性
と
い
う
も
の
を
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
一

方
で
、
班
で
の
実
習
で
あ
り
、

協
力
し
て
や
る
こ
と
や
各
々
の

ノ
ル
マ
が
あ
り
、
最
初
の
チ
ー

ム
医
療
を
体
験
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
た
と
え
チ
ー
ム
で

あ
っ
て
も
、
思
い
通
り
に
行
か

な
い
こ
と
や
個
々
人
の
実
力
の

差
が
あ
り
、
決
し
て
一
筋
縄
で

は
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
を
実

習
を
通
し
て
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
習
を
経
て
い
く
中

で
気
持
ち
の
変
化
も
大
き
か
っ

た
で
す
。
実
習
が
始
ま
っ
た
段

階
で
は
、
医
師
に
な
り
た
い
と

い
う
気
持
ち
だ
け
で
実
感
が
わ

い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん

な
状
態
で
あ
っ
た
の
で
、
実
際

に
ご
遺
体
に
メ
ス
を
入
れ
て
い

く
な
か
で
、
怖
い
と
い
う
思
い

や
失
敗
し
た
ら
ど
う
し
よ
う
と

い
う
思
い
が
あ
り
う
ま
く
手
が

動
か
な
い
と
い
う
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
し
た
。

　

実
習
が
進
ん
で
い
く
中
で
、

ご
献
体
の
意
志
に
答
え
る
た
め

に
は
、
し
っ
か
り
学
ぶ
こ
と
が

第
一
で
あ
り
、
大
胆
に
行
く
と

こ
は
大
胆
に
行
か
な
い
と
学
ぶ

こ
と
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
と
痛

感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
手
技

が
あ
る
程
度
や
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
ら
、
今
度
は
ご
遺

体
の
生
前
の
姿
や
生
き
様
に
興

味
が
出
て
き
て
、
そ
の
こ
と
に

思
い
を
馳
せ
な
が
ら
実
習
を
や

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う

解
剖
学
実
習
を
振
り
返
っ
て

医
学
科
三
年
　
石
　
橋
　
尚
　
弥

甘
く
は
な
い
重
さ
が
、
医
師
の

手
に
託
さ
れ
る
誰
か
の
生
の
尊

さ
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、
こ
の
解

剖
学
実
習
を
通
じ
て
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

未
だ
半
人
前
に
も
遠
い
身
で

は
あ
り
ま
す
が
、
貴
重
な
知
識

と
経
験
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た

御
志
に
値
す
る
、
責
任
と
能
力

を
備
え
た
医
師
と
な
れ
る
よ
う

一
層
精
進
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
、
御
献
体

を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
と
御

遺
族
の
方
々
の
尊
い
御
意
志
と

御
理
解
に
心
よ
り
の
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
謹
ん

で
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

 

「
災
害
に
強
い

　
　
病
院
で
あ
る
た
め
に
」

福
田
幾
夫
（
胸
部
心
臓
血
管
外

科
学
講
座
　
教
授
）、
池
内
淳

子
、
鵜
飼
卓
編
．
医
薬
ジ
ャ
ー

ナ
ル
社

　

東
日
本
大
震
災
後
の
手
術
室
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
、
救
急
分
野
の
医
師
の
み

で
な
く
病
院
防
災
に
関
わ
る
建
築
家
や
栄

養
士
さ
ん
な
ど
様
々
な
分
野
の
人
た
ち
と

知
遇
を
得
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
、「
災
害
に
つ
よ
い
病
院
で
あ
る
た
め

に
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
本
は
東
日

本
大
震
災
だ
け
で
な
く
、
災
害
大
国
で
あ

る
我
が
国
の
病
院
が
過
去
に
ど
ん
な
被
害

を
被
っ
た
の
か
を
調
べ
て
ま
と
め
た
も
の

で
す
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、
太
平
洋
沿

岸
の
十
病
院
が
津
波
の
た
め
全
壊
し
ま
し

た
。
こ
の
中
に
は
、
入
院
患
者
と
病
院
職

員
全
員
が
亡
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
や
、

津
波
に
襲
わ
れ
て
孤
立
し
た
病
院
も
あ
り

ま
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
で
も
、
全
壊
し

た
病
院
や
周
辺
の
火
災
で
患
者
の
避
難
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
病
院
が
あ
る
こ
と
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
病
院
の
災
害

へ
の
備
え
は
重
要
だ
と
の
思
い
で
、
様
々

な
視
点
か
ら
執
筆
し
ま
し
た
。
日
本
列
島

は
戦
後
の
地
震
平
穏
期
か
ら
地
震
活
動
期

に
入
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
火
山
の
活

動
も
活
発
化
し
、
地
球
温
暖
化
は
台
風
・

ハ
リ
ケ
ー
ン
を
巨
大
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

病
院
も
災
害
被
害
を
受
け
る
こ
と
を
考
え

て
備
え
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
代
に
入
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
拙
著
が
病
院
の
防
災
の
備
え
の
一
助

と
な
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

書籍の
おしらせ

 

「
Dr.
中
路
が
語
る
　
　

　
　
　
青
森
県
民
の
健
康
」

　
　
　
　
　
　
　 

改
訂
版

中
路
重
之

�

（
社
会
医
学
講
座
　
教
授
）

　

平
成
二
十
五
年
の
八
月
に
東
奥
日
報
社

か
ら
「
Dr.
中
路
が
語
る
青
森
県
民
の
健

康
・
改
訂
版
」
を
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
私
が
一
員
と
な
り
平
素
よ
り
取
り

組
ん
で
い
る
“
短
命
返
上
”
の
基
礎
資
料

と
そ
の
考
え
方
を
解
説
し
た
本
で
す
。

　

内
容
は
改
訂
前
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
、

統
計
の
数
字
を
新
し
く
し
た
こ
と
と
、
短

命
対
策
に
つ
い
て
新
し
く
追
加
し
た
部
分

が
あ
り
ま
す
。

　

短
命
県
返
上
に
つ
い
て
は
、
私
も
青
森

県
内
で
年
間
多
く
の
講
演
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
の
で
す
が
、
最
近
は
話
す
内

容
が
ず
い
ぶ
ん
と
前
進
し
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
そ
の
理
由

は
、
短
命
県
返
上
の

具
体
的
対
策
が
こ
こ

数
年
大
き
く
前
進
し

た
か
ら
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。

　

以
下
に
列
記
し
て

み
ま
す
。

①
青
森
県
庁
：

“
食
命
人
”（
新
鮮

で
安
全
・
安
心
な

旬
の
県
産
食
材
を
活
か
し
た
健
康
的
な

食
事
（
＝
い
の
ち
を
支
え
る
食
）
を
つ

く
る
人
）
育
成
事
業
、“
だ
し
活
”（
県

産
の
農
林
水
産
物
を
活
用
し
た
「
だ
し

商
品
」
を
開
発
、
普
及
す
る
）、“
健
や

か
力
検
定
”（
児
童
生
徒
や
一
般
人
を

対
象
と
し
た
健
康
検
定
）
な
ど
の
事
業

も
活
気
を
帯
び
て
き
ま
し
た
。

②
職
域
：
み
ち
の
く
銀
行
・
青
森
銀
行
な

ど
の
企
業
の
取
り
組
み
が
昨
年
よ
り
始

ま
り
、
東
北
化
学
薬
品
を
は
じ
め
今
年

は
他
の
企
業
で
の
取
り
組
み
も
加
速
し

て
い
ま
す
。

③
教
育
委
員
会
：
昨
年
は
黒
石
市
（
中
郷

小
学
校
）
で
六
年
生
を
対
象
に
健
康
教

育
（
授
業
）
が
行
わ
れ
、
今
年
は
教
育

学
部
・
中
南
教
育
委
員
会
と
の
連
携
で

猿
賀
小
学
校
で
実
施
予
定
で
す
。

④
市
町
村
：
今
年
中
に
は
約
半
数
の
市
町

村
で
健
康
宣
言
が
出
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

ま
で
地
味
な
存
在
で
あ
っ
た
健
康
づ
く

り
が
自
治
体
全
体
の
取
り
組
み
と
し
て

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

⑤
マ
ス
コ
ミ
：
青
森
放
送
テ
レ
ビ
、
東
奥

日
報
、
陸
奥
新
報
、
デ
ー
リ
ー
東
北
で

も
短
命
特
集
が
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

⑥
健
や
か
力
推
進
セ
ン
タ
ー
：
こ
の
四
月

に
青
森
県
医
師
会
付
属
施
設
と
し
て
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
健
康
リ
ー
ダ
ー
（
保

健
協
力
員
、食
生
活
改
善
推
進
員
な
ど
）

の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。
短
命
県
返
上

活
動
の
推
進
力
と
な
る
は
ず
で
す
。

⑦
Ｃ
Ｏ
Ｉ
（C

enter O
f Innovation

）：

岩
木
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心

に
青
森
県
の
短
命
県
対
策
活
動
が
パ
ッ

ケ
ー
ジ
と
し
て
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、

本
活
動
が
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

⑧
平
均
寿
命
サ
ミ
ッ
ト
：
長
野
県
・
沖
縄

県
・
青
森
県
の
三
県
の
関
係
者
が
集
ま

り
第
一
回
目
が
青
森
県
、
第
二
回
目
が

沖
縄
県
、
そ
し
て
第
三
回
目
の
長
野
開

催
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
五
年
前
で
は
全
く
考
え

ら
れ
な
か
っ
た
盛
り
上
が
り
が
あ
り
ま

す
。
具
体
的
な
歩
み
が
あ
る
た
め
、
本
に

書
く
内
容
も
増
え
、
内
容
が
に
わ
か
に
現

実
味
を
帯
び
て
き
ま
し
た
。
改
訂
前
よ
り

充
実
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
の
で
一
度
手
に
取
っ
て
い
た
だ
き
た
く

思
い
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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に
よ
る
疾
患
理
解
だ
け
で
な

く
、
患
者
さ
ん
の
認
知
や
思
考

パ
タ
ー
ン
へ
の
十
分
な
理
解
を

踏
ま
え
た
診
断
や
治
療
計
画
な

ど
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
通
し

て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
機

会
を
設
け
て
い
ま
す
。
実
習
で

神
経
精
神
医
学
講
座

神
経
精
神
医
学
講
座
　
教
授
　
中
　
村
　
和
　
彦

　

精
神
疾
患
は
「
五
大
疾
病
」

の
ひ
と
つ
に
な
り
、
職
場
で
の

う
つ
病
や
高
齢
化
に
伴
う
認
知

症
の
患
者
数
が
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。
精
神
疾
患
は
国
民
に

広
く
関
わ
る
疾
患
と
し
て
重
点

的
な
対
策
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

臨
床
面
で
は
合
理
的
薬
物
療

法
を
中
心
に
、
治
療
抵
抗
性
統

合
失
調
症
に
対
す
る
ク
ロ
ザ
ピ

ン
治
療
、
修
正
型
電
気
け
い
れ

ん
療
法
な
ど
を
行
い
、
治
療
効

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

薬
物
療
法
の
み
な
ら
ず
、
う
つ

病
や
摂
食
障
害
に
対
す
る
認
知

行
動
療
法
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
対
す

る
Ｅ
Ｍ
Ｄ
Ｒ
な
ど
エ
ビ
デ
ン
ス

に
基
づ
い
た
精
神
療
法
を
取
り

入
れ
、
単
独
療
法
や
併
用
療
法

を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

て
ん
か
ん
、
せ
ん
妄
な
ど
へ
の

リ
エ
ゾ
ン
・
コ
ン
サ
ル
テ
ー

シ
ョ
ン
、
緩
和
ケ
ア
、
発
達
障

害
へ
の
診
断
と
治
療
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
教
育
面
で

は
、
脳
科
学
研
究
や
画
像
診
断

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

　

二
年
後
期
の
解
剖
実
習
を
無

事
に
終
え
ら
れ
て
、
今
は
ほ
っ

と
し
て
い
ま
す
。
解
剖
実
習
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
こ
と
に
お
い
て
、
ま
ず
初
め

に
御
献
体
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
と
そ
の
御
家
族
に
は
感
謝

の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
そ
し

て
、
実
習
中
、
細
や
か
な
指
導

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方

や
、
時
に
相
談
し
た
り
、
助
け

合
っ
た
り
し
た
仲
間
に
も
お
礼

を
述
べ
た
い
で
す
。
解
剖
実
習

中
は
毎
日
予
習
や
復
習
、
観
察

に
必
死
で
あ
ま
り
感
じ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
思
え
ば
本

当
に
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
解
剖
実
習
は
私

た
ち
医
学
生
に
と
っ
て
医
者
に

な
る
た
め
の
第
一
歩
で
す
。
医

学
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
様
々

な
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
例
え
ば
、
患
者
さ
ん

に
真
摯
に
向
き
合
う
こ
と
、
同

じ
班
の
仲
間
と
助
け
合
う
こ
と

の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

時
に
は
他
の
班
と
情
報
交
換
を

通
し
て
、
人
は
各
々
違
う
こ
と

や
観
察
す
る
上
で
見
習
う
べ
き

点
な
ど
も
知
る
こ
と
が
で
き
、

情
報
の
交
流
の
重
要
性
も
感
じ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
ど
れ
も
将

来
医
者
と
し
て
働
く
上
で
最
も

大
切
な
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
実
習
を
振
り
返
っ

て
、
最
初
の
う
ち
は
ど
の
よ
う

に
進
め
た
ら
良
い
の
か
手
探
り

で
、
予
定
さ
れ
て
い
た
項
目
を

な
か
な
か
終
え
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
回
を
重
ね
る
ご

と
に
予
習
を
し
っ
か
り
と
や
る

こ
と
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
秘

訣
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
ま

た
手
技
に
も
慣
れ
て
き
た
の
で

そ
の
点
は
解
消
さ
れ
て
い
き
ま

し
た
。
実
際
に
目
で
見
て
、
手

で
触
っ
て
と
五
感
を
最
大
限
に

使
っ
て
得
た
知
識
は
、
た
だ
紙

の
上
で
得
た
知
識
の
何
倍
も
の

価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
に
は
御
献
体
を
し
て
く
だ

さ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
何
度
感
謝
し
て

も
足
り
る
こ
と
は
な
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。
解
剖
実
習
を
終
え

た
私
た
ち
は
実
習
を
す
る
前
よ

り
確
実
に
医
者
の
顔
に
近
づ
い

た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
立
派

な
医
者
に
な
る
た
め
に
は
ま
だ

ま
だ
道
の
り
は
長
い
で
す
が
、

解
剖
実
習
を
乗
り
切
っ
た
と
い

う
自
信
と
感
謝
の
気
持
ち
の
恩

返
し
と
し
て
の
責
任
を
胸
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

解
剖
学
実
習
を
終
え
て

医
学
科
三
年
　
河
　
合
　
由
　
璃

し
て
い
る
中
で
、
黙
祷
の
際
に

心
の
中
で
ご
遺
体
に
語
り
か
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

実
習
の
最
後
の
方
に
は
、
患

者
さ
ん
の
命
を
預
か
る
こ
と
の

重
さ
や
命
に
向
き
あ
う
覚
悟
と

い
っ
た
感
情
が
真
に
芽
生
え
て

き
て
、
医
者
に
な
る
こ
と
の
一

歩
を
本
当
に
踏
み
出
せ
た
と
思

い
ま
し
た
。
こ
の
気
持
ち
を
礎

に
患
者
さ
ん
の
気
持
ち
を
真
に

考
え
ら
れ
る
医
師
に
な
れ
る
よ

う
に
日
々
努
力
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

回
っ
て
く
る
学
生
に
少
し
で
も

精
神
医
学
の
面
白
さ
を
伝
え
ら

れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

研
究
に
つ
い
て
は
、
臨
床
薬

理
研
究
で
は
、
幅
広
い
臨
床
に

立
脚
し
た
研
究
活
動
に
よ
り
成

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
大
学
病

院
に
加
え
、
地
域
の
総
合
病
院

や
単
科
の
精
神
病
院
と
協
力

し
、
疫
学
調
査
か
ら
臨
床
遺
伝

学
ま
で
、
精
神
科
臨
床
に
役
立

ち
そ
う
な
も
の
を
テ
ー
マ
に
し

て
い
る
の
が
特
徴
で
、
薬
効
の

個
体
差
を
様
々
な
角
度
か
ら
、

分
子
遺
伝
学
的
な
解
析
を
用
い

て
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
精
神
疾
患
患
者

に
お
け
る
身
体
疾
患
の
合
併
症

や
身
体
疾
患
患
者
の
持
つ
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
に
も
着
目
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
研
究
活
動

を
通
し
て
診
断
・
治
療
技
術
の

向
上
を
図
り
つ
つ
、
患
者
さ
ん

に
役
立
つ
情
報
を
国
内
外
に
発

信
し
て
い
ま
す
。
二
〇
一
四
年

に
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
行
わ
れ
た

Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｐ
で
は
助
教
の
富
田
哲

が
、T

h
e in

flu
en

ce of 
5-H

T
T

LPR
 genotypes on 

the association betw
een 

paroxetine plasm
a concen -

trations and their ther-
apeutic effects in 
patients w

ith m
ajor 

depressive disorder

、

大
学
院
生
の
石
岡
雅
道
が

H
yperprolactinem

ia 
during antipsychotics 
treatm

ent has a risk of 
venous throm

boem
bo -

lism

、
助
手
の
工
藤
周
平

が
、H

ow
 often have 

depressed patients 
received psychoeduca -
tion about antidepres-
sants treatm

ent? T
he 

survey of 424 outpa -
tients in Japan

の
テ
ー

マ
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

児
童
思
春
期
研
究
で

は
、
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の

発
達
研
究
セ
ン
タ
ー
と
協

力
し
て
、
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。
弘
前
市
委
託
事

業
で
あ
る
五
歳
児
発
達
健

診
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
用
い

て
、
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ

ム
の
有
病
率
が
約
三
％
で

あ
り
、
約
四
割
に
多
動
性

障
害
や
知
的
障
害
が
合
併

す
る
こ
と
を
報
告
し
、
弘
前
市

と
支
援
体
制
の
構
築
を
行
っ
て

い
ま
す
。
生
物
学
的
な
研
究
は

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
に
お
け

る
Ｃ
Ｎ
Ｖ
解
析
、
ミ
ク
ロ
グ
リ

ア
活
性
の
変
化
に
影
響
を
及
ぼ

すIGF-1

に
つ
い
て
の
解
析
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
弘
前

市
教
委
と
共
同
で
行
っ
た
全
小

中
学
生
を
対
象
に
し
た
こ
こ
ろ

の
健
康
調
査
の
結
果
、
抑
う
つ

が
心
配
さ
れ
る
割
合
が
小
学
校

低
学
年
で
一
五
・
三
％
、
高
学

年
で
二
一
・
二
％
、
中
学
生
で

二
九
・
五
％
に
上
り
、
年
を
重

ね
る
ほ
ど
割
合
が
高
ま
る
傾
向

が
み
ら
れ
た
こ
と
を
報
告
し
、

子
ど
も
に
対
し
て
こ
こ
ろ
の
問

題
の
予
兆
を
逃
さ
ず
に
早
期
の

こ
こ
ろ
の
支
援
の
重
要
性
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

2015年春５歳児発達健診
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腫
瘍
内
科
学
講
座

腫
瘍
内
科
学
講
座
　
教
授
　
佐
　
藤
　
　
　
温

●
大
学
院
医
学
研
究
科

採
用
（
27
・
3
・
1
）

附
属
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
発
達

研
究
セ
ン
タ
ー　

特
任
助
教

足
立　

匡
基
〈
東
海
学
院
大
学
〉

昇
任
（
27
・
3
・
1
）

感
染
生
体
防
御
学
講
座　

講
師

浅
野　

ク
リ
ス
ナ

〈
感
染
生
体
防
御
学
講
座　

助
教
〉

消
化
器
外
科
学
講
座　

講
師

坂
本　

義
之

〈
消
化
器
外
科
，乳
腺
外
科
，甲
状
腺
外
科　

助
教
〉

定
年
退
職
（
27
・
3
・
31
）

歯
科
口
腔
外
科
学
講
座　

教
授

木
村　

博
人

〈
弘
前
医
療
福
祉
大
学
〉

任
期
満
了
（
27
・
3
・
31
）

循
環
器
腎
臓
内
科
学
講
座　

准
教
授

長
内　

智
宏

〈
保
健
学
研
究
科　

教
授
〉

小
児
科
学
講
座　

准
教
授

高
橋　

徹

〈
保
健
学
研
究
科　

教
授
〉

地
域
が
ん
疫
学
講
座　

講
師

松
坂　

方
士

〈
医
療
情
報
部　

准
教
授
〉

先
進
移
植
再
生
医
学
講
座　

助
手

佐
藤　

天
童

〈
集
中
治
療
部　

助
手
〉

辞
職
（
27
・
3
・
31
）

法
医
学
講
座　

准
教
授

阪
本　

奈
美
子
〈
杏
林
大
学
〉

内
分
泌
代
謝
内
科
学
講
座　

准
教
授

松
井　

淳
〈
青
森
市
民
病
院
〉

脳
神
経
生
理
学
講
座　

講
師

右
田　

啓
介
〈
福
岡
大
学
〉

救
急
・
災
害
医
学
講
座　

講
師

吉
田　

仁

〈（
独
）国
立
病
院
機
構　

弘
前
病
院
〉

高
血
圧
・
脳
卒
中
内
科
学
講
座　

講
師

阿
部　

直
樹

〈
つ
が
る
総
合
病
院
〉

消
化
器
血
液
内
科
学
講
座　

助
教

太
田　

健

〈
青
森
県
立
中
央
病
院
〉

呼
吸
器
内
科
学
講
座　

助
教

中
村　

邦
彦

〈
八
戸
市
立
市
民
病
院
〉

内
分
泌
代
謝
内
科
学
講
座　

助
教

佐
藤　

江
里
〈
未
定
〉

消
化
器
外
科
学
講
座　

助
教

堤　

伸
二

〈
青
森
県
立
中
央
病
院
〉

産
科
婦
人
科
学
講
座　

助
教

湯
澤　

映

〈
大
館
市
立
総
合
病
院
〉

病
理
生
命
科
学
講
座　

助
手

清
野　

浩
子

〈
放
射
線
科　

医
員
〉

循
環
器
腎
臓
内
科
学
講
座　

助
手

佐
々
木　

憲
一

〈
大
館
市
立
総
合
病
院
〉

胸
部
心
臓
血
管
外
科
学
講
座　

助
手

山
内　

早
苗

〈
大
阪
府
立
母
子
保
健
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
〉

眼
科
学
講
座　

助
手

工
藤　

朝
香
〈
眼
科　

医
員
〉

糖
鎖
工
学
講
座　

助
手

石
岡　

陽
菜
〈
未
定
〉

先
進
移
植
再
生
医
学
講
座　

助
手

村
澤　

洋
美

〈
公
益
財
団
法
人
鷹
揚
郷
腎
研
究
所　

青
森
病
院
〉

採
用
（
27
・
4
・
1
）

救
急
・
災
害
医
学
講
座　

教
授

山
村　

仁
〈
大
阪
市
立
大
学
〉

内
分
泌
代
謝
内
科
学
講
座　

講
師

照
井　

健

〈
内
分
泌
内
科
，糖
尿
病
代
謝
内
科
，感
染
症
科　

助
教
〉

分
子
病
態
病
理
学
講
座　

助
教

稲
葉　

渉
〈
大
学
院
生
〉

病
理
生
命
科
学
講
座　

助
教

吉
澤　

忠
司

〈
国
立
療
養
所
松
丘
保
養
園
〉

消
化
器
血
液
内
科
学
講
座　

助
教

間
山　

恒

〈（
独
）国
立
病
院
機
構　

弘
前
病
院
〉

呼
吸
器
内
科
学
講
座　

助
教

田
中　

佳
人
〈
む
つ
総
合
病
院
〉

内
分
泌
代
謝
内
科
学
講
座　

助
教

村
上　

洋
〈
青
森
市
民
病
院
〉

小
児
科
学
講
座　

助
教

津
川　

浩
二

〈
大
館
市
立
総
合
病
院
〉

後援会のご案内
会長　石戸谷　忻　一

　弘前大学後援会では、学生の学業、課外活動への助成、
学生の進路指導に必要な助成等学生生活の多岐にわたる
分野の助成を行っております。つきましては、何卒本会
の趣旨に御賛同頂きまして、各位の格別の御高配、御支
援を賜りますよう、切にお願い申し上げます。
　なお、入会方法等の詳細については、弘前大学総務部
広報・国際課（Tel：0172-39-3012、E-mail：jm3012@
hirosaki-u.ac.jp）までご連絡いただくか、弘前大学後援
会ホームページ（http://www.hirosaki-u.ac.jp/kouen/
index.html）をご覧ください。

弘前大学

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

消
化
器
外
科
学
講
座　

助
教

脇
屋　

太
一
〈
弘
前
市
立
病
院
〉

泌
尿
器
科
学
講
座　

助
教

杉
山　

尚
樹
〈
む
つ
総
合
病
院
〉

耳
鼻
咽
喉
科
学
講
座　

助
教

西
澤　

尚
徳

〈
八
戸
市
立
市
民
病
院
〉

放
射
線
科
学
講
座　

助
教

掛
端　

伸
也

〈
青
森
県
立
中
央
病
院
〉

放
射
線
科
学
講
座　

助
教

野
田　

浩
〈
鳴
海
病
院
〉

産
科
婦
人
科
学
講
座　

助
教

鴨
井　

舞
衣

〈
産
科
婦
人
科　

医
員
〉

病
態
薬
理
学
講
座　

助
手

岡
本　

洋
介

〈
ア
メ
リ
カ
国
立
衛
生
研
究
所
〉

眼
科
学
講
座　

助
手

山
内　

宏
大

〈
大
館
市
立
総
合
病
院
〉

眼
科
学
講
座　

助
手

毛
内　

奈
津
姫

〈
眼
科
学
講
座　

助
手
〉

地
域
が
ん
疫
学
講
座　

助
手

工
藤　

和
洋
〈
市
立
函
館
病
院
〉

昇
任
（
27
・
4
・
1
）

循
環
器
腎
臓
内
科
学
講
座　

准
教
授

富
田　

泰
史

〈
循
環
器
腎
臓
内
科
学
講
座　

講
師
〉

内
分
泌
代
謝
内
科
学
講
座　

准
教
授

二
川
原　

健

〈
内
分
泌
代
謝
内
科
学
講
座　

講
師
〉

耳
鼻
咽
喉
科
学
講
座　

准
教
授

佐
々
木　

亮

〈
耳
鼻
咽
喉
科　

講
師
〉

高
血
圧
・
脳
卒
中
内
科
学
講
座　

准
教
授

木
村　

正
臣

〈
循
環
器
内
科
，呼
吸
器
内
科
，腎
臓
内
科　

講
師
〉

循
環
器
腎
臓
内
科
学
講
座　

講
師

山
田　

雅
大

〈
循
環
器
腎
臓
内
科
学
講
座　

助
教
〉

配
置
換
（
27
・
4
・
1
）

循
環
器
腎
臓
内
科
学
講
座　

助
教

西
崎　

史
恵

〈
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー　

助
教
〉

胸
部
心
臓
血
管
外
科
学
講
座　

助
教

青
木　

哉
志

〈
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー　

助
教
〉

　

我
が
国
で
は
こ
れ
ま
で
、
が

ん
の
発
生
臓
器
に
関
連
す
る
臓

器
別
診
療
科
の
も
と
で
、
が
ん

薬
物
療
法
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
近
年
の
分
子
生

物
学
の
飛
躍
的
な
進
歩
に
よ

り
、
専
門
的
な
知
識
や
技
能
が

必
要
と
さ
れ
る
薬
剤
が
次
々
と

臨
床
導
入
さ
れ
た
た
め
、
質
の

高
い
が
ん
薬
物
療
法
を
実
践
す

る
た
め
に
は
、
幅
広
い
臓
器
の

が
ん
薬
物
療
法
を
専
門
的
に
実

施
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

臓
器
横
断
的
に
薬
物
療
法
を
専

門
に
行
う
部
署
開
設
の
機
運
が

高
ま
り
、
消
化
器
血
液
内
科
学

講
座
の
癌
化
学
療
法
グ
ル
ー
プ

を
講
座
と
し
て
独
立
さ
せ
る
形

で
平
成
二
十
年
一
月
に
大
学
院

医
学
研
究
科
腫
瘍
内
科
学
講
座

お
よ
び
附
属
病
院
腫
瘍
内
科
が

新
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
前
身

で
あ
る
癌
化
学
療
法
グ
ル
ー
プ

は
現
在
三
沢
病
院
指
定
管
理
者

で
あ
る
坂
田
優
が
昭
和
五
十
年

代
前
半
か
ら
平
成
に
か
け
て
グ

ル
ー
プ
長
を
務
め
、
造
血
器
腫

瘍
か
ら
消
化
器
腫
瘍
を
中
心
と

し
た
種
々
の
固
形
腫
瘍
に
対
す

る
化
学
療
法
の
実
践
、
多
施
設

無
作
為
比
較
試
験
に
よ
る
化
学

療
法
の
研
究
、
新
規
抗
が
ん
剤

の
臨
床
試
験
を
積
極
的
に
行

い
、
そ
の
基
礎
を
確
立
し
ま
し

た
。 

　

平
成
二
十
年
一
月
腫
瘍
内
科

学
講
座
開
設
時
に
は
、
東
北
大

学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
附
属

創
生
応
用
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー

か
ら
呼
吸
器
腫
瘍
を
専
門
と
す

る
西
條
康
夫
（
現
新
潟
大
学
教

授
）
が
初
代
教
授
と
し
て
着
任

し
ま
し
た
。
入
院
病
床
は
一
病

棟
八
階
に
十
床
、
外
来
診
察
室

は
総
合
診
療
部
・
腫
瘍
内
科
外

来
と
し
て
二
室
使
用
の
形
で
診

療
開
始
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。
平
成
二
十
四
年
七

月
か
ら
は
昭
和
大
学
医
学
部
内

科
学
講
座
腫
瘍
内
科
学
部
門
か

ら
消
化
器
腫
瘍
を
専
門
と
す
る

私
が
二
代
目
教
授
と
し
て
着
任

し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

診
療
科
と
し
て
、
昨
年
度
は
百

二
十
一
名
の
消
化
器
が
ん
を
中

心
と
す
る
固
形
腫
瘍
お
よ
び
六

十
一
名
の
悪
性
リ
ン
パ
腫
の
新

患
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
扱
う

患
者
さ
ん
が
全
員
悪
性
疾
患
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
初
診
時
で

の
病
状
説
明
に
は
十
分
な
時
間

を
か
け
て
患
者
さ
ん
自
身
と
向

き
合
う
よ
う
に
し
て
お
り
ま

す
。
臨
床
試
験
に
積
極
的
に
参

加
し
、
将
来
に
お
け
る
科
学
的

根
拠
の
創
造
に
邁
進
し
て
い
ま

す
。
同
時
に
、
緩
和
医
療
の
実

践
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
科
は
が
ん
を
扱
う
各
診
療

科
が
利
用
す
る
附
属
病
院
外
来

化
学
療
法
室
お
よ
び
化
学
療
法

プ
ロ
ト
コ
ー
ル
管
理
の
統
括
を

行
う
診
療
科
と
し
て
の
責
務
も

果
た
し
て
い
ま
す
。
が
ん
拠
点

病
院
と
し
て
実
施
義
務
の
あ
る

キ
ャ
ン
サ
ー
ボ
ー
ド
に
つ
い
て

は
、
専
任
の
事
務
職
員
を
確
保

し
、
放
射
線
科
、
腫
瘍
内
科
、

緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
を
コ
ア
メ
ン

バ
ー
に
し
て
本
年
三
月
か
ら
の

試
行
を
経
て
四
月
か
ら
週
二
日

開
催
で
本
格
稼
働
し
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
サ
ー
ボ
ー
ド
に
症
例
を

申
込
み
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

専
任
事
務
職
員
が
依
頼
元
の
診

療
科
及
び
依
頼
先
の
診
療
科
医

師
の
日
程
を
調
節
し
ま
す
。
各

科
一
同
が
参
加
し
て
治
療
方
針

を
話
し
合
い
、
そ
の
場
で
治
療

方
針
を
決
定
で
き
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

　

講
座
と
し
て
も
当
初
、
臨
床

薬
理
学
の
一
部
と
し
て
年
間
八

コ
マ
の
臨
床
腫
瘍
学
講
義
を
担

当
し
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら

は
臨
床
腫
瘍
学
講
義
が
一
つ
の

科
目
と
し
て
独
立
し
年
間
十
五

コ
マ
一
単
位
を
単
独
の
講
座
で

担
当
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
従

来
の
医
学
部
六
年
生
の
ク
リ
ニ

カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
、
五
年

生
の
消
化
器
血
液
膠
原
病
内
科

と
共
同
の
Ｂ
Ｓ
Ｌ
に
加
え
、
本

年
度
か
ら
四
年
生
の
研
究
室
研

修
も
受
け
入
れ
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

当
講
座
は
現
在
教
授 
一
、

講
師 

一
、
医
員 

一
の
計
三
名

に
加
え
、
講
座
受
付
事
務
一

名
、
Ｃ
Ｒ
Ｃ
一
名
で
構
成
し
て

お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
小
さ
な

講
座
で
は
あ
り
ま
す
が
、
人
材

育
成
と
教
育
環
境
の
整
備
、
そ

し
て
地
域
が
ん
医
療
を
支
え
る

べ
く
、
各
診
療
科
及
び
各
職
種

横
断
的
チ
ー
ム
を
形
成
し
て
来

た
る
べ
き
将
来
に
向
け
て
準
備

を
始
め
て
お
り
ま
す
。
医
学
部

関
係
者
並
び
に
附
属
病
院
各
診

療
科
、
看
護
部
、
薬
剤
部
を
は

じ
め
、
各
部
署
の
方
々
に
は
日

頃
か
ら
大
変
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
最
後
に
本
稿
作
成

に
当
た
り
、
多
大
に
協
力
し
て

く
れ
た
高
畑
武
功
講
師
に
感
謝

し
ま
す
。
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四
月
の
桜
祭
り
、
五
月
の
黄

金
週
間
も
過
ぎ
、
六
月
に
も
な

る
と
、
新
年
度
と
い
う
単
語
に

も
違
和
感
が
出
始
め
る
。
筆
者

は
花
粉
症
で
あ
り
、
三
月
か
ら

五
月
ま
で
は
、
薬
の
内
服
、
点

眼
、
点
鼻
、
ゴ
ー
グ
ル
着
用
。

と
に
か
く
気
が
滅
入
る
。
こ
の

時
期
、
一
番
気
に
な
る
の
は
、

留
級
等
、
学
業
で
う
ま
く
い
か

な
か
っ
た
学
生
達
で
あ
る
。

　

卒
後
、
数
十
年
経
つ
と
、
一

年
く
ら
い
の
暗
夜
行
路
は
、
当

た
り
前
。
長
い
目
で
見
る
と
、

そ
れ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
。
欧

米
で
は
、
小
学
校
で
も
留
級
が

あ
り
、
人
生
の
厳
し
さ
を
学
童

期
か
ら
叩
き
込
ん
で
い
る
。
一

方
、
留
級
が
ま
れ
な
日
本
の
温

室
高
校
出
身
者
に
と
っ
て
、
学

生
時
代
の
一
年
は
大
事
で
あ

る
。
学
生
に
は
、「
ク
ラ
ブ
に

入
る
こ
と
、
そ
れ
を
続
け
る
こ

と
」
を
強
調
し
て
い
る
。
有
益

だ
か
ら
で
あ
る
。
理
由
は
知
ら

な
い
。
学
業
成
績
に
も
関
係
な

い
。
人
間
と
し
て
の
〝
立
ち
位

置
〟、
足
場
形
成
に
は
有
効
か

も
し
れ
な
い
。

　

先
日
、
学
生
と
カ
メ
ラ
の
話

を
し
た
。
筆
者
の
マ
ニ
ア
ぶ
り

を
見
た
学
生
か
ら
、「
先
生
、

今
か
ら
で
も
入
部
し
た
ら
ど
う

で
す
か
」
と
言
わ
れ
た
。
あ
り

が
た
い
。
こ
の
発
言
、
心
の
中

で
、
待
っ
て
い
た
。
新
入
と
し

て
歓
迎
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う

か
。
筆
者
が
次
に
弘
前
大
学
を

卒
業
（
つ
ま
り
退
職
）
す
る
の

は
結
構
先
だ
が
、
本
気
で
「
ク

ラ
ブ
に
入
る
こ
と
、
そ
れ
を
続

け
る
こ
と
」
を
考
え
て
い
る
。

 

（
村
上　

記
）

診
療
教
授
等
新
規
称
号
付
与
者

診
療
教
授

　

瓦
林　

毅
（
神
経
内
科
）

　
　
（
27
・
4
・
1
〜
30
・
3
・
31
）

診
療
講
師

　

若
佐
谷　

保
仁
（
神
経
内
科
）

　
　
（
27
・
4
・
1
〜
30
・
3
・
31
）

　

西
村　

顕
正
（
消
化
器
外
科
）

　
　
（
27
・
4
・
1
〜
30
・
3
・
31
）

弘
前
大
学
医
学
部

　
臨
床
教
授
・
臨
床
准
教
授

　
　
　
　
　
新
規
称
号
付
与
者

臨
床
教
授

　

松
井　

淳
（
青
森
市
民
病
院　

副
院
長
）

　
　
（
27
・
4
・
１
〜
30
・
3
・
31
）

　

福
井　

康
三
（
青
森
市
民
病
院　

心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
長
）

　
　
（
27
・
4
・
1
〜
30
・
3
・
31
）

　

村
田　

暁
彦
（
青
森
県
立
中
央
病
院　

が
ん
診
療
セ
ン
タ
ー
外
科
部
長
）

　
　
（
27
・
4
・
1
〜
30
・
3
・
31
）

　

松
浦　

修
（
む
つ
総
合
病
院　

外
科
副
部
長
）

　
　
（
27
・
4
・
1
〜
30
・
3
・
31
）

臨
床
准
教
授

　

永
谷　

公
一
（
青
森
県
立
中
央
病
院　

心
臓
血
管
外
科
部
長
）

　
　
（
27
・
4
・
1
〜
30
・
3
・
31
）

　

木
村　

昭
利
（
青
森
県
立
中
央
病
院　

が
ん
診
療
セ
ン
タ
ー
外
科
副
部
長
）

　
　
（
27
・
4
・
1
〜
30
・
3
・
31
）

先
進
移
植
再
生
医
学
講
座　

助
手

岩
村　

大
径

〈
集
中
治
療
部　

助
手
〉

地
域
総
合
診
療
医
学
推
進
学
講
座　

助
手

吉
田　

健
太

〈
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー　

助
手
〉

呼
吸
器
内
科
学
講
座　

助
教

田
中　

寿
志

〈
救
急
・
災
害
医
学
講
座　

助
教
〉

辞
職
（
27
・
４
・
30
）

救
急
・
災
害
医
学
講
座　

准
教
授

花
田　

裕
之

〈
青
森
県
立
中
央
病
院
〉

採
用
（
27
・
5
・
1
）

法
医
学
講
座　

教
授

高
橋　

識
志
〈
埼
玉
医
科
大
学
〉

麻
酔
科
学
講
座　

助
手

松
本　

杏
菜
〈
麻
酔
科　

医
員
〉

昇
任
（
27
・
5
・
1
）

不
整
脈
先
進
治
療
学
講
座　

講
師

堀
内　

大
輔

〈
不
整
脈
先
進
治
療
学
講
座　

助
教
〉

配
置
変
更
（
27
・
5
・
1
）

救
急
・
災
害
医
学
講
座　

助
教

斎
藤　

淳
一

〈
麻
酔
科
学
講
座　

助
教
〉

配
置
換
（
27
・
5
・
1
）

麻
酔
科
学
講
座　

助
教

矢
越　

ち
ひ
ろ

〈
麻
酔
科　

助
教
〉

●
附
属
病
院

辞
職
（
27
・
3
・
31
）

集
中
治
療
部　

准
教
授

坪　

敏
仁

〈
会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
病
院
〉

医
療
情
報
部　

准
教
授

村
田　

暁
彦

〈
青
森
県
立
中
央
病
院
〉

手
術
部　

准
教
授

橋
本　

浩

〈
大
館
市
立
総
合
病
院
〉

耳
鼻
咽
喉
科　

講
師

南
場　

淳
司
〈
開
業
〉

循
環
器
内
科
，
呼
吸
器
内
科
，
腎
臓
内
科　

助
教

澁
谷　

修
司

〈
三
沢
市
立
三
沢
病
院
〉

内
分
泌
内
科
，
糖
尿
病
代
謝
内
科
，
感
染
症
科　

助
教

山
下　

真
紀

〈
八
戸
市
立
市
民
病
院
〉

小
児
科　

助
教

佐
藤　

知
彦

〈
京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
〉

消
化
器
外
科
，
乳
腺
外
科
，
甲
状
腺
外
科　

助
教

久
保　

寛
仁
〈
弘
前
市
立
病
院
〉

整
形
外
科　

助
教

陳　

俊
輔
〈
黒
石
病
院
〉

整
形
外
科　

助
手

前
田　

周
吾
〈
青
森
労
災
病
院
〉

整
形
外
科　

助
手

田
中　

大
〈
弘
前
市
立
病
院
〉

産
科
婦
人
科　

助
手

太
田　

圭
一
〈
む
つ
総
合
病
院
〉

麻
酔
科　

助
手

澤
田　

匡
宏

〈
つ
が
る
総
合
病
院
〉

集
中
治
療
部　

助
手

須
藤　

亜
希
子

〈 

消
化
器
外
科
，乳
腺
外
科
，甲
状
腺
外
科　

医
員
〉

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー　

助
手

櫻
庭　

伸
悟
〈
青
森
市
民
病
院
〉

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー　

助
手

岡
野　

健
介

〈
国
立
療
養
所
松
丘
保
養
園
〉

任
期
満
了
（
27
・
3
・
31
）

循
環
器
内
科
，
呼
吸
器
内
科
，
腎
臓
内
科　

助
教

島
田　

美
智
子

〈
循
環
器
内
科
，腎
臓
内
科　

講
師
〉

内
分
泌
内
科
，
糖
尿
病
代
謝
内
科
，
感
染
症
科　

助
教

照
井　

健

〈
内
分
泌
代
謝
内
科
学
講
座　

講
師
〉

採
用
（
27
・
4
・
1
）

医
療
情
報
部　

准
教
授

松
坂　

方
士

〈
地
域
が
ん
疫
学
講
座　

講
師
〉

循
環
器
内
科
，
腎
臓
内
科　

講
師

島
田　

美
智
子

〈
循
環
器
内
科
，呼
吸
器
内
科
，腎
臓
内
科　

助
教
〉

整
形
外
科　

講
師

山
本　

祐
司

〈
青
森
県
立
中
央
病
院
〉

循
環
器
内
科
，
腎
臓
内
科　

助
教

横
田　

貴
志

〈
青
森
県
立
中
央
病
院
〉

内
分
泌
内
科
，
糖
尿
病
代
謝
内
科
，
感
染
症
科　

助
教

山
形　

聡

〈
青
森
県
立
中
央
病
院
〉

消
化
器
外
科
，
乳
腺
外
科
，
甲
状
腺
外
科　

助
教

神　

寛
之

〈
国
立
病
院
機
構
弘
前
病
院
〉

整
形
外
科　

助
教

井
上　

亮
〈
む
つ
総
合
病
院
〉

整
形
外
科　

助
教

木
村　

由
佳

〈
整
形
外
科　

医
員
〉

放
射
線
科　

助
教

佐
藤　

ま
り
子

〈
放
射
線
科　

医
員
〉

集
中
治
療
部　

助
教

矢
越　

ち
ひ
ろ

〈
麻
酔
科　

医
員
〉

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部　

助
教

林　

慶
充
〈
青
森
市
民
病
院
〉

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー　

助
教

米
内
山　

真
之
介

〈
青
森
県
立
中
央
病
院
〉

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー　

助
教

石
田　

祐
司

〈
大
館
市
立
総
合
病
院
〉

消
化
器
内
科
，
血
液
内
科
，
膠
原
病
内
科　

助
手

太
田　

理
恵

〈
消
化
器
内
科
，血
液
内
科
，膠
原
病
内
科　

医
員
〉

内
分
泌
内
科
，糖
尿
病
代
謝
内
科
，

感
染
症
科　

助
手

対
馬　

悠
子

〈
内
分
泌
内
科
，糖
尿
病
代
謝
内
科
，感
染
症
科　

医
員
〉

神
経
科
精
神
科　

助
手

工
藤　

周
平

〈
大
館
市
立
総
合
病
院
〉

小
児
科　

助
手

北
川　

陽
介
〈
青
森
市
民
病
院
〉

整
形
外
科　

助
手

千
葉　

大
輔

〈
整
形
外
科　

医
員
〉

産
科
婦
人
科　

助
手

熊
坂　

諒
大
〈
む
つ
総
合
病
院
〉

麻
酔
科　

助
手

葛
西　

俊
範
〈
麻
酔
科　

医
員
〉

麻
酔
科　

助
手

西
村　

雅
之

〈
青
森
県
立
中
央
病
院
〉

麻
酔
科　

助
手

大
石　

将
文

〈
つ
が
る
総
合
病
院
〉

集
中
治
療
部　

助
手

地
主　

継
〈
麻
酔
科　

医
員
〉

集
中
治
療
部　

助
手

佐
藤　

天
童

〈
先
進
移
植
再
生
医
学
講
座　

助
手
〉

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー　

助
手

小
笠
原　

尚
志

〈
船
橋
市
医
療
セ
ン
タ
ー
〉

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー　

助
手

吉
田　

枝
里

〈
消
化
器
外
科
，乳
腺
外
科
，甲
状
腺
外
科　

医
員
〉

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー　

助
手

速
水　

史
郎

〈
つ
が
る
市
民
診
療
所
〉

昇
任
（
27
・
4
・
1
）

手
術
部　

准
教
授

北
山　

眞
任
〈
麻
酔
科　

講
師
〉

集
中
治
療
部　

准
教
授

橋
場　

英
二

〈
集
中
治
療
部　

助
教
〉

歯
科
口
腔
外
科　

講
師

久
保
田　

耕
世

〈
歯
科
口
腔
外
科　

助
教
〉

麻
酔
科　

講
師

木
村　

太
〈
麻
酔
科　

助
教
〉

周
産
母
子
セ
ン
タ
ー　

助
教

花
田　

勇

〈
周
産
母
子
セ
ン
タ
ー　

助
手
〉

配
置
換
（
27
・
4
・
1
）

循
環
器
内
科
，
腎
臓
内
科　

助
教

泉
山　

圭

〈
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
〉

整
形
外
科　

助
教

上
里　

涼
子

〈
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
〉

消
化
器
内
科
，
血
液
内
科
，
膠
原
病
内
科　

助
手

五
十
嵐　

剛

〈
地
域
総
合
診
療
医
学
推
進
学
講
座　

助
手
〉

循
環
器
内
科
，
腎
臓
内
科　

助
教

伊
藤　

太
平

〈
循
環
器
内
科
，呼
吸
器
内
科
，腎
臓
内
科　

助
教
〉

循
環
器
内
科
，
腎
臓
内
科　

助
教

中
村　

雅
将

〈
循
環
器
内
科
，呼
吸
器
内
科
，腎
臓
内
科　

助
教
〉

循
環
器
内
科
，
腎
臓
内
科　

助
教

花
田　

賢
二

〈
循
環
器
内
科
，呼
吸
器
内
科
，腎
臓
内
科　

助
教
〉

循
環
器
内
科
，
腎
臓
内
科　

助
教

横
山　

公
章

〈
循
環
器
内
科
，呼
吸
器
内
科
，腎
臓
内
科　

助
教
〉

呼
吸
器
内
科　

講
師

當
麻　

景
章

〈
循
環
器
内
科
，呼
吸
器
内
科
，腎
臓
内
科　

講
師
〉

呼
吸
器
内
科　

講
師

森
本　

武
史

〈
循
環
器
内
科
，呼
吸
器
内
科
，腎
臓
内
科　

講
師
〉

集
中
治
療
部　

助
教

丹
羽　

英
智

〈
麻
酔
科
学
講
座　

助
教
〉

集
中
治
療
部　

助
手

大
石　

将
文
〈
麻
酔
科
〉

麻
酔
科　

助
教

小
野　

朋
子
〈
集
中
治
療
部
〉

配
置
変
更
（
27
・
5
・
1
）

集
中
治
療
部　

助
教

工
藤　

倫
之
〈
麻
酔
科
〉

麻
酔
科　

助
手

地
主　

継
〈
集
中
治
療
部
〉
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）


